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　俺は空を飛んでいた。

　俺の魔法によるものではない。

　巨大な生き物の背に跨またがっているのだ。

　雄大な景色の上空、びゅうびゅうと風が吹きすさぶ中を、その生き物は空を切り裂くように力強く飛んでいた。

　その生き物が、灼しやく熱ねつ色いろの翼をバサッと一つ羽ばたかせる。

　翼からはきらめく魔力の輝きが舞い、その生き物の巨体をぐんと浮揚させる。

　真っ赤な鱗うろこを持ち、爬は虫ちゆう類るいを思わせるその生き物の姿は、ほかのものと見み紛まがうはずもない。

　竜ドラゴンだ。

　俺は竜ドラゴンの背に乗り、空を飛んでいた。

「お～い、ウィル～」

　そのとき、聞き馴な染じんだ声。

　振り返ってみれば、その少女は俺のすぐ後ろにいた。

　着き物もの袴はかまと呼ばれる衣装に身を包んだ、黒髪の少女だ。

　俺が何だと聞くと、彼女は俺を揺さぶりながらこんなことを言う。

「ウィル、そろそろ起きろって。起きないとチューしちゃうぞ」

　……起きる？

　キミは一体何を言っているんだ。

　そう言おうと思ったが、うまく声が出ない。

　そこではたと気付く。

　ああ、そうか、これは──




　──俺はつまり、そこで夢の世界から脱し、目を覚ましたのだ。

「いいのかウィル～、本当にチュ～しちゃうぞ～。んーっ……」

「いいわけがあるか」

　俺は、俺に覆いかぶさろうとしていたサツキを、手でぐいと押しのけた。

「きゃんっ」

　サツキはこてんと転がって、ベッドから落っこちた。

　俺は寝ていたベッドから身を起こす。

　そこは宿の一室だった。

　何の変哲もない、ベッドと机と椅い子す、衣装箱、壁掛けランプ、そのほかには窓ぐらいしかない普通の部屋だ。

　その風景を見て、夢の中の幻想から一気に現実へと引き戻される。

　それはそうと──

「……何をしている、サツキ」

「あ、おはよーウィル」

　ベッドから転げ落ちた少女は、にへらっと締まりのない笑顔を俺に向けてきた。

　空色の着物袴を身にまとい、腰には侍サムライ特有の武器である刀を挿している。

　ポニーテイルの黒髪、それに同色の瞳ひとみは、彼女がはるか遠方、東の国の出身であることを示していた。

　俺の冒険者仲間であるサツキだ。

　凄すご腕うでの剣士であり、先日その実力をさらに著しく向上させた。仲間としては、非常に頼れる存在だ。

　だが、だからと言ってこの事態が正常と言えるわけもない。

「おはよー、ではない。ここは俺の部屋のはずだが」

「だってもう昼だよ？　それに呼びに来てみたら部屋の鍵かぎ開いてるし。でもウィルが寝坊って珍しいよな」

「むっ……そんな時間まで寝てしまったのか」

　そういえば、昨夜は明け方近くまで読み物をしてしまったのだったか。

　前回の冒険で受け取った巻物スクロールの内容が、読み解き始めたらあまりにも興味深すぎたため、つい夢中になってしまったのだ。

　明け方前にようやく眠気が訪れ、ふらふらとベッドに潜ってしまい、そのせいで部屋の鍵をかけ忘れたのだと思う。

　我ながらセルフコントロールができていないというのは反省点だが……。

「だとしたところで、サツキ。寝込みを襲うというのは人としてどうなんだ？」

「や、やだなぁ。冗談だって冗談。ホントにやるわけないじゃん」

「…………」

「……あ、いや、その……ウィルの寝顔見てたら、魔が差してしまいまして……その、自分の弱い心に負けてしまったというか……」

　俺がジト目を向けると、サツキはいつぞや見せた綺き麗れいな正座をして、しゅんと反省のポーズを取った。

　まったく……。

「まあ、部屋に鍵をかけ忘れた俺の落ち度でもあるな。入ってきたのが盗ぬすっ人とでなく、サツキであったことを幸運と考えよう」

「そうそう。あたしは幸運の女め神がみ！　──ぁ痛たっ」

　そう図ずう々ずうしく言うサツキの頭を杖つえの先で小突いて部屋から追い出し、それから俺は朝の準備をする。

　しかし朝の準備とは言うものの、窓を開けて外を見ると、確かに太陽は真上に差し掛かっており、もはや昼前頃ごろの時間であることは疑いがなかった。

「……これはずいぶんと出立を待たせてしまったな。ミィとシリルに謝らなければ」

　俺はそう独ひとり言ごちつつ部屋を出て、仲間たちが待っているであろう下の階へと向かった。
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「ウィリアムがお寝坊さんなんて珍しいわね」

「ですです。規則正しい生活はウィリアムの趣味かとミィは思っていたです」

　一階の食堂に下りていくと、その一角の四人掛けの丸テーブルには、サツキのほかに二人の仲間が席について待っていた。

　神官ホーリーオーダーの少女シリルと、猫耳族ミヤールの少女で盗賊シーフのミィだ。

「待たせてしまってすまない。読み始めた巻物スクロールがあまりにも面白くて、夜更かししてしまったのが敗因だ」

「ふぅん。読み物で夜更かしっていうのは、ウィリアムらしいという気もするけれど。巻物スクロールって確か、前回の冒険のときにあの男に渡されたものよね？」

　シリルはそう言いつつ、俺に空いている席を勧めてくる。

　俺はそれに従って、彼女たちと同じテーブルの席についた。

　神官ホーリーオーダーのシリルは、その母性的なシルエットを白の神官ホーリーオーダー衣に包んだ美び貌ぼうの少女だ。

　プラチナブロンドの髪はセミショートに整えられており、その紫色の瞳には知性の輝きが宿っている。

　年齢は俺と同じ十七歳だったはずだが、どこかお姉さんらしき包容力のようなものを感じるのは、その柔らかな笑顔や仕草のせいだろうか。

　前回の冒険では、そんな彼女の幼児のような一面も垣間見てしまったわけだが……。

「ああ、それだ。驚いたことに、俺が魔術学院の学生だった頃に研究していたテーマと内容がかなり重なっていてな。夢中で読み進めてしまった」

「あー、なるほどです。それは少年のようになって貪むさぼり読よむ、ウィリアムの姿が目に浮かびます」

　そう合いの手を入れてくるのは、猫耳族ミヤールの少女ミィだ。

　人間の子供のような小柄な体たい軀くに、盗賊シーフらしい動きやすさを重視した服装。腰のベルトには左右に一本ずつの短剣ダガーを挿している。

　頭部のふさふさの毛が生えた猫耳と、臀でん部ぶから生えた尻尾しつぽ、それに口元から垣間見える八重歯とが、少女の愛くるしさをこれでもかというほどに表現していた。

　俺はそのミィに向け、率直な言葉を返す。

「恥ずかしながら図星だな。読んでいてワクワクが止まらなかった。ひょっとすると、そのワクワク感が今朝の夢にも繋つながったのかもしれないな」

「……んん？　夢ですか？　どんな夢です？」

「どんな夢……覚えているのは、竜ドラゴンの背に乗って空を飛んでいる光景だな。我ながらまるで子供のようだが」

「へぇ、竜ドラゴンにね。それ案外、予知夢だったりしてな」

　話に割り込んできたサツキが、そう言って笑う。

　俺はそれを聞いて、つい想像してしまう。

　予知夢……いや、まさかな、あり得ない。

　竜ドラゴンは魔獣の王とも、すべての生物の頂点に立つとも言われる存在だ。

　その力は絶大で、下級竜レツサードラゴンですらモンスターランクＡ──並みの冒険者パーティではまるで歯が立たないというような怪物である。

　まあ世の中には、竜騎士ドラゴンナイトを擁する国というのも存在してはいる。

　体長五、六メートル級の幼竜インフアントドラゴンを秘伝の技で手て懐なずけ、それに騎乗して戦うのだと聞く。

　しかしそんなものは、例外中の例外だ。

　まして、俺が夢で見たような大型の竜ドラゴンの背に乗って空を飛ぶなどというのは、童話の世界でしか聞いたことがない。

　どちらかと言うなら、俺たち冒険者にとっては、竜ドラゴンは敵対的存在であるというほうがまだしっくりくる。

　それにしたところで、俺たちのようなＥランク冒険者の若じやく輩はいパーティが相手をするようなモンスターではないのだが……。

　それに何より。

　今の俺たちには、竜ドラゴンよりも先に相手をしなければならない、恐るべき敵がいる……らしい。

「らしい」というのは、これからそれに関する詳しい話を聞くために、王都へと向かっている最中だからなのだが。

「まあいいです。起きたなら早速王都に向かうです。アイリーンが言っていた『魔王』というの、一大事なのですよね？」

　ミィがそう言って、ぴょこんと席を立つ。

　早速の出立か。

　俺は寝起きで少々の空腹を覚えたが、悪いのは寝坊をした俺だ。これ以上皆に迷惑をかけるわけにもいかない。

「ああ。あまりにも一大事すぎて、俺たちに出る幕が回ってくることが不思議なぐらいだがな。しかし少なくとも、十分な報酬の仕事を回してくれるという部分に、噓うそはないだろう」

　そう言って俺も立ち上がろうとしたが、そのとき──

　ぐうぅぅ……。

　俺の腹が、空腹を訴えてわずかに鳴いた。

　それを耳みみ聡ざとく聞きとがめたシリルが、心底愉快そうにニコニコと微笑ほほえみかけてくる。

「あら、お寝坊さんの次は腹ペコさん？　ウィリアムにしては本当に珍しいわね」

「……すまん。昨夜に巻物スクロールを読んでいたときも、夢中になりすぎて飲まず食わずでいたせいかもしれない」

「ま、普通に昼飯時だしな。この街から王都まで、まだ半日ぐらい掛かるんだろ？　出掛ける前に何か食っていこうぜ」

　サツキのその提案に全員が同意する。

　そして俺たちは、手頃な飲食店でランチを済ませてから旅路につき、王都グレイスバーグにたどり着いたのはその日の夕食時となったのであった。














　王都に入ると、俺たちはまず今日の宿を取り、夕食を済ませてから王城へと向かった。

　夜の帳とばりが下りた中央通り。

　光ライトの呪じゆ文もんによる街灯と、住居の灯あかりを頼りに道を進んでいく。

「なあウィル。今更なんだけどさ、ちょっと聞いていい？」

　そんな最中、前を歩くサツキがふと振り向いて、そんなことを言ってきた。

　嫌な予感がしたが、一応聞き返す。

「ああ、何だ」

「いや、あのさ──あたしたち、なんで王都まで来たんだっけ？」

　がくん。俺、ミィ、シリルの三人がつんのめった。

　嫌な予感は見事に的中していた。

　いち早く気を取り直したミィが、隣を歩くサツキを軽く肘ひじで小突く。

「よくそれでここまでついてきたですねサツキは。アイリーンに呼ばれてきたですよ」

「ああうん、それは覚えてる。あれだろ、鏡に映った相手と喋しやべれる魔法……何だっけ」

「交信コンタクトのことです？」

「ああそう、それ。それで姫さんが、王都に来てほしいって言ってきたんだよな」

　さすがのサツキでも、それは覚えていたらしい。

　数日前、鉱山都市ノーバンにいた俺たちは、そこで俺の幼おさな馴な染じみでもある王女アイリーンから連絡を受けた。

　魔法の鏡を使って遠距離間をつなぐ交信コンタクトの呪文で、彼女は俺たちに、仕事の依頼があるから王都まで来てほしいと伝えてきた。

　それで俺たちは、数日をかけて王都までの旅路を歩んできたのだ。

「で、サツキは何が分からないです？」

「いや、なんかさ、呼ばれた理由あったじゃん？　それが何だったかなーって」

「『魔王』のことですか？」

「あ、それだ！　その『魔王』って何なのよって、あたしが聞きたいのはそれよ」

「なるほど。分かった、説明しよう」

　ミィが論点を整理してくれたところで、俺はサツキの疑問に答えるべく、魔術学院時代に学んだ知識の一つを脳内から取り出してくる。

　そしてなるべく分かりやすいように、順を追って説明することにした。

「サツキは『魔族』に関しては知っているか？」

「んー、よく知らないけど、何となく？　肌が紫色の顔色が悪い奴やつらで、牙きばとか角とか爪つめとか生えてて……確か、結構強いんだったよな？　『魔界』とかいうとこに住んでるんだっけ？」

　大まかなイメージによる回答が返ってきた。

　まあ、ある意味で的を射ているとも言える。

「そんなところだろうな。実際のところ、魔族に関しての詳しいことは、生物学の見地からもまだよく分かっていないというのが現状だ。だから外見イメージとモンスターとしての脅威度、それに生息地などといった情報で語るのは、意外と悪くないアプローチだと俺は思う」

「ふぅん……それって、あたし褒ほめられたってこと？」

「……ま、まあ、ものすごく端的に言えばそうだが」

「やった！　ウィルに褒められた～♪」

「…………」

　小躍りを始めるサツキ。

　俺はときどき、この美人で剣の腕も立つが、他の部分がすごく残念な少女のことが心配になる。

「……まあいい。それで魔族についてだが、サツキの言う通り一般には『魔界』と呼ばれる異世界に住んでいるとされる種族だ。一応は人型だが、肌の色は紫から群青色で、個体差はあるが鋭い牙や爪、角などを生やしているものが多く見受けられる」

「ふむふむ、あたしのイメージだいたい合ってた。さすがあたし」

「…………。そしてモンスターとしての脅威度だが、最も弱い一般的な魔族でも、モンスターランクＣに相当するというのが大方の評価だ」

　モンスターランクというのは、モンスターの強さをきわめて大雑把に評価した脅威度の指標である。

　モンスターランクＣであれば、ある程度以上の経験を積んだ平均的な実力の冒険者パーティが、パーティ全員で一体を相手にしてどうにか対応できる、といったレベルの強さになる。

　俺たちが前回の冒険で頻繁に戦った相手──鉱山都市ノーバンで何度も撃退したロックワームの成体がＤランクであるから、一般的な魔族というのはそれよりも一つ格上のモンスターであると評価できる。

「ふぅん……てことはちょっち強いけど、一人で倒せない相手でもないってとこか。確かオークエンペラーの一個下、オークロードがＣランクだったっけ？　──ま、油断は出来ねぇけど、あのぐらいだったら何とかなるな」

　サツキがそう言うと、横でシリルが眉まゆをひそめる。

「……あのねサツキ、あなたの実力を基準にしないで頂戴。今のあなた、ちょっと尋常じゃない強さだって自覚を持った方がいいわよ」

「……ん？　そうなん？」

「そうよ。私みたいな凡人から見たら、Ｃっていうモンスターランクは、数人で束になって掛かってようやくっていう相手なんだから」

　俺もシリルの言葉に大きくうなずく。

　確かに、今のサツキの強さを基準に物事を考えると、色々とおかしくなる気はする。

　俺の見立てでは、今のサツキはＢランク冒険者に相当するかなりの実力者だ。

　冒険者全体から見れば明らかにトップクラス、上位五％以内には入ってくるだろう。

　なお先のように言うシリルでさえ、神官ホーリーオーダーとしては侍祭アコライト級──街の神殿なら副神殿長を務められるほどの実力を持っている。本人が言うほど凡人ではない。

　そしてそれは、もう一人のパーティメンバーであるミィとて同様だ。盗賊シーフとして十分な実力を持つ上に、身体能力を強化する命気オーラを扱えるようになってからは、戦闘能力も並みの戦士を上回るほどになっている。

　だがそんな彼女らも、日常の会話風景を見ていれば──

「サツキはきっと、オツムに回るはずの栄養が全部剣の腕に吸われているです。しょうがないです」

「そうそう。あたしはその分、頭が悪い──ってミィ待って、それはひどくない!?」

「そしてシリルはおっぱいに吸われているです」

「おっ……!?　……ねぇミィ、あとで神殿の懺ざん悔げ室しつに来てもらえるかしら？」

　……なんというか、非常に愉快なやり取りを繰り広げるばかりの、普通の美少女たちである。

　いや、「普通の美少女」という表現もまたアレだが、どういうわけか実際に美少女揃ぞろいなので仕方がない。

　しかし愉快なのは良いのだが、話が進まないのも問題だ。

「すまない、説明を続けてもいいか？」

「「「あ、はい」」」

　俺が一声かけると、三人とも静粛になった。

　それを確認して、俺は説明を再開する。

「で、その魔族だが、ほかの種族もそうであるように、当然ながら個体差がある。中には飛び抜けて強力な個体もいるわけだが──『魔王』というのは、その強力な個体の中でもとりわけ抜きんでたものを指す。魔王級の魔族の存在は、人類の歴史上でも数体しか確認されていないはずだ」

　俺のその言葉に、三人の少女たちが、ごくりと唾つばをのんだ。

　そしてサツキが、おそるおそる聞いてくる。

「……そ、それって、相当ヤバいやつなんじゃねぇの？　いやだって……普通の魔族でＣランクだろ？　じゃあその魔王って……」

「ああ、相当な化け物だ。魔王が配下の魔族と共に国内に現れた場合、中小の国なら存亡の危機、ここグレイスロード王国ぐらいの大国でも、近隣の国との緊張関係、軍事・政治レベルに大きな影響を及ぼすほどの一大事になると予想される」

「うぇぇぇええっ!?　……ま、マジかよ……何であたしらそんなのに関わろうとしてんの……？」

「そこまでは分からない。それを聞くために今、王城へと向かっているところだ。……これでだいたい状況がつかめたか、サツキ？」

　俺がそう聞くと、サツキはこくこくと首を縦に振った。

　さすがのサツキも、ここまで説明すれば事の大きさが理解できたらしい。

　サツキがいくら個人として強くとも、魔王出現というのはそういったレベルの問題ではないのだ。

　だがその一方で、ミィが新たな疑問をぶつけてくる。

「でも、そんなものが突然『出現』ってどういうことです？　というか、『魔界』って何なんです？」

　少し厄介な質問だった。

　俺は慎重に言葉を選び、説明をしていく。

「それも、『分からない』と答えるべきだろうな。有力な説の一つとしては、魔界は我々の世界と別の位相にある異世界で、両者が一定以上近付いたときに干渉現象──すなわち互いの世界の物質や生物の異世界間移動が起こる可能性が──」

「あ、ごめんなさいです。ミィには理解するの無理そうです」

「む……そうか」

　内容が難解すぎたのか、ミィが理解をあきらめたようだ。

　ちなみにサツキはというと、ぱっかりと開けた口から魂のようなものが出ているようだった。

「……まあ、魔界という名の異世界があって、そこからごく稀まれに魔族が突如瞬間移動してくるようなものだと思っておけばいいと思う」

　一応、ある程度嚙かみ砕くだいた説明を加えておく。

　するとどうにか話についてきていたシリルが、もう一歩踏み込んだ質問をしてきた。

「えっと……魔族っていうのは、その魔界と私たちの世界とを、自由に行き来できるものなの？」

「いや、それはおそらく不可能であろうと目されている。だから先に言った説が正しければ、この世界に飛ばされてきた魔族というのもまた、干渉現象の犠牲者とも言えるな」

「でも、そうは言っても向こうが平和的に来てくれないなら、武力でぶつかるしかないっていうわけね」

「そういうことだ。そして歴史上、魔族が人類に対して平和的な態度をとってきたという例は皆無だ。少なくとも俺が学んだ範囲ではな」

　そんなことを話しながら夜道を歩いていると、やがて俺たちは王城の前までたどり着いた。

　俺は城の門番に、王女アイリーンに呼ばれて訪問したことを伝える。

　そしてしばらく門の前で待っていると、王城の門の奥に、中庭をパタパタと駆けてくる人影が見えてきた。

　男装で、銀髪をショートカットにした美少年とも美少女とも見えるその人物は、俺たちの前まで来ると、その華やかな笑顔を向けてきた。

「来てくれてありがとうウィル。それにサツキちゃん、ミィちゃん、シリルさんも。とりあえず中に入って。僕の部屋で話をするから」

　そう言ってアイリーンは、俺たちを先導して城の本館へと向かっていった。

　俺たち四人は、彼女に従って城の中へと踏み込んでいった。
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　城館の三階、アイリーンの私室まで案内された俺たちは、部屋の主の勧めで横長の客用ソファに腰掛ける。

　背の低いテーブルに執事の老紳士が紅茶と茶菓子を配膳していく中、アイリーンは俺の対面の席に座った。

　そして、執事が一礼して部屋を出ていったところで、美貌の男装王女はわずかに身を乗り出し、話を切り出してきた。

「えっと、結論から言うね。ウィル、僕と一緒に『火か竜りゆう山ざん』に行ってほしいんだ」

　テーブルの上に両肘を置き、組んだ手を前にして、アイリーンは真まっ直すぐな眼まな差ざしでそう言ってきた。

　だが、そんな雰囲気押しをされても、話が唐突過ぎて分からないことに違いはない。

「待ってくれ、アイリーン。順を追って話してくれないか」

　俺がそうツッコミを入れると、少女は途端にわたわたと慌て始める。

「あ、あれ……？　やっぱり間を省きすぎだった？」

「それはそうだろう。魔王の話をされると思ったら、いきなり火竜山だぞ。脈絡がなさすぎる」

　火竜山というのは、この王都から南、未開の地を三日ほど歩いた先にある険しい山だ。

　名前の通り、その山の頂には火竜レツドドラゴンが棲せい息そくすると言われている。

　冒険者でも、普通は近付こうとすらしない場所のはずだ。

「あー、うー、そっかぁ……。じゃあ、どこから話したらいいんだろう」

「事の発端から順に話してくれ。魔王が出現したと言っていたが、発見場所はどこなのか、発見状況はどういった様子だったのか。まずはそういったところから頼む」

「う、うん、分かった。……えっとね、これは僕も人から聞いた話なんだけど……」

　そう言ってアイリーンは、今回の事件の発端について語り始めた。
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　どうもね、最初に異変を発見したのは、とある冒険者パーティだったみたい。

　その冒険者たちは、旅をしている最中に、一つの村に立ち寄ったんだ。

　いや、もうその段階では、「村だった場所」って言うべきなのかな。

　冒険者たちが見たのは、それは無惨な光景だったらしい。

　そのときは、夜に差し掛かろうという時間で。

　その場所には、生きている人なんて一人もいなかった。

　ただあちこちに、無惨に殺された村人の死体が横たわっていて──

　その村人たちの死体の真ん中に、立っている人影が三つ見えた。

　それは人影と言っても、普通の人間より大きくて、鋭い爪や牙や角を持っていた。

　つまり、その三つの人影っていうの、全部が魔族だったんだ。

　でも、それはどれも「魔王」っていうわけじゃなかった。

　普通の、って言うのも適切なのか分からないけど、とにかく普通の魔族だったみたい。

　ただ、魔族っていうのは普通の──最下級のやつでも結構な強さだっていうのは、ウィルも知っていることだと思う。

　一体ならまだしも、三体ともなると、そんじょそこらの冒険者パーティじゃ太刀打ちできない。

　だから、その光景を見た冒険者たちは、慌ててその場から逃げ去った。幸いなことに、魔族たちからは気付かれていなくて、彼らは逃走に成功した。

　で、その冒険者パーティが、冒険者ギルドにそれを報告した。

　その情報は重大事件として、僕らのところ──王都の騎士団へも回ってきたんだ。

　当然、領土の村を滅ぼした魔族なんて放置しておけない。騎士団は討伐隊を組織して、その村へと向かわせた。

　……討伐隊の戦力は、十分過ぎるぐらいのはずだったんだ。

　上級騎士バートラムを指揮官として、宮廷魔術師エルヴィスと侍祭アコライトセルマが補佐役についた上、別に正騎士が三人と、準騎士が十人。

　兵士以下を連れていかない少数精鋭の討伐部隊で、多少のイレギュラーがあっても確実に対応できる──そういう目もく論ろ見みで送られた部隊のはずだった。

　事実、現地にたどり着いた討伐隊は、そこで発見した三体の魔族を難なく撃退した。

　そこまでは良かったんだ。

　でも、念を入れて村をさらに調べて回っているとき──そいつと出会ってしまった。

　そいつは、その村の領主の館やかたから、たった一人で悠然と姿を現したらしい。

　姿形は下級の魔族のそれに似ているけど、体格はむしろ小さめで普通の人間並み。角と牙と鋭い爪を生やしているところも普通の魔族と同じだった。

　でも、そいつは氷の鎧よろいを身に纏まとっていた。

　さらには、まるで吹雪のような極寒の嵐が、そいつを中心に吹き荒れていたって話だ。

　討伐隊はそいつを、退治すべき魔族であると認識した。

　宮廷魔術師エルヴィスは、まだ距離が離れているうちに火球フアイアボールの呪文を詠唱し、それを放った。

　でも、火球フアイアボールがそいつに直撃することはなかった。

　火球フアイアボールが迫ったとき、そいつは左手を前に差し出した。

　その手に嵌はめられていた指輪が光って、それだけで、宮廷魔術師エルヴィスの火球フアイアボールはかき消されてしまった。

　そこから虐殺劇が始まった。

　氷の鎧を纏った魔族は、恐るべき速度で接近してくると、慌てて立ちふさがる騎士たちの間を信じられないほどの敏びん捷しよう性せいでかい潜くぐり、あっという間に宮廷魔術師エルヴィスを殺害。

　さらには、戦いを挑んだ上級騎士バートラムやその他の騎士たちを、まるで赤子の手を捻ひねるように容易たやすく嬲なぶり、殺していった。

　その戦いぶりはまるで、究極まで技芸を磨いた武術の達人のようだったらしい。

　そのあまりの強さに士気が崩壊した騎士たちは、我先にと逃げ出した。

　何人かがどうにか逃げ延びたんだけど、その中の一人が、逃げる際に後ろを振り向いたんだ。

　そしてその光景を見た。

　元領主の館からは、十体をゆうに超え、二十体に及ぶかそれ以上ぐらいの数の魔族が姿を現していた。

　そいつらが、我先にと殺された騎士たちに群がり、その死体を「食って」いたって。

　……まあ、そういう胸むな糞くその悪い話は置いといても、重要なのはその魔族の強さと特性、それに数だ。

　件くだんの飛び抜けた個体は、上級騎士バートラムを含めた騎士たちを容易く屠ほふったその強さから、推定モンスターランクＳ──すなわち「魔王級」に認定された。

　騎士団会議とかでの仮の呼び名は「氷の魔王」。

　あと、宮廷魔術師エルヴィスの火球フアイアボールをかき消した力。

　これはおそらく、氷の魔王そのものの力ではなくて、「消魔の指輪」っていう魔道具マジツクアイテムの力だろうって目されている。

　どこで手に入れたのかは知れないけど、それがある限り、あらゆる直接的な魔法は通じないだろうって。

　まとめると、その魔王は無敵とも思える凄すさまじい物理戦闘能力に、魔法封じの魔道具マジツクアイテムを持っていて、さらには二十体もの数の配下の魔族を連れているってことになる。

　もうみんな、頭を抱えちゃって。

　そんなやつ、どうやって倒せばいいんだって。

　騎士を百人向かわせたって、兵士を含む一千人を挑ませたって、ただ一方的に虐殺されて終わるだけかもしれない。

　で、そんなとき、騎士団の会議に参加していたお父さん──国王がこう言ったんだ。

「よし、だったら俺が火竜山まで行ってくる。あそこの竜ドラゴンに協力させよう。ただあいつ結構気難しいから、俺が万一おっ死ちんだら適当に後あと釜がまを立てといてくれ」って。

　氷の魔王はきっと氷属性に違いないから、魔法が通じないなら竜ドラゴンの炎だって、そういう発想らしい。

　……いや、ツッコミどころ満載でしょ？

　僕も我が父ながら、この人アホなのかなって思ったもん。

　ていうか、お父さん──武王アンドリューの武勇伝は枚まい挙きよにいとまがないけど、まさか火竜山の竜ドラゴンと知り合いだったなんて、娘の僕でも知らなかったよ。

　ま、それはともかく。

　騎士団のみんなは猛反対。あなたはもう国王なんですよ、自覚を持ってくださいと。当然だよね。

　そうしたら、次にはお父さんがこう言ったんだ。

「ならば我が娘に行かせよう」って。

　ホントあの人アホなんじゃないかなって思ったよ。僕のこと何だと思ってるんだろうね。いや、僕もそういうの嫌じゃないからいいんだけどさ。

　で、当然これにも騎士団のみんなは反対するんだけど、それはお父さんがああだこうだ言ってねじ伏せちゃった。

　俺たちは国民の命を預かっているんだから打てる手は何でも打てとか、使いを立てるにしても俺の血を受け継いだ娘を送るぐらいはしないと納得しないだろうとか、そんな感じ。

　それで、とにかくそういう話で通っちゃった。

　もちろんほかにも色々と手は打つみたいなんだけど、その中でも竜ドラゴンの協力を取りつけるっていうのは、切り札ジヨーカー扱いだね。

　ただ、さすがに僕を一人で火竜山まで行かせるわけにはいかないし、かと言って限りある戦力をそればかりに割くわけにもいかないっていうんで──
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「──それで、ウィルたちに白羽の矢が立ったっていうわけ。実力は十分だし、何より信用できるって。……どうかな、引き受けてくれる？」

「……なるほど。話はだいたい分かった」

　俺はその後、依頼の報酬を聞き、サツキ、ミィ、シリルの三人とも相談して、結果としてはこの依頼を受けることに決めた。

　報酬額も十分過ぎるほどだった──ちなみにこの依頼を達成できれば、これまでの貯蓄額と合わせて俺が当初目標としていた金額である金貨七百枚に到達する──し、俺たちが引き受けないとずいぶんと面倒なことになりそうだし、そもそも依頼を受けるためにここまで来たのだから──まあありていに言って、断る理由が見当たらなかった。

　強しいて言うならば、危険度がそれなりに高いと予想されることぐらいだが、どの道アイリーンが行くのならば、俺の知らないところで彼女に命を落とされるのも嫌だし、だったら見届けついでに護衛をするのは一石二鳥でもある。

　俺にとって彼女の存在は何なのかと思いを巡らせたりもするのだが、まあいずれにせよ、今回は成り行きで乗ってしまっていいだろうと、そう考えた。

　その夜、俺たちは宿で床についた。

　そして翌朝、アイリーンと冒険者ギルドで落ち合うと、俺たちは早速、火竜山へ向けて出立したのだった。
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　早朝にアイリーンと共に王都を出て、その数時間後。

　俺たち五人の姿は、鬱うつ蒼そうとした森の中にあった。

　ところどころ木漏れ日の落ちる中を、五人でざくざくと進んでいく。

　火竜山へ向かうには、まずこの「魔ま樹じゆの森もり」と呼ばれる危険な地帯を抜けなければならない。

　どこかおどろおどろしくねじ曲がった木々の生い茂る中を、獣道を見つけ、あるいは藪やぶをかき分けながら、俺たちは目的の方角へと進んで行く。

　その最中、ミィとともに先頭で道を切り拓ひらいていたサツキが、ふとぼやきを口にする。

「この森進んでいくの結構しんどいよな……。なぁウィル、ウィルの魔法でパーッと森の上飛び越していけたりしねぇの？　ほら、なんかあったじゃん、鷲わしに変身する魔法。あれ全員に使って空飛んで行ったら早くねぇ？」

　そのサツキの疑問に、俺は過去に使った呪文を思い浮かべながら答える。

「変身メタモルフオーゼの呪文のことを言っているのだと思うが、あれは術者自身にしか効果がない呪文だ。俺一人なら大鷲になって飛んでいけるが、この人数をどうこうするのは無理だな」

「そっかー。やっぱ地道に行くしかねぇのな」

「まあ、少しでも楽な道を探していくです。──サツキ、こっちのがいいですよ」

　ミィが周囲を注意深く観察し、進むべき道をサツキに指示していく。

　そちらに向かって進むと、確かに周囲と比べて通りやすい道に繋がるのだから、盗賊シーフとしてのミィの観察眼はさすがと言える。

「ミィちゃん凄いね、僕には全然区別つかないよ。ミィちゃんがいなかったら、僕たちもっと大変な道を歩かなきゃいけなかったんだね」

　アイリーンがミィにそう声をかける。

　するとミィは、こそばゆそうに指先で首元を掻かいた。

「た、大したことじゃないですけど、もっと褒めてもいいですよ。……なんならウィリアムも、ミィを褒めた上で頭なでなでしてくれてもいいですよ？」

　そう言って、何かを期待するような視線を送ってくるミィ。

　小柄な少女が猫耳をぴくぴくと動かして、尻尾しつぽを振り振り何かを要求する様は、ありていに言って可愛かわいすぎた。

「……あ、ああ。ミィはすごいな」

　俺が何かに引き寄せられるようにミィの頭をなでると、「にゃふっ、にゃああっ」と言って獣人の少女は気持ちよさそうに鳴いた。

　その様子を見たアイリーンは、何やら羨うらやましそうに指をくわえる。

「ああ、いいなぁミィちゃん……ううん、さすがミィ師匠。──ていうかウィル、なんかミィちゃんに調教されてない？」

「……かもしれん。しかしアイリーン、その『いいなぁ』というのは、キミもこのようにされたいという願望があるのか？」

「へっ……？　も、もう……そんな恥ずかしいことまじまじと聞かないでよ。でもそりゃあそうだよ。僕だってウィルに褒められて頭なでられたいよ。当たり前じゃん」

「当たり前なのか……」

　そういうのは好きな男子以外からされると嫌なものだと聞いたこともあるが……実際のところ、その辺りも人それぞれなのかもしれない。

　と、そんなことを考えていると──

「はいはい、イチャイチャするのはそのぐらいにして。羨ま……じゃなくて、ここはモンスターがうじゃうじゃしているって森なんだから。気を抜きすぎない」

　俺の後ろ、最後尾を歩くシリルがパンパンと手を叩たたいてきた。

　その言葉に、全員が少しだけ背筋を伸ばす。

　緊張しっぱなしでも続かないとはいえ、確かに俺も弛し緩かんしすぎていたかもしれない。

　警戒アラートの呪文を使っているからと、少し気を抜いてしまったようだ。この「魔樹の森」は、植物系のモンスターが頻出する一帯として知られている。

　サツキ、アイリーンという二人の頭抜けた天才剣士もいる現在のこのパーティ、凡百のモンスターに後れを取ることはまずないだろうが、それでも油断のし過ぎはまずい。

　それに冒険者という稼業は、慣れてきた頃ころが一番危ないと言う先人も多い。俺はいま一度、気を引き締め直すことにした。

　──それから俺たちは、森の探索を進めていった。

　そして、地道ながら着実に歩を進め、もうそろそろ昼時になろうかという頃──俺たちはこの森で初めてのモンスターに遭遇した。

　そのモンスターがいるのは、比較的開けていて、ちょっとした広場のようになっている場所だった。

「……何だありゃあ。……花の化け物？」

「そうとしか言いようがないよねぇ」

　サツキとアイリーンが、草木の陰からそれを見つめている。

　彼女らの視線の先には、巨大な植物モンスターが一体、何本もの蔦つたをうねうねとくねらせながらそびえ立っていた。

　その巨大植物は全高三メートルを超え、人の背丈の二倍近いあたりに大きな花が咲いていた。

　花の形状はチューリップが花弁をいっぱいに開いたような姿をしていて、それが獲物を探すように斜め下の地面へ向けられている。

　花弁を支えるのは絡み合った太い茎の束だが、それは地面から生えているのではなく、地表に出た無数の根から伸びていた。

　そいつはその根を足のように使って、地面の上を動き回れるようだった。

　その姿を、遠くの草木の陰に隠れて見ている俺たち。

　狭い隠れ場に密着するように固まって息をひそめているのだが、そんな中、俺の背中に寄りかかったシリルが質問してくる。

「ウィリアムは、あれがどんなモンスターだか知っているの？」

「いや、詳しくは知らない。イビルフラワーの一種だとは思うが……」

　……吐息が首筋に生々しく吹きかかってくるとか、衣服越しに彼女の柔らかさと体温が伝わってくるとか、そんなことは考えてはいけない。今はモンスターに集中せねば。

　なおイビルフラワーというのは、花を持つ種類の植物が何らかの魔法的な作用によってモンスター化したものの総称を言う。

　古代魔法文明の時代には、魔法によって生物に対して何らかの変容を与える類たぐいの実験が繰り返されたと言われており、それが、あるいはそれの子孫が現代にモンスターとして残っているというのが、生物学者たちの一般的な見解だ。

　イビルフラワーに分類される植物モンスターは、存在が確認されているだけでも何十種類というバリエーションがある。

　俺は発見済みのイビルフラワー──魔術学院の図書館に蔵書があった図鑑に載っているものに関してはすべて記憶しているという自負があるが、その脳内データベースに照らし合わせても、あの外見にぴったり一致するものには覚えがなかった。

「ウィリアムも知らないモンスターですか。未知のモンスターは少し危険かもです」

　腰の短剣ダガーに手をかけたミィが、前方のモンスターから注意を外さないようにしつつ、そうつぶやく。

「ミィ、ここを迂う回かいして進む場合はどうなる？」

「んー、やめておいたほうがいいと思うです。ここを通らないとすごく遠回りになるです。それに避けて進んでも、その先でこの手のモンスターに遭わないとも限らないです」

　俺はそれを聞いて、そうだろうなと思った。

　そして一考する。

　未知のモンスターが危険だというのは確かにある。

　どのぐらい危険なのか、どう危険なのかが分からないから危険、ということなのだが。

　一方、それを聞いていたアイリーンとサツキが、こんなことを口走る。

「でも、あのぐらいなら多分全然どうってことないと思うよ。ね、サツキちゃん？」

「だな。あたし一人でも余裕だろうし、まして姫さんと二人なら釣りが山ほど来るレベルだろ」

　二人は戦士の勘なのか、未知の敵の戦力をそう分析してみせた。

　ちなみに、俺の目からもあまり強そうには見えない。

　動きは緩慢そうに見えるし、あれにアイリーンやサツキが捕まるとは到底思えない。

　モンスターランクにして、おそらくはＥか、良くてＤランクといったところだろう。

　Ｂランク相当の実力を持つ天才剣士が二人掛かりで手こずるようなビジョンは、まったく浮かばなかった。

　それでも油断をせずに、まずは偵察として岩従者ロツクサーヴアントをぶつけてみるとか、この場所から火球フアイアボールの呪文を撃ち込んでみるなどしてもいいのだが、単なる魔マ素ナの無駄遣いになりそうだというのが率直な感覚だ。

　だがそうと言って、完全に直観に任せきりでは、いざ何かが起こってからでは遅いというのもある。

　ならば──

「分かった、では折衷案で行こう。まず俺が軽い呪文でジャブを入れてみる。その後にアイリーンとサツキは様子を見て突入してくれ。ミィとシリルは二人のバックアップ。それでどうだ？」

　俺がそう言うと、サツキとアイリーンの二人は互いに顔を見合わせる。

「相変わらずすっげぇ慎重だよな、ウィルって」

「昔っから心配性なんだよねぇ。でもいいよ、ウィルがそう言うなら、僕は賛成」

「あ、うん、あたしもいいよ」

　アイリーンとサツキがそう言って笑顔を向けてくる。

　ミィとシリルの二人も俺の提案に賛同してくれた。

　自分は仲間たちから信頼されているのだなと思う。

「──よし、では始めよう」

　俺は魔術師の杖つえを目標へと向け、呪文を詠唱、体内の魔力を高めていく。

　行使するのは初級の呪文、魔法の矢マジツクアローだ。

　四人の少女たちも身を低くしてバネを溜ため、突入の準備をする。

　戦闘開始だ。
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「──魔法の矢マジツクアロー！」

　俺は草陰から、目標の巨大植物へと杖の先を向け、呪文を発動した。

　杖の前に光り輝く魔力の矢が四本現れ、それが一斉に射出される。

　風を切り裂くがごとき速さで、光の矢は標的へと向かっていった。

　魔法の矢マジツクアローの呪文は、魔術師メイジが使う攻撃呪文の中でも最も低い階梯レベルに位置するもので、当然ながら威力もそれなりである。

　だが一方で、この呪文は術者の階梯レベルが上がると、複数の矢を一度に作り出すことができるようになるという特長も持ち合わせている。

　しかもそうして複数の矢を作り出しても、個々の矢の威力は変わらないし、消費する魔マ素ナの量も呪文一発分なのだ。

　ゆえにこの呪文、高位の術者が使えば、そのコストパフォーマンスはかなりのものとなる。

　なお、導師ウイザード級の術者なら通常三発の矢を作り出すことが可能だが、今の俺はこれを四発だ。

　俺が発射した四条の光の矢は、一直線に件の巨大植物へと殺到すると、その茎や花弁などあちこちに命中、ヒットした部分にダメージを与えた。

　被弾した部分にそれぞれこぶし大の穴ぼこができた植物モンスターは、苦く悶もんするようにその身と蔦をぶんぶんと暴れさせた。

　だがそれも、大した速さではない。

　また、高位のモンスターが持つ類の、高い魔法防御力を持っているわけでもない。

　やはり大したことのないモンスターのようだが──

「よし、行くよサツキちゃん！」

「オーライ姫さん、秒で片付けてやる！」

　アイリーンとサツキが、隠れていた草陰から飛び出していく。

　二人はともに素早く武器を抜き放ち、命気オーラを脚に纏わせると、一歩で数メートルを駆けるような凄まじい脚力と速度で目標の植物モンスターへと向かっていった。

「ミィたちも行くですか」

「一応ね。出番はなさそうだけれど」

　短剣ダガーを手にしたミィ、鎚鉾メイスを引き抜いたシリルも、前衛二人に続いて飛び出ていく。

　よし。これであとは経過を見守るだけだろう。

　そう思いながらも、一応気を抜かずに状況を注視していたのだが──

　──そのとき。

　ずっと緩慢な動作を繰り返していた巨大植物が、突如として桃色の命気オーラを纏った。

　──どくんっ。

　それを見た俺は、心臓が弾はじけそうな驚きに見舞われた。

　あれは──！

　俺は草陰から、慌てて立ち上がる。

「──待て！　アイリーン、サツキ！　そいつはまずい！」

「「へっ？」」

　だが警告は、一手遅かった。

　二人はもう、件の巨大植物の支配領域テリトリーに踏み込んでしまっていたのだ。

　巨大植物は一転、先ほどまでの緩かん慢まんさからは想像できないような素早い動きを見せる。

　そして──ぶわっ！

　開かれた巨大チューリップのような花の奥から、何やら桃色の花粉らしきものを吐き出した。

　しなやかな茎を首のように振って掃射するように吐き出された花粉らしきものは、それぞれ別の角度から接近しようとしていたアイリーンとサツキに襲い掛かった。

「うわっ……！　けほっけほっ……な、何これ……まさか毒……？」

「げほっ……！　くそっ、吸い込んじまった……！」

　両者とも巨大植物まであと数歩というところで足を止め、涙目になってケホケホと咳せき込こんでしまう。

　まずい……あれは毒なのか……？

　いや、あのモンスターが俺の知っている「あの古代魔術師」の作品であるなら、あれが彼女らの生命に直接的な危険を及ぼすものであることは考えにくい。

　だがあの花粉、ある意味では毒と同種の性質をもったものであると予想できる。

　それならば──

「シリル！　解毒ニユートラライズだ！」

「えっ？　う、うん、分かったわ！」

　状況に驚き戸惑っていたシリルが、俺の言葉を聞いて、慌てて祈りを捧ささげ始はじめる。

　解毒ニユートラライズは中級の奇跡であるが、神官ホーリーオーダーとして侍祭アコライト級の実力を持つシリルであれば行使が可能なはずだ。

「ウィリアム、何かヤバい相手ですか!?　二人はピンチですか!?」

　ミィも状況判断に戸惑い、件の植物モンスターに近付けずにいるようだった。

　だがそれは結果として正しい。

「ああ、ピンチだ！　俺の推測が正しければ、彼女らの生命に別状はないとは思うが、別の大変なものがピンチだ！」

「……は？　どういうことですそれ？」

「詳しい説明は後だ！　とにかくミィはあれに近付くな！　二の舞になるぞ！」

「は、はあ……よく分からないけど、分かったです」

　ミィは少し首をかしげながらも、俺の意見を受けいれてくれた。

　よし、これで解毒ニユートラライズの手配が済んで、ミィへの二次被害も防いだ。

　あとは──俺の呪文であれを撃破するしかないか。

　サツキやアイリーンが接近してしまった以上、広範囲を爆炎に包む火球フアイアボールの呪文などは味方も巻き込んでしまうから使えない。

　ここは魔法の矢マジツクアローで地道に倒すのが順当か。

　だがそれで間に合うか……？

　こうなってくると、開幕一発叩き込んでおいたのは幸いだったが──

　一方、俺がそうして思考を回している間にも、事態は刻一刻と進んでいる。

「うっ、何これ……力が、出ない……！」

「くそっ……体が、動かねぇ……」

　アイリーンとサツキは、吸い込んだ花粉の効力か、その手から武器を取り落とし、がくっと膝ひざをつく。

　その二人の少女へ向けて、それぞれ何本もの巨大植物の蔦がシュルシュルと近付いていった。

　そして──

「くっ……蔦が、絡みついてきて……！」

「やめろ……放せよ……！」

　二人の少女剣士は巨大植物の蔦に巻きつかれ、縛り上げられてしまう。

　そして彼女らは、拘束されたまま蔦に持ち上げられ、宙ちゆう吊づりの状態にされてしまった。

　しかも、それで事は終わらない。

「えっ……？　ちょっ、ちょっと、どこに入ってきて──!?」

「ば、バカ！　着物の中入ってくんな！　やめろこのエロ植物ーっ！」

　始まってしまった……。

　巨大植物の蔦は、さらにうねうねと、あらぬ動きをし始めたのだ。

　離れた場所で状況を窺うかがっていたミィは、呆ぼう然ぜんとした様子でそれを見ていた。

「えっ……な、何ですかこれ……」

　俺も呪文詠唱の最中なので、そのミィの質問には答えられないのだが、脳裏には一人の古代魔術師の名前を思い浮かべていた。

　現代よりも遙はるかに優れた魔法文明が築かれていたと言われている、古代魔法文明期。

　文明そのものが滅びた理由も含め、その詳細の大部分は未知のヴェールに包まれたままなのだが──

　その中にあって珍しく、この人物に関してかなり多くの史料が出土されているという古代魔術師がいる。

　Ｉ・Ｋ・ポーンという名のその古代魔術師は、絶大なまでの魔法の力を修めながらも、ある一つの執念にその人生を衝つき動うごかされていたのだろうと目されている。

　それは何かといえば──

　……まあ、ありていに言ってしまえば、性的な欲望だ。

　彼は自らの願望実現のため信じられないほどの執念を発揮し、その目的のために人生を尽くしたのだ。

　……いつの時代も、男子は根っこの部分で愚かということなのだろう。

　ただ彼が尋常でなかったのは、異性との真っ当な性的交渉を求めたわけではなかったということだ。

　彼が求めたものが何であったのか、それを一言で言い表すことは難しい。

　だが、彼の理念はその「作品」に表れている。

　彼はその深しん淵えんな魔法への理解を用いて、様々なモンスターや魔道具マジツクアイテムを作り出した。

　そしてそのいずれもが、「女性をあられもない状態にする」類の力を持っているのだ。

　彼が作り出したモンスターは、どういう魔力によるものか、女性に対してのみ異様に強力な力を発揮するという特徴がある。

　あの植物モンスターが纏った「桃色の命気オーラ」は、彼が作り出したモンスターに特有のもので、女性が接近した時のみ発現すると言われている。

　そしてあの命気オーラを纏ったモンスターは、突如として信じられないほどの戦闘力を発揮するのだ。

　なお、これも作成者の理念の一環なのだろうが、彼が作り出したモンスターが女性の生命を脅かした例はないらしい。

　なので、今捕まっているアイリーンやサツキも、命に別状はないとは思うのだが……。

「ふぁあああああんっ！　だめっ、ウィル、見ないでぇっ……！」

「うわぁん、助けてウィルぅ！　もうらめっ、やめろぉっ……！」

　二人の天才剣士は今や、何だかとてもあられもない姿になっていた。

　ちなみに二人の言葉をトータルすると、見ないで助けろという無茶な注文が飛んできたことになる。

　気持ちは分かるが、残念ながらそれは無理だと思う。

　一方、そのときようやく、シリルの祈りが完成した。

「──解毒ニユートラライズ！」

　シリルが鎚鉾メイスを掲げて凜り々りしく声を上げると、アイリーンの体に神の奇跡の輝きが降り注いだ。

　二人同時には対象にできないから、まずアイリーンからという考えだろう。

　解毒ニユートラライズはその名の通り、対象の体内に侵入した毒物を中和して、消し去る効果がある。

　そしてここで言う毒物というのは、致死性のものだけを指すわけではない。麻ま痺ひ性せいの毒や、その他正常な状態を害する様々な薬物に対しても効果があるのが解毒ニユートラライズの奇跡だ。

　あの植物モンスターが放った花粉も、おそらくは致死性の毒ではなく、多分もっと碌ろくでもない効果を持ったものなのだろうが、それに対しても解毒ニユートラライズは効果があるはずだ。

　そして、そのことを証明するかのように、シリルが放った治療の光を浴びたアイリーンは──

「ふんがぁ────っ！」

　とても力強く叫んだ。

　それと同時に、彼女は自分を縛り上げていた蔦を力ずくで、ぶちぶちと一斉に引き千切った。

　宙に浮かされていたアイリーンが落下し、その運動神経を活いかして獣のように見事に着地する。

　そして、足元に転がった剣を拾い上げ、ゆらりと立ち上がった。

「ふ……ふふふふっ……よくもウィルの前で、こんな辱めを……僕、本気で怒っちゃうなぁこれ……」

　一部はだけた衣服を気にすることもなく、アイリーンはちゃきっと剣を構える。

　そして──

「──ぶっ殺す！　このエロモンスター絶対許さない！　ぶっ殺すぶっ殺すぶっ殺すぶっ殺おおおおおおおすっ！」

　何だか一国の王女が口に出したらいけない響きの言葉を連呼しながら、アイリーンは巨大植物のモンスターを滅多切りにし始めた。

　桃色の命気オーラで強化されているはずのモンスターなのだが、その俊敏性も防御力もすべてがねじ伏せられ、彼女の怒りの前に為なす術すべもなくずたずたにされていく。

　……あ、これもう魔法の矢マジツクアローいらんな。

　俺は呪文詠唱をキャンセルしつつ、様子を見守る方向へと方針をシフトした。

　そして、最終的にみじん切りにされて活動を停止した植物モンスターを前に、その体液を返り血のように一身に浴びた少女は──

「ふっ、ふふふっ──あっはははははははは！」

　そう、天を仰いで哄こう笑しようしたのだった。

　それを見て、あー、あれはアイリーン壊れているなと思いながらも、ひとまず大事にまでは至らなかったことにホッとした俺だった。
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「えぐっ……ぐすっ……あたし、もうお嫁にいけない……」

　森の中を進む俺たち五人の一行パーテイ。

　その中に一人、ひどく心に傷を負った者がいた。

　サツキだ。

　なんというか、怒りを発散したアイリーンと違って、彼女はやられっぱなしになってしまったので、一層の憐あわれみを感じる部分があった。

「ま、まあまあサツキちゃん。僕も一緒に被害者だし？　ウィルだってきっと見てなかったよ。ね、ウィル？」

　アイリーンがそう話を振ってくるが、俺としては──

「…………」

「ちょっ……!?　ウィルってばそこで黙らないでよ！　話合わせてくれないと困るな！」

「……いや、噓うそはつけんなと思って」

「やっぱウィル見てたんだぁ！　ガン見してたんだぁっ！　うわぁあああああんっ！」

　サツキがさらに大泣きする。うぅむ、手がつけられん……。

　アイリーンを優先して解毒ニユートラライズが後回しになったサツキは、例の巨大植物の花粉が持っていた予想通りに碌でもない効果のせいで、もうしばらくの間、より一層の痴態を見せる破目になってしまった。

　無論、今は彼女にも解毒ニユートラライズの奇跡が及ぼされて正常な状態だが……。

　俺はもちろん、そのときの彼女の姿をしっかり見るというようなことはしていないが、戦況を窺っていれば見るとはなしに見えてしまったし、大変に色気のある声まで聞こえてきて、意識の向け所に困ったのは偽りのない事実だった。

「あー、うん、何だ……凝視したというようなことはもちろんないが、サツキはあんな声も出すのだなと新たな一面を発見したような部分もあり──うおっ!?」

「ウ・ィ・リ・ア・ム？　あなたは少しデリカシーの勉強もしたほうがいいみたいね」

　シリルが背後から、俺の首周りに腕を回して締め上げてきた。

　これは素手格闘技で見られる絞め技の一種だったような──

「ぐぇっ……ぎ、ギブ、ギブアップだ、シリル……！」

　俺は背後から抱きつくようにして締め上げてくるシリルの腰を、手でばんばんと叩く。

　苦しいからというよりは、彼女の女性らしい体つきで思いきり密着されることのほうが、俺の精神衛生上非常によろしくなかったからなのだが……。

　俺のギブアップ宣言を受け、シリルがやんわり解放してくれたところで、俺は彼女に向き直る。

「シリル、キミの方こそ少しデリカシーというものをだな……！」

「……？　どういう意味？」

「……い、いや、まあいい。いずれにせよ今後、今のような技は慎んでほしい」

「んん……？　ウィリアム、何か顔が赤いけど──ああ、そういうこと」

　そう言ってシリルは、その顔をずいっと近付けてくる。

「な、なんだ、シリル……？」

「ふふん、やっぱりそういうことね。じゃあ私の答えはこうよ。──い・や・だ♪　私、あなたがそうやって戸惑って可愛くなっているところを見るのがとても好きなの」

　そう言ってシリルは、悪魔的で蠱こ惑わく的てきな、しかし恥じらいも秘めたような笑みを向けてくる。

　おのれこの娘……もう一度ロックワームでも手懐けてけしかけてやろうか。

　すると今度はサツキが、涙目のままシリルに詰め寄った。

「シ～リ～ル～ぅ！　あたしが恥ずかしい想おもいをしたのに、何でお前がそうやっていい想いしてんだよ！」

「あらごめんなさい。そんなつもりはなかったの。偶然こうなってしまっただけよ。何ならサツキ、あなたも見る？　今の彼、すっごく可愛いわよ」

「ひゃんっ!?」

　シリルは何を思ったか、サツキの手を取って自分の方へと引き寄せ、そして自分の体の前でサツキをくるりと方向転換させると、まるで傀く儡ぐつ人にん形ぎようのようにサツキを俺の方へと向かせた。

　俺の目の前で涙目のまま上目遣いで見上げてくるサツキと、それを見下ろす俺の視線とがぴったりと合う。

　少し、気恥ずかしいのだが……。

「ぐすんっ……ウィル、可愛い……」

「……い、今のキミがそれを言うか」

　それはこちらの台詞せりふだと言いたい。

　なんというか、サツキには悪いのだが、子供のような表情で涙目になっている彼女はとても可愛らしかったのだ。

　先刻の色っぽい姿ともイメージが混ざり合って、俺の中でサツキの新たな魅力が開拓されてしまった感じだ。

　一方、その俺たちの様子を見て、熱帯魚のように口をパクパクとさせていたのは、我が幼馴染みだ。

　彼女はその時は何も言わなかったが、悶着がひと段落した頃、俺の脇わき腹ばらを肘で小突いてから密ひそかに耳打ちをしてくる。

「ウィルってば、ちょっと見ないうちにシリルさんとずいぶん仲良くなってんじゃないのさ。鼻の下伸ばして格好悪いったらないよ。僕は幼馴染みとして恥ずかしいな」

「……悪かったな。だが鼻の下を伸ばすなと言ったって無理だぞあれは」

「あーあ、やらしいんだ。男の子丸出しにしちゃってさ。昔、僕と遊んでいた頃にはそんなことなかったのに、変に色気づいちゃってまあ」

「仕方がないだろう。それに男子だか女子だか分からんようなやんちゃだったキミとシリルを比べたって、そんなもの雲泥の差だぞ」

「あーっ、何だよそれ！　そりゃあシリルさんと比べたらグローラン大山脈とチマリの丘ぐらい違うかもしれないけど、僕だって少しは成長してるんだぞ！」

「あ、あの、アイリーン様……？　がっつり聞こえているんですけど……」

「ふぅ、ウィリアムの不倫劇場は今日も絶賛公演中ですね」

「不倫っ!?　ちょっ、それどういうこと!?　ミィちゃん、ううんミィ師匠、その辺詳しく……！」

「……ミィ、できればそういった不穏当な表現は避けてもらえると助かる」

　……気が付くとこうすぐにドタバタが始まってしまうのは、いかがなものかと思う。

　それにしても、俺は人として大きく間違っているような行動はなるべく慎んでいるつもりなのだが、何がどうしてこうなってしまったのか、たびたび疑問に思うところだ。

　──と、そのとき。

　アイリーンに詰め寄られていたミィが、すんすんと鼻を鳴らした。

　そして少しだけ顔をしかめる。

「……アイリーン、悪いですけど、ちょっと匂におうですよ」

「えっ……？」

　そう言われたアイリーン自身が、自分の腕などの匂いを嗅かいでみると、彼女もまた「うえっ」と嘔え吐ずいた。

「な、何この匂い……さっきのエロ植物斬きったときに浴びた樹液みたいなののせい？」

　俺も興味本位でアイリーンに近付いて匂いを嗅いでみたが、少し離れた距離から嗅いだだけでも気分が悪くなった。

　甘ったるさに腐敗臭を混ぜたような、凄まじい悪臭だ。

　そしてその匂いは、瞬く間に強くなり、周囲へと広がっていく。

　見ればアイリーンの服や髪に付着した液体が、水分が抜けてカピカピに乾き始めているようだった。

「乾燥すると悪臭を放つ類の液なのかもしれんな……」

「えええっ、そんなぁ！　わっ、みんな離れていかないでよ！　ウィルまで！　酷ひどいよ！　僕だって臭いのにぃ！」

「す、すまん。ひとまず水袋の水でも頭からかぶってみたらどうだ？」

「ううっ、そうしてみる……」

　アイリーンが、背負っている荷物の中から飲料水が入っている水袋を取り出す。

　そして水袋の口を開くと、その中の水を頭からぶっ掛けた。

　カピカピになった液が付着したショートカットの銀髪の上から、たぱたぱと水が注がれ、彼女の全身を濡ぬらしていく。

　そして水袋の中の水を全部かぶり終えると、アイリーンは水浴びをした犬のようにぶるぶると身を震わせた。

「うーっ、冷たっ……でもどうだろ、これで少しマシになったかな……」

　そう言って自分の匂いを嗅ぐと、「うん」と言って納得した様子になった。

　そしてしばらくすると、周囲に充満していた匂いも霧散していく。

「どうにか収まったようだな」

「うん。……でもこれ応急処置でしかないよね？　今ので服に染みついたのまで落とせたってこともないだろうし、また乾いたら同じことになりそう」

「だろうな。少し脇道になるかもしれないが、近くの水源を探してみよう」

　俺は水探知シークウオーターの呪文を詠唱する。

　これは初級呪文の一つで、近くに川や泉などの水源があればそれを感知することができるというものだ。

　なお水作成クリエイトウオーターという呪文もあるにはあるのだが、その呪文で生み出せる水は量があまり多くない。飲料水程度の量の水を確保するのには便利だが、水浴びや洗濯に十分な量の水をそれで用意するとなると、かなりの量の魔マ素ナ消費を強いられることになる。

　ゆえに、少ないコストで天然の水源を見つけられるなら、それに越したことはない。

　そして水探知シークウオーターの呪文の結果は──ビンゴ。

　幸運なことに、進行方向近くに一つの水源を発見していた。

「見つけた。ほとんど寄り道せずにたどり着ける場所だ。行こう」

　俺がそう言って先導を始めると、そのあとについてきたアイリーンがつぶやく。

「……ホント、ウィルってすごいよねぇ。何でも解決できちゃうんだもん」

「いや、当たり前の話だが、何でもということはないぞ。例えば件の魔王を一人で倒せと言われても、それは無理な注文だ」

「そりゃあそうだろうけどさ。頼りになるっていうこと」

　アイリーンはなんだか嬉うれしそうに、そんなことを口にするのだった。
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　森の中の小道を、下草を踏み分けながら進んでいく。

　水探知シークウオーターの呪文が感知した水源は、このまま真っ直ぐに進んだ先を、少し脇へと逸それた場所にあるはずだ。

　──と、そのとき。

　ミィが不意に、鋭利な警告の声を発した。

「ストップです。……なんだか匂います」

「えぇっ!?　そ、そうかな。自分ではそんなに感じないけど」

　アイリーンが慌てて自分の匂いを嗅ぎにかかるが、ミィは首を横に振る。

「そうじゃないです。何か危険の匂いがすると言っているです。……どこがどうとは言えないですけど、ミィの勘が、これ以上進むのは危ないと言ってます」

　ミィはそう言って、一層注意深くあたりを見回していた。

　俺も彼女につられるようにして、周囲に視線を走らせる。

　これまでと特に代わり映えのしない、草木の緑色と茶色とで彩られた景色だ。

　強いて言うならば、周囲の木々に巻き付いているつる植物がやや多くなってきていることぐらいだろうか。

　警戒アラートの呪文にも反応はなかったし、ミィの勘もたまには外れる可能性も──

　──いや、待て。

　つる植物……？

　ひょっとすると、それは──

　そうであるなら、警戒アラートの効果に引っ掛からないのも道理だ。警戒アラートは俺の直観が脅威を感じるものにしか反応しない。

「ミィ、絞め殺す蔦ストラングルクリーパーというモンスターを知っているか？」

　俺のその問いかけに、ミィが猫耳ごとぴくりと反応する。

「絞め殺す蔦ストラングルクリーパーですか？　初耳です。どんなのです？」

「一応は植物系モンスターの一種に分類されている。が、あれをモンスターと呼ぶのはあまり適切ではないかもしれないな──」

　俺はミィの質問に応こたえるべく、自らの頭の中にある知識を吐き出していった。

　絞め殺す蔦ストラングルクリーパーは、どちらかと言うなら罠トラツプの一種として認識したほうがしっくりとくる相手だ。

　広域に蔦を張り巡らせたつる植物の一種で、周囲の木々に巻き付くようにして生い茂っており、一見では無害な普通の植物であるように見える。

　だが広大な範囲に繁茂する絞め殺す蔦ストラングルクリーパーは、その支配領域テリトリーに入った生物を見逃すことはない。

　獲物が支配領域テリトリー内に踏み込んだが最後、無数に蔓延はびこる蔦がそれぞれに意思を持った生き物のように動き始め、哀れな犠牲者に忍び寄ると、その体に巻き付いて絞め殺してしまうのだ。

　絞め殺す蔦ストラングルクリーパーの支配領域テリトリーの広さは個体によってまちまちだが、標準的な規模のものは十メートル四方程度の範囲に及ぶと言われている。

　その領域に足を踏み入れてしまえば、生身の人間などひとたまりもなく絞め殺されてしまうだろう──

　そうして俺が説明を終えると、ミィは腑ふに落ちたという様子で大きくうなずいた。

「なるほどです。それを聞いて、ミィも違和感の正体が分かりました。そこかしこから聞こえていた鳥の声が、この先からはしないです。──それに、そうと思ってよく見れば、あちこち草むらや木の陰に動物の死し骸がいが隠されているです。うさぎや鹿しか、それにあれは狼おおかみですか」

　そう言ってミィが指し示す先を見ても、俺の目には単なる草むらがあるようにしか見えなかった。

　よくよく注視してみれば、彼女の言う通りのものがそこに横たわっているように見えなくもない、といった程度だが、観察力の鋭い盗賊シーフの少女がそう言うからには、まさにそれそのものなのだろう。

　そう思うと、急に目の前の景色がおぞましいものに思えてきて、少しゾッとした。

　そしてミィは肩をすくめ、まいったですね、と付け加えた。

　俺はそれに、確かに、とうなずく。

　目の前に厄介な殺さつ戮りく者しやがいると分かっていても、この道を通らずに迂回していけば、非常に険しく面倒な大回りをしなければならなくなる。

　かと言ってアイリーンやサツキの剣で切り拓こうにも、相手の性質上、襲い掛かってくる蔦を一本一本切り捨てていってもキリがないという問題がある。

　それにアイリーンやサツキも、凄腕の剣士ではあるが、無敵というわけでもない。

　絞め殺す蔦ストラングルクリーパーの支配領域テリトリーに踏み込めば、四方八方から縦横無尽に襲い掛かる蔦を完かん璧ぺきにさばき切れるかどうかには不安が残るし、立ち回りを続けていればやがて疲労に潰ついえてしまうことも想像に難くない。

　で、あるならば──

「ここはこうするのがベストだろうな」

　俺はその場で杖を掲げ、呪文の詠唱を開始、体内の魔力を高めていく。

　そして──

「──火球フアイアボール！」

　呪文を完成させると、生み出した灼しやく熱ねつのエネルギー球を前方へ向けて投射した。

　灼熱の魔力の塊は、吸い込まれるように前方の地面に着弾すると、轟ごう音おんとともに紅ぐ蓮れんの爆炎を巻き起こした。

　もちろんそこは、絞め殺す蔦ストラングルクリーパーが繁茂していると思おぼしき一帯だ。

　やがて一瞬のうちに燃え盛った炎がやむと、前方の半径十メートルほどの一帯に、パチパチと火の粉が爆はぜる焼け野原ができあがっていた。

　攻撃すべき対象以外も焼いてしまうことになったが、やむを得まい。

　一方、真っ黒い炭となって崩れ落ちていくつる植物の集合体を見て、ミィが呆然とつぶやく。

「あ、相変わらず凄いですね……。ウィリアムがいると、こんな厄介な相手もあっさりです」

　ミィがそう言って俺の方を見上げてくるので、俺は彼女の頭に手を置いて、その髪をくしゃくしゃとなでる。

「ミィが事前に気付いてくれたおかげだ。さもなくばもっと大事になっていたはずだ。ミィのお手柄だよ」

「そ、そんなこと……！　にゃうっ、にゃうぅぅぅっ……」

　なでられたミィは猫のように目を細め、頰ほおを真っ赤に染めて猫耳をぴくぴくとさせていた。

　相も変わらず驚異的な可愛さであった。

　一方、その様子を見ていた残りの三人はと言うと、

「「「……いいなぁ」」」

　一様に指をくわえて、羨ましげにしているのだった。

　人は誰だれしも承認欲求に飢えているのだなと、改めて認識した俺であった。
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　絞め殺す蔦ストラングルクリーパーというちょっとした障害をくぐり抜けた俺たちは、やがて目的としていた水源地へとたどり着いた。

「おおっ、すっげぇ！　いいじゃんいいじゃん！」

「ホントだね。わぁ、これは匂い抜きにしても来てよかったかも！」

　サツキとアイリーンが、笑顔を弾けさせてはしゃぎ始める──そこはそういった絶景であった。

　俺たちの前に広がっているのは、水しぶきがきらびやかに舞う滝つぼだった。

　苔こけむした高い岩場から流れ落ちる水が、その下に透明度の高い大きな池を作っている。

　ざあざあと流れる滝の音に、小鳥たちのさえずりが調和する。

　鬱うつ蒼そうと茂る森の木々たちも、ここにだけは場所を譲るのだというように、昼下がりの陽光を惜しみなく分け与えていた。

　さらに、滝つぼの畔ほとりにはほど良い岩場が広がっており、休憩をするのにも具合が良さそうだった。

「ねぇ、ここでお昼にしようよ。僕もうお腹ペコペコ」

　折しも雇い主のアイリーンがそう言うので、俺たちはそこでしばらくの休息をとることになった。

　だが、その前に。

「アイリーン、キミは自分の身を綺き麗れいにしてくるのが先だろう」

　俺がそう伝えれば、銀髪の男装娘はぷくっと頰を膨らませる。

「もう、分かってるよ。服と体洗ってくるから、覗のぞかないでよね」

「そんなことするものか。だいたいキミの裸身など、数年前に幾度も見ているだろう」

「あ、あの頃とは違うし！　僕だって成長してるの！　してるんだからね！」

「分かった分かった。さっさと行ってこい」

「むっかぁ！　分かったよ、何なら見る!?　見ていいよ、どうせウィルだし！」

　何を思ったか、おもむろにストリップショーを始めそうになるアイリーン。

　それを羽は交がい絞じめにして止めるのはサツキだ。

「どう、どう！　落ち着け姫さん！　頭に血が上りすぎだ！」

「放せぇっ！　あいつに今の僕を見せつけてやるんだ！」

「だから落ち着けって！　そもそも見せつけるほどのもん持ってねぇだろ！」

「むっきゃああああああっ！　サツキちゃんお前も敵か！　こうなったらサツキちゃんも剝むいてやるっ！」

「えっ、ちょっ、おまっ──きゃああああああっ！」

　アイリーンが羽交い絞めにするサツキを力ずくで振りほどいて襲い掛かったあたりで、俺はその光景に背を向ける。

　サツキの技量が上がったと言っても、純粋な命気オーラによる力押しではいまだにアイリーンが圧倒するのだな、などと益体もない感想を抱いたりもした。

　やがてじゃれ合いも終えると、アイリーンは滝つぼに水浴びと洗濯をしに向かった。

　なぜかサツキも一緒に連れていって、さらなるじゃれ合いを始めたりもしているようだったが。

　俺はその光景を意識的に見ないようにしていたが、滝の音にまぎれ、サツキとアイリーンが水場できゃっきゃとはしゃぐ声ぐらいは聞こえてくる。

　俺はそれで、裸身で水をかけ合う少女たちの姿を図らずも想像してしまい、頭を振ってその邪よこしまな妄想を振り払った。

　……邪念がひどい。

　これでは公衆浴場で女おんな風ぶ呂ろを覗こうとする悪ガキと一緒だ。

　すると、そんな俺のもとに、シリルが歩み寄ってくる。

「どうしたの、頭でも痛い？」

「いや。自分の邪念に辟へき易えきしていただけだ」

「……邪念？　あら、ひょっとしてサツキやアイリーン様の裸を覗き見しようとでもしていたの？」

　そう言って、うりうりと肘を入れてくるシリル。

　だが大外れでもなく、俺としては憮ぶ然ぜんとするよりほかはない。

「恥ずかしながら、当たらずも遠からずといったところだ」

「へぇ、ウィリアムでもそういうのあるのね。まあでもそうか。ちゃんとあなたも男の子っていうことね」

　そう言ってシリルは、今度はいい子いい子するように俺の頭をなでてきた。

　……何な故ぜそうなる。

　頰が紅潮しているのが自分でも分かるぐらい恥ずかしい。

「そういうことをされても、リアクションに困るのだが」

「んふふ、そんなことないわ。すっごくいい反応をしているわよ、今のあなた」

「あのな。そう男相手にマウントを取る言動ばかりしていると、男からは嫌われるだろう？」

「んー……ウィリアムはどう？　こんなことをする私のことは嫌い？」

「いや、俺は別に構わんが……」

「だったらいいわ。あなたから嫌われなければそれでいい」

　シリルはそう言って、なおもにこにこしながら俺の頭をなで続けていた。

　……手玉に取られているな。

　この娘はときどき、なぜ神官ホーリーオーダーをやっているのか不思議なぐらい小悪魔になる。
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　それからしばらくの後。

　俺たち五人は滝つぼの畔の岩場に腰を落ち着け、そこに昼食を広げていた。

　皆で囲んだ敷物の上には、サンドイッチが詰まった籠かごがいくつも並べられている。

　肉から野菜から、色彩豊かな具材が挟まれたサンドイッチは、どれもうまそうだ。

「「「それじゃ、いっただきまーす♪」」」

　皆で食事の挨あい拶さつをしてから、それぞれが思い思いに好きなサンドイッチをつまんでいく。

　俺も一つを手に取り、口へと運んだ。

「……うまい」

　感じたことが率直に口に出た。

　瑞みず々みずしい葉野菜とジューシーな肉、それに適度な甘みのソースが絡んで、香ばしく焼かれたパンにマッチしている。

　俺が一個をぺろりと平らげると、それを横で見ていたサツキがとても嬉しそうな顔をした。

「へへっ、今ウィルが食べたの、あたしが作ったやつだぜ」

「……驚いた。サツキは料理の才能もあるのか」

「まあなー♪　もっと褒めて褒めて」

　そう言ってサツキは、でれでれに照れながら身をよじらせる。

　目の前に並んでいるサンドイッチは、サツキ、ミィ、シリルの三人が共同で作ったものらしい。

　朝早く起きて宿の厨房を借りて作ったらしいが、旅先では味気ない保存食が普通だから、初日の昼だけでもこうしたご馳ち走そうにありつけるのは大変にありがたい。

「いや、具材の調理もソースの味付けも、全部シリルの指導でやったですよ？　サツキは言われた通りに作っただけです」

　ミィがそうツッコミを入れると、サツキがちぇっと言って口を尖とがらせる。

「何だよ黙っててくれたっていいじゃん。ミィがバラさなきゃ全部あたしの手柄だったのに」

「それが浅ましいと言っているです。少しは恥じろです」

「でもそう言うミィだって、自分が作ったのウィルが食べて『うまい』って言ってくれたら嬉しいだろ？」

「なっ……!?　そ、それとこれとは話が違います！　話をすり替えるなです！」

　ミィが尻尾をピンと立てて抗議すると、サツキはからからと笑う。

　一方で俺は、シリルへと視線を向ける。

　焚たき火びのほうから戻ってきたシリルから紅茶の入ったカップを受け取ると、俺の隣に腰を下ろした彼女へと声をかける。

「シリルは料理が得意なのか」

「まあ、そうかもね。一応それなりの商家で生まれて、一時期は花嫁修業みたいなこともやらされていたから。ある程度はね」

　シリルの生まれについては聞いたことがなかったので、少し新鮮だった。

　しかし生い立ちを知らないのは、サツキやミィについても同様だ。

　その人の歴史を知らなくても、今を共に過ごすことはできるのだなと今更なことを考えながら、シリルが淹いれてくれた紅茶に口をつけた。

　そのようにして俺たちは食事を終える。

　一休みの時間も過ぎれば、また新たな旅立ちの時だ。

「──よし、そろそろ行くか」

　俺は遙か彼方かなたに望む火竜山の姿を見上げると、再び仲間たちと共に歩き始めた。














　およそ一日をかけて魔ま樹じゆの森もりを抜け、さらに二日間ほど森林地帯を進んでいく。

　モンスターに遭遇したのは最初のあの二度だけで、その後の二日と半日は平穏な旅路だった。

　旅の道中、普通はそう滅多にモンスターとの遭遇などするものではないのだ。

　そうして王都を発たって四日目の昼過ぎ頃ごろ、俺たちの一行パーテイはようやく火竜山の麓ふもとへとたどり着いた。

「はーっ、ようやくここまで来たか。長かったー」

　サツキがそう言って、近くの赤茶けた岩の上へとどっかり腰を下ろす。

　その姿に苦笑したアイリーンが、その場での一時休憩を提案した。

　全員が思い思いに腰を下ろし、水袋の水を口に含むなどし始める。

　俺もアイリーンが腰掛けた大岩に、一緒に腰を下ろす。

　アイリーンは少しギョッとした顔をし、居心地が悪そうにしていたが、やがて大きく深呼吸をして落ち着いた。

　その様子を少し疑問に思うも、細かい所作まで気にしていても仕方がない。

　俺は彼女から注意を外し、それから眼前にそびえたつ火竜山を見上げた。

　俺たちがいる場所から先は、赤茶けた大岩や石ころがあちこちに転がる岩場が広がっており、それが徐々に上り坂となって先へと続いていた。

　山頂はまだ遙はるか彼方かなたで、ここからだと霞かすみがかっていてシルエットしか見えないといった具合だ。

「お、大おっきいよね。さすが、竜ドラゴンが棲すんでいるっていうだけはあるよ」

　アイリーンがそう言って、俺の隣で何やらもじもじとしていた。

　だが彼女の言ったその認識は、俺の知識とは嚙かみ合あわないものであった。

「そうか？　山としてはさほど標高が高い方ではないはずだが」

「え、あれ、そうなの？　──も、もう、ウィル！　それでもこういうときは話を合わせてよ！　雰囲気が大事なんだよこういうのは！」

「いや、正確な情報のほうがよほど大事だと思うが」

「うーっ！　そうだけど！　そうだけどー！」

　アイリーンは何か無駄にジタバタしていた。何がやりたいのかよく分からない。

　ちなみに火竜山は、標高数百メートル程度の山で、山道が整備されていないとは言え三、四時間も登れば山頂にたどり着けるぐらいの凡庸な規模の山である。

　山の勾こう配ばいも比較的緩やかで、本格的な登攀クライミング技術が必要なわけでもない。

　ゆえに、ここまで来れば目的地まではあと一息だ。

　俺はアイリーンに再確認をする。

「今回の俺たちの任務ミツシヨンは、この火竜山の山頂に棲む竜ドラゴンに会って、その協力を取り付けることだと認識している。それで間違いはないか？」

「うん、そうだよ。……たどり着くまではいいとして、その先が問題だよね」

「アンドリュー陛下の話だと、協力を得られる確証はないとのことだったか」

「うーん。一応これを見せれば『足し』ぐらいにはなるだろうって言ってたけど。親愛の証あかしとして、その竜ドラゴンからもらった剣なんだって」

　そう言ってアイリーンは、自身の背中に括くくりつけた剣をポンと叩たたく。

　それは彼女の父親、現国王アンドリューが過去に獲得した宝剣の一つだ。

　アイリーンが腰に提げている彼女自身の剣と比べるとだいぶ長い、片手半剣バスタードソードに分類される剣だった。

　一方、そんな話をしていると、近くの岩に腰掛けていたサツキがよっと言って立ちあがり、こんな率直な質問をぶつけてくる。

「ちなみにさ、竜ドラゴンが協力してくれなかった場合って、どうなんの？」

「えっ？　そりゃあまあ……あれ、どうなるんだろ？」

　アイリーンが首をかしげる。

　俺はその幼おさな馴な染じみの反応を見て、がっくりと肩を落とした。

「アイリーン……キミまでサツキのようなことを言うのはやめてくれ……」

「あはははは……。なんか竜ドラゴンさんは協力してくれるに違いないって、そう思い込んでいたみたい」

　そう言って、てへっと舌を出すアイリーン。

　俺は大いに呆あきれ、ため息をつく。

「可愛かわいい顔をして誤魔化そうとするんじゃない。理想主義的というか夢見がちというか、キミのそういうところは個人的には嫌いではないがな。一国の王女や騎士の在り方がそれというのは、非常にいかがなものかと思うぞ」

「えへへー。──で、でもさ、だったらほら、ウィルがいつも僕の隣にいてサポートしてくれるとか、そういうのはどうかな？」

「あのな、人を適度に頼るのはいいが、依存はするな。キミはキミで一人前になるべきだ」

「……はぁい」

　ぷくっと頰ほおを膨らませて返事をするアイリーン。少しは大人っぽくなって自立したかと思えばこれだ。

　ちなみにシリルとミィは、「今のアプローチでも気付かないんだから、アイリーン様が不ふ憫びんに思えてくるわ」「まったくです。思い込みは怖いですね」などと、よく分からない話をしていた。

　ともあれ、俺は気を取り直して、先ほどのサツキの疑問に対して返答をする。

「竜ドラゴンの協力を得られなかった場合だが、それで何事もなければ、この道程が無駄足になるだけだな。収獲なしに王都まで取って返して、俺たち四人は国から依頼の報酬を得られるが、魔王との戦いは厳しくなるだろう。──だがこれはまだ、最悪のケースではないな」

「……へ、そうなの？　じゃあ最悪のケースって？」

　アイリーンがそう聞いてくるので、俺は彼女の背後に回ってこめかみをぐりぐりしてやる。

「す・こ・し・は・じ・ぶ・ん・で・か・ん・が・え・ろ」

「ああっ、痛い痛い痛い！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

　命気オーラで防御したりしないで涙目で謝ってくるのは殊勝なことだが、そこが殊勝でも仕方がないと思う。

　俺は再びため息をつきつつ、アイリーンのこめかみを解放すると、先述した「最悪のケース」に関する見解を述べた。

「竜ドラゴンが気まぐれに俺たちを皆殺しにしようとすることはあり得るだろう、ということだ。陛下が言っていたのだろう？　火竜山の竜ドラゴンは気難しい、万一自分が帰ってこなければ後あと釜がまを立てろと。旧知の仲であるアンドリュー陛下本人でさえそうなら、遣いである俺たちは推して知るべしだろうに」

「あ……そ、そうか、そうなるのか。……ってことは僕、ウィルたちに『一緒に死んで』ってお願いしたことになるの？」

「まあそうなるな。自覚がなかったのには呆れるが……しかし仮にそうなったとしても、むざむざ殺されるつもりもないぞ」

「そっか、そうなんだ……ごめん。……でも、むざむざ殺されないって、僕たちで竜ドラゴンなんかと戦えるの……？」

　一度うつむいて、それから上目遣いで俺の様子を窺うかがってくるアイリーン。

　それを見た俺は、さらに一つため息をつき、それから幼馴染みの頭に手を置いて、わしわしと掻かきまぜてやった。

「わふっ！　な、なんだよ……！」

「そう気負うな。依頼を引き受けることを決めたのは俺たちだ。それで俺たちが死のうがキミの責任じゃない。俺たちの自己責任だ」

「そ、それは、そうかもしれないけど……！」

「それに相手が竜ドラゴンであれ、このパーティならば十分に勝算はある。依頼を受ける段階でそのぐらいの計算はしている。──さらに加えて一つ、新ネタも手に入れた。仕込みは上々だ」

　俺がそう伝えると、アイリーンはきょとんとした顔になる。

「……新ネタ？　何それ。僕たちが知らない新しい呪じゆ文もんか何か？」

「いや、もっと良いものだ。──キミたちどころか、今この世界の誰だれ一人として知らないであろう、魔法の新しい世界を見せてやれるはずだ」

「えっ……？　う、ウィルが珍しく大言壮語を吐いてるよ!?　……何!?　一体何が起こるの!?」

　アイリーンが驚く様が心地良い。

　だが大言壮語を吐きたくもなるというものだ。

　先日グレン、セシリアのコンビから受け取った巻物スクロール。それをすべて解読してみれば、とてつもない技能スキルがそこに眠っていたのだ。

　セシリアでは、これを読んでも内容が解読できなかったのだろう。導師ウイザード級の使い手でも、現段階でこれを素直に解読できるのは、俺をおいてほかにいないかもしれない。まさに天運に恵まれたとはこのことだと、昨夜に巻物スクロールを読み解き終えたときには歓喜したものだ。

　もっとも、それも過信はできない。

　この技能スキルは、使い方を間違えれば自分の首を絞める諸もろ刃はの剣だ。ここぞという場面でのみ切る、切り札として使うべきだろう。

　──だが、だがそれでもだ。

「ふっ……ふふふふふっ……！」

「うわぁ……ウィルが壊れた……」

　内側からあふれ出る興奮を抑えきれない俺の姿を見て、アイリーンと、それにサツキやシリルやミィまでもが一様に慄おののいているのだった。
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　山さん麓ろくでの一休みを終えた俺たちは、いよいよ雄大な山の斜面を登り始めた。

　赤茶けた岩と石ころの群れで形成された斜面は、足場が良いとはお世辞にも言えない。

　足を踏み外して転倒し、その辺の岩にでも頭を打ち付ければ一大事だ。俺はそうならないよう慎重に足場を選びながら、どうにか斜面を登って行く。

　一方で前を見れば、十歩以上も先を進むアイリーン、サツキ、ミィの三人が、ひょいひょいと身軽に斜面を登っていた。

　楽しげに談話しながら、あるいは鼻歌を歌いながらといった様子で、しばしば後続の俺とシリルを気遣う様子すら見せる。

「ああ運動神経の化け物ばかりだと、私たちは立場がないわね」

　前を進むシリルが苦笑しながら、俺に向かって手を伸ばしてくる。

　その手を取ると、シリルは王子様が姫をエスコートするように、俺を引っ張り上げてくれた。

「すまない。だが最も立つ瀬がないのは俺だな。これではまるでプリンセスだ」

「ふふっ。だったら私たちは、一人のお姫様を奪い合う平民の男たちかしら」

「本物の王女があそこに混ざっているんだがな」

　俺は前方を歩くうちの一人を指し示す。

　そこにはルンルンとした足取りで軽快に進んでいる、銀髪の男装王女の姿があった。

「その本物の王女様だって、あなたに首ったけだものね」

「いや、それは違うだろう。おそらくキミは何か勘違いをしているぞ」

「ふふっ、そうね。私の勘違いかもね」

　意味深にくすくすと含み笑いをするシリル。

　どうも俺とアイリーンは、昔からそういった勘繰りをされることが多い。

　男女の仲が良ければ、のべつ幕なし男女関係を疑われるというのは、世の常なのかもしれないが。

「おーいシリル！　なにウィルと二人でイチャイチャしてんだよ！　ずるいぞ！」

　いつの間にかずいぶん先を進んでいたサツキから、そんな声が飛んでくる。

　それに対して、シリルが声を張り上げて返事をする。

「サツキ！　ウィリアム姫の息が上がっているわ！　またお姫様抱っこして運んであげたら？」

「え、そうなの？　しょうがねぇなあ。待ってろウィル、今行く」

「お、おいシリル、何を言って……！　サツキも本気にするな！」

　そうしてパッパと駆け寄ってきたサツキに抱き上げられそうになる俺と、それを隣で見て笑うシリル。

　そんな俺たちの様子を見て、アイリーンとミィも朗らかに笑いながら、何かを囁ささやき合あっていた。

　最近、シリルの悪戯いたずらにますます拍車がかかってきたような気がするが……。

　それで皆が笑顔になるのなら、こうして道化を演じるのも悪くないかと思ってしまう俺もいて、なんともはやと思うところだ。

　そんなこんなのやりとりをしながら、俺たちは火竜山を登っていった。

　道中に大きな危険はそうはない。

　足場が悪いのには辟へき易えきするが、俺だって慎重に進めばそうそう転んで大おお怪け我がをするほど運動音おん痴ちでもない。

　戦士としての訓練を積んでいるシリルだってもちろんそうで、ほかの三人が異常なだけだ。

　だがさすがに、一時間以上もそうして登っていれば、息も上がってくる。

　そろそろ一度休憩にしないかと、そう提案しようと思っていたときだった。

　サツキやアイリーンと共に先行していたミィが、ぴくっと猫耳を震わせて、その場で動きを止めた。

「これは、羽音ですか……？　……どうやら久しぶりのお客さんみたいです」

　ミィはそうつぶやいて、鋭い視線を左手前方へと向けた。

　俺は彼女の視線を追ってみたが、その先には何も見えない。

　……と思っていたのだが。

　それから数秒後、ミィが見ていた先の山の稜りよう線せんから、何体かの生き物が一斉に飛び出してきた。

　その生き物は、体長二メートルを超える大トカゲに、トンボに似た二対の半透明の羽を生やしたような姿をしていた。

　そのきらめく羽を高速ではためかせて、山の斜面の数メートル上空を浮遊している。

　まだ距離は遠く、目視で確認できるその姿はほんの小さなものだ。

　数は五体。

「あれは──ドラゴンフライか」

「……ドラゴンフライ？」

　オウム返しをしてくるアイリーンに、俺は小さくうなずいてみせる。

「ああ。モンスターランクはＥだが、特性が少々厄介だな」

　俺がそう答える一方で、当のモンスターたちは、俺たちを獲物と見なしたのか、こちらへと向かってきた。

「──来るよ、サツキちゃん！」

「オーライ姫さん！　……つっても、ああ空を飛んでちゃ斬きれねぇんだよな。襲ってきたとこを狙ねらうしかねぇか」

　向かってくる五体の羽付き大トカゲ。

　その前に立ちはだかるように、アイリーンとサツキの二人が前衛に出た。

　一方で、そのすぐ後ろにはミィが付く。

　獣人の少女は、太もものホルダーから小型の投げナイフを一本引き抜きつつ、注意深く敵の動きを観察する。

「ウィリアム、ドラゴンフライというのは、竜ドラゴンの一種なのですか？」

「いや、生物学的には竜りゆう族ぞくとはかなり遠かったはずだ。見た目と特性が似ているから、俗世間的にそういった名が広まっただけだな」

「にゃるほど。トカゲの見た目で空を飛べば、竜ドラゴンを連想もするですね」

「ああ。それにもう一つだ。──奴やつらは炎の吐息フアイアブレスを吐く」

「チッ、マジですか。それはすごく厄介です」

　そうこう話している間にも、五体のドラゴンフライはブーンという羽音とともに飛んできて、いよいよ戦闘距離にまで近付こうとしていた。

　と、そこでドラゴンフライたちは、一気に散開した。

　俺たちを外側から取り囲むように、包囲網を作ってから、距離を詰めてくる形だ。

　それを見て、ミィが再び舌打ちをする。

「トカゲのくせに小こ賢ざかしいです！　これじゃウィリアムの魔法で一網打尽にも」

　そう言いながら、ミィはまだナイフを投げない。投げナイフの有効射程は短く、ドラゴンフライたちがその圏内に入るにはもう少々の時間が必要だった。

「サツキちゃん、囲まれたらウィルとシリルさんがまずい！　後ろに回ってカバーお願い！」

「そうは言うけどよ！　空飛んでて火を吹くっていうんじゃ、あたしにゃどうしようもねぇぞ！」

「そうだけど！　それよりやりようがないじゃない！」

　アイリーンとサツキの焦りの声。

　彼女らの言う通り、俺やシリルを狙われたらまずいのは確かだ。

　アイリーンとサツキ、ミィに関しては、命気オーラで強化された敏びん捷しよう性せいによってかなりの回避能力を誇っている。それはドラゴンフライが吐く炎の吐息フアイアブレスに対しても有効だろう。

　だが俺とシリルは、その点に関しては凡人だ。炎の吐息フアイアブレスをひらりひらりと回避し続けられるような身体能力は持ち合わせていない。

　しかも岩と石ころだらけの斜面にあって足場が悪く、無理をすれば足を踏み外して大怪我をすることもあり得るといったハンデ付きだ。

　その上、飛行能力と炎の吐息フアイアブレスという能力の組み合わせは極めてタチが悪く、アイリーンやサツキのような近接戦闘のエキスパートにとっては相性が最悪だ。剣が届かない上空から炎を吐かれれば、彼女らは手も足も出ない。

　ミィの投げナイフだけでは決定打に欠けることも考えれば、俺の魔法がほぼ唯一の有効火力になる。

　だが敵が散開して攻めてきた以上、眠りスリープや氷嵐ブリザードなどの範囲魔法で一網打尽にすることは難しい。

　そうであれば、魔法の矢マジツクアローなどの小技で一体ずつ撃ち落としていくのが順当だ。

　だがそれでは、すべてを撃墜し終えるまでに、こちらも甚大な被害を負うことになるだろう。

　あるいは、ほかにもいくつかの搦からめ手ても思いつくが──

　俺はしかし、今回は新たに手に入れた「力」を、実戦練習も兼ねて試してみようと考えていた。

　そしてすでに、そのための呪文詠唱も行っている。

　俺は五体のドラゴンフライがすべて射程内に入ったのを確認すると、その呪文を発動した。

「──魔法の矢マジツクアロー！」

　呪文の完成とともに、俺が天高く掲げた杖つえの周囲に、四つの小さな光が生まれた。

　通常であれば、これを矢のように射出して、それぞれの矢が命中した対象に小から中程度のダメージを与えるわけだが。

　それでは、今回は火力が足りない。

　ドラゴンフライはＥランクのモンスターであり、その耐久力と魔法防御力を計算に入れれば、一体あたり三発程度の「矢」を叩き込まないと、確実に撃墜することはできないだろう。

　だから四発の矢では、五体のうち一体しか倒せない。

　ゆえに、この技能スキルだ。

「──多重呪文行使マルチプルキヤスト！」

　俺は、発動した魔法の矢マジツクアローを、四重に重ねた。

　キン、キン、キンという甲高い音とともに、俺が掲げる杖の周囲に生まれた光が、四つから八つ、八つから十二個、十二個から十六個へと数を増やす。

「「「……は？」」」

　それを見た四人の仲間たちは、直前までの緊迫感がどこかに吹き飛んだ様子で目を点にしていた。

　そして──

「──行け！」

　俺は掛け声とともに、十六の光の矢を四方八方へと放った。

　──ボボボボンッ！

　立て続けに破裂音が鳴り響く。

　俺たちを攻撃しようと迫っていた五体のドラゴンフライは、今やそのすべてが体のあちこちに風穴を開け、地に墜おちて動かなくなっていた。

　あたりがしんと静まりかえる。

　俺以外の全員がぽかんとして、あっけに取られていた。

「えっと……ひょっとして、これで終わり……？」

　アイリーンが呆然とつぶやく。
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　彼女の言うとおり、戦闘はそれで終了だった。

　ついで、最初に口を開いたのはサツキだった。

「すっ、すっ──すっげぇぇええええええええっ！」

「うおっ」

　サツキはバタバタと駆け寄ってきて、その勢いで俺に抱きついてきた。

　そのまま俺は、地面に押し倒される。

　だがサツキはそんなことはおかまいなしだ。

　仰あお向むけの俺の上に覆いかぶさったサツキは、吐息が吹きかかるほどの距離からキラキラと興奮した眼まな差ざしを向けてくる。

「なぁウィル、今の何、なんなの!?　めっちゃ凄すごくなかった!?」

「……あ、ああ、まあ、新しい技能スキルのお披露目ではあったわけだが、とりあえずサツキ、キミは落ち着け」

「これが落ち着いていられるかよ！　やっぱウィルはすげぇ！　やっぱあたしのウィルは最強だ！」

「あ、ああ、そうか。だが何度も言うが、俺はキミのものではないのだが……」

「そんなことはどっちだっていいんだよ！　あー、もう！　ウィルすごいウィルすごいウィルすご──」

「サツキちゃん、どいて」

「きゃんっ」

　アイリーンがサツキを横から蹴っ飛ばしてくれたおかげで、俺はどうにか興奮したサツキから解放された。

　俺はアイリーンが差し出してきた手を取って、立ち上がる。

　地面に転がったサツキを見ると、捨てられた仔こ犬いぬのような表情でしょんぼりしながら俺の方を見ていた。……ちょっと可愛らしいので困る。

　アイリーンはそのサツキの様子を見て苦笑してから、俺の方へと向き直る。

「でもウィル、本当に今のは何？　さっきのって魔術師メイジの初級攻撃魔法、魔法の矢マジツクアローだよね？　でもあんなにたくさん……あんなのまるで、魔法王国レヴェリスの戦闘魔術師団一個分隊の一斉魔法砲撃だよ」

　そのアイリーンの言葉に、シリルとミィも、うん、うんとうなずく。

　正味のところ、魔法の矢マジツクアローの四重行使というのは、この技能スキルの本領発揮と言うにはほど遠いわけだが──

「多重呪文行使マルチプルキヤスト──同一の呪文の効果を、一回の発動に連動させて複数回分同時に重ねて使用することができるという技能スキルだ。無論、重ねた分だけ魔マ素ナの消費量は増すから、考えなしに使えばすぐに魔マ素ナ切れを起こす諸刃の剣だがな。それでも瞬間最大の効果を爆発的に上げられるこの技能スキル、価値は相当なものだろう」

「な、なるほど……ウィリアムが舞い上がっているのを見たときには天変地異の前触れかと思ったけれど、その技能スキルの壊れ性能を聞けば納得もするわ。──で、それがひょっとして、ウィリアムの固有技能ユニークスキルだっていうわけ？」

　シリルがおそるおそるという様子で聞いてくる。

　俺はそれに、真まっ直すぐにうなずいた。

「ああ、現状おそらくはそうだろう。少なくとも俺は、こんな技能スキルを持った導師ウイザードの存在を聞き及んだことはない」

　この国最強の導師ウイザードと目されている俺の父親、ジェームズ・グレンフォードを含めてもな──という言葉は、己の胸の内にしまっておいた。

　ちなみにだが、グレンと一緒にいたセシリアも導師ウイザード級の実力者であるようだったが、この巻物スクロールの解読はできなかったであろうと思う。

　というのも、この巻物スクロールの内容を解読するには、前提としてある種類の先端研究に熟知した上で、その先に進んでいる必要があるからだ。

　この分野でその領域に踏み込んでいるのは、魔術学院の卒業論文でそのテーマに挑んで徹底的に勉強と考察と推論を積み重ねた俺のほかに、誰か一人でもいるのかどうかも怪しいぐらいだ。

　つまり、シリルが言った俺ウイリアムの固有技能ユニークスキルという表現は、限りなくそれそのもの、事実を言い当てたに等しいということだ。

「にゃるほどです。ただでさえ怪物のウィリアムが、さらに大怪物に化けたわけですね。ウィリアムはそのうち神にでもなるつもりですか？」

「いや、別段そういったビジョンや将来計画は持っていないが」

　ミィの疑問にそう答えると、獣人の少女は引きつった顔で、「わりと真ま面じ目めに検討していそうなところが怖いです」などとつぶやいたのだった。
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　ドラゴンフライの群れを撃破した後、俺たちはその場で休憩を取り、それから再び火竜山を登り始めた。

　その後も山道の険しさは変わらなかったが、以後モンスターなどの大きな危険に出会うことはなく、俺たちは順調に登山を進めていった。

　そうして、そろそろ西の山やま間あいに夕ゆう陽ひが差し掛かり、風景が赤みを帯び始めてきたという頃。

　俺たちはようやく、火竜山の八合目と思おぼしき場所まで到達していた。

　そんな折、先頭付近を歩いていたサツキとアイリーンが、こんな会話をし始める。

「でも竜ドラゴンって結局、どんぐらい強いんだろな？　今のあたしや姫さんだったら、サシでやり合えたりしねぇかな」

「サツキちゃん、いくら何でもそれは。……だって竜ドラゴンだよ？　そりゃあ僕だって、騎士の端くれとして竜殺しドラゴンスレイヤーの称号に憧あこがれないわけじゃないけどさ。だからって一対一でやろうとは思わないよ」

「あー、まあな。竜殺しドラゴンスレイヤーの伝説とかって、腕に覚えのある何人かで挑んで、最後に生き残ったのは一人だけとか、そんなんばっかなんだっけ？」

「サツキちゃん、そういう伝説とか物語ならウィルが詳しいよ。ウィル昔っからそういうの大好きだから」

　アイリーンがそう言えば、二人の視線が後ろを向いて、俺へと集まる。

　注目を受けた俺は、こほんと一つ咳せき払ばらいをする。

「そうだな。竜殺しドラゴンスレイヤーの伝承で最も有名なものと言えば、エルフの大英雄セフィロトの冒険の一節だろう──」

　俺は幼い頃に穴が開くほど読み込んだ冒ぼう険けん譚たんの内容を、サツキたちに向けて語っていった。

　短編集の色彩が強いセフィロトの冒険は、その一いつ篇ぺん一篇を見ていけば、おおむね大英雄セフィロトが単身で成し遂げた偉業を描いたものとなっている。

　行く先々で出会う美女たちとのロマンスが描かれることはあっても、彼の前に立ちふさがる障害は、常に彼一人の手で鮮やかに打ち払われる──それが、セフィロトの物語が綴つづる王道パターンだ。

　ところがそんな中にあって、一つ大きく異彩を放っているのが、彼が竜ドラゴン退治の冒険に旅立つ一篇である。

　この篇だけは、三人の腕利き冒険者に誘いざなわれての冒険譚となっているのだ。

　魔法の腕は一流、剣の技は超一流という絵に描いたような英雄として知られるセフィロトだが、それでもさすがに竜ドラゴンを一人でうち滅ぼすのは苦しかったということだろうか。

　ちなみにだが、エルフの大英雄セフィロトというのは、実在した人物であるらしい。

　その冒険譚の多くは、脚色こそ加えられているものの、大筋では本人がたどった軌跡を描いたものであるという。

　竜ドラゴン退治の一篇も、実話を下敷きにしたものと目されている。

　物語の結末では三人の冒険者仲間は帰らぬ人となり、ただ一人、セフィロトだけが生きのびて竜殺しドラゴンスレイヤーの称号を得ることになるのだが、どうやらそこは脚色なしの実話のようだ。

　もっとも竜ドラゴンと一言に言っても、幼竜インフアントドラゴン、下級竜レツサードラゴン、上級竜エルダードラゴン、果ては古竜エンシエントドラゴンまであって、そのいずれであるかによっても脅威度は段違いに変わってくる。

　セフィロトが退治した竜ドラゴンがそのいずれであったのかは明確ではないが、おそらくは下級竜レツサードラゴンであろうとする見方が一般的で、ひょっとすると上級竜エルダードラゴンだったのではないかという説もある──

「──と、そんな具合だ。いずれにせよ言えるのは、竜ドラゴンというのは英雄と呼ばれるような人物にとっても、単身で挑むのは困難な脅威であるということだな」

　俺がそう話を締めくくると、それを聞いていた少女たちは「おー」と感嘆の声をあげて拍手をした。

　いつの間にか、語り部と聴衆の関係になっていたらしい。

　そんな話をしながらも、俺たちは火竜山を登って行き──

　やがて、山の九合目というあたりまで登り詰めたとき。

　俺たちの視界に、そこに竜ドラゴンが棲んでいるに違いないと思えるほどの巨大な洞穴が、その姿を現したのだった。
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　俺たちはやがて、洞穴の前までたどり着いた。

　入り口の前に立ってみると、その巨大さを改めて肌に感じる。

　洞穴の天井までの高さは俺の背丈の五倍ほどもあり、横幅もまた同様だ。

　赤茶色の土壁はずっと奥まで続いているようで、夕陽が照らし出す入り口付近を除けば、真っ暗で先が見えない。

　気が遠くなるほど巨大なトンネルは、緩やかに下りの勾配を持っていて、まるで果てなき深しん淵えんへと誘われているかのようであった。

　その場にいた誰かが、ごくりと唾つばをのんだ。

「冥めい府ふへの入り口、って感じだね……」

　先頭に立つアイリーンが、そんな感想を漏らす。

　その凜り々りしい横顔は、さすがに緊張の色を纏まとっていた。

　だが向かう先にいるのが強大な相手であろうと、やるべきことは変わらない。

　これから進もうとしている場所が洞どう窟くつである以上、事前の偵察は必要だ。

　俺は、常にならって魔法の目ウイザードアイの呪文を行使しようとしたのだが──

　そのときだ。

　俺が張っていた警戒アラートの感知膜に、突然、ぞっとするような反応があった。

「……ウィリアム？　どうかしたの？」

　シリルが俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「警戒アラートに反応があった。だが──」

「反応というと、竜ドラゴンですか？」

　同じく様子を窺ってくるミィに、俺は頭かぶりを振ってみせる。

「いや、そんな巨大なものではない。場所もこの洞窟の奥ではないようだ」

　警戒アラートの呪文は、術者の周囲五十メートルの位置に、魔法による感知膜を張るものだ。

　そこを通り抜ける生物などがいたら、術者にそのことが伝わるようになっていて、俺は冒険中、この呪文の効果をほぼ常時展開している。

　警戒アラートの呪文による感知基準は、術者の直感的な肌感覚に準拠する。

　その俺の直感が、感知膜を通り過ぎたものに悪寒を感じたのだ。

　だがそれが竜ドラゴンであると考えるには、色々とおかしなところがある。

　通り過ぎたものの物理的な大きさは、人間並みかそれより小さいぐらいで、場所も洞窟内部ではなく外なのだ。

　俺が疑問を感じていると、次にはミィが反応した。

　獣人の少女は瞬時に緊張した面持ちとなり、彼女の二つの猫耳がぴくぴくと動く。

「砂利を踏む音……二足歩行……人間です？　でも少し違うような……こっちに近付いてきます」

　そう言ってミィが鋭く睨にらみつける方向へ、俺たちは注意を集中する。

　最大級の警戒をしながら、待つことしばらく。

　やがてそこに現れたのは──

「なんじゃお主ら。人間がわしのねぐらに何か用かの？」

　幼い少女の声とともに歩いてきたのは、その姿もあどけない一人の少女だった。

　背丈や外見年齢は、ミィのそれとほぼ一緒。流れるような銀髪を持ち、瞳ひとみは炎のような緋ひ色いろ。

　服装は黒のワンピースドレスらしきものを身につけているが、薄汚れており、裾すその部分などあちこちが破け、あるいはほつれているようだ。野生児に衣服を与えたら、しばらくの後にはああなるだろうかといった様相だ。

　だが人間の野生児であるというのも、正しくはないのだろう。

　それは少女の特徴的な──普通の人間とは異なった姿から窺い知ることができた。

　少女の側頭部からは、二本の角が生えていた。

　背中からはコウモリのそれを大きくしたような赤色の翼が広がり、尻付近からは鱗うろこの生えた太く長い尻尾しつぽが伸びていた。

　そんな姿をしたものが、ただの人間であろうはずがない。

　また、少女が特異なのはその容姿だけではなかった。

　彼女がその肩に担いでいるものも、尋常ではなかったのだ。

　それは大きな熊くまだった。

　少女の倍以上の大きさはあろうという熊を、華きや奢しやな片腕一つで軽々と担いでいた。

　少女は俺たちの近くまでやってくると、担いでいたその熊を俺たちの前へと無造作に放り投げてきた。

　信じられないほど高く放ほうられた熊の図ずう体たいは、ずしん、という重い響きとともに俺たちの前の地面に落ちた。

　その熊の命がしばらくの前に尽きていることは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　一方の少女はごきごきと首を鳴らすと、それから口元をにぃと吊つり上がらせる。

　大粒の赤い瞳が凶暴な色へと染まり、俺たちを見すえてくる。

「何の用、と言っても、人間がここに来る目的なんぞ知れておるか。竜殺しというのは、人間の戦士にとってはさぞ名誉なことだそうじゃの。さもなくば財宝泥棒か──いずれにせよ、生かして帰す道理はないのぅ」
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　少女の小さな体から、暴力的な命気オーラが吹き荒れる。

　それはまるで実体のない衝撃波のようにぶわりと広がり、俺たちをなでた。

　──それだけで。

　アイリーン、サツキ、ミィの三人が反射的に武器に手をかけ、シリルはびくりと震えあがる。

　俺もその命気オーラにあてられただけで、総毛立つような感覚を味わった。

　だが──

　そうではない、それでは駄目だ。

　俺は小さく深呼吸をして、それから少女に向かって声をかける。

「待ってくれ。あなたはこの火竜山の主──竜ドラゴンなのか？　俺たちはこの火竜山に棲む竜ドラゴンに、協力を求めに来たんだ」

　そう伝えると、少女は一転してきょとんとした表情を浮かべた。

　俺たちに向けられていた暴力的な命気オーラが、少し弱まる。

「何じゃ、協力……？　人間が、わしにか？」

「ああ、あなたに頼みたいことがあって来た。──アイリーン、陛下の剣を」

「えっ、ちょっ、ちょっと待ってよウィル。どういうこと……？　竜ドラゴンって、本当はあんな人みたいな姿をしているものなの？」

　アイリーンはどうやら事態が飲み込めていないようだった。

　サツキ、ミィ、シリルも同様で、みんな頭の上に疑問符を浮かべている。

　無理もないか。

　俺は仲間たちに、推測交じりの見解を述べる。

「竜ドラゴンには──いや、竜ドラゴンに限らずモンスター全般にあることなのだが、稀まれに『人じん化か』という能力を持って生まれる者がいる。その能力を持った者は、モンスター本来の姿とは別に、人に似た『化身』と呼ばれる姿に変身することができるんだ」

「ほう、物事をよく知っている者がおるようじゃの。まさしくその通りじゃ。わしは『人化』の能力を持っておる。信じられんと言うなら、ほれ、わしの本来の姿を見せてくれよう」

　俺の言葉の後を継いだ少女は、そう言って、着ていた服をもそもそと脱ぎ始めた。

　それを見たアイリーンたちが、俺と少女とを見比べて慌てふためくが、当の本人はそんなことは意に介さない。

　そうして少女は、着ていた衣服を完全に脱ぎ捨て、一糸纏わぬ姿になる。

　ついで、その小さな体が突如、まばゆく光り輝いた。

　少女の形をした光は、その形と大きさを変え、見上げるような大きな光となる。

　やがて光がやめば、その生き物の姿があらわになった。

　灼しやく熱ねつ色いろの鱗で全身を包んだ、翼を持った巨大な威容。それは威風堂々たる姿で、俺たちを見下ろしていた。

　火竜レツドドラゴンだ。

　それも、幼竜インフアントドラゴンなどというような大きさでは到底ない。

　竜騎士ドラゴンナイトが騎乗する類たぐいの幼竜インフアントドラゴンが軍馬を彷ほう彿ふつさせる重量感であるとするなら、目の前の怪物は何で例えればよいのか。サイか、カバか、あるいはゾウにも匹敵するかもしれない。

　そしてもちろん、戦闘力はそれらの動物とは比較にならないだろう。

　サイやカバやゾウが自然界において存外に恐るべき強さを誇っていることは否定しないが、だとしても、鉄をも引き裂く鋭い爪つめと牙きばを持ち、鋼よりも硬い竜りゆう鱗りんに身を包み、背中の翼で自在に空を飛び、口からは岩をも融とかす灼熱の炎を吐くという竜ドラゴンを相手にしては、到底敵かなうはずもない。

「ほ、本当に竜ドラゴンだった……」

「すっげぇ……」

　アイリーンとサツキは、その巨大な魔獣を見上げてぽかんとしていた。

　ミィやシリルも同様に呆ほうけ、それを見上げている。

　一方、変身を終えた竜ドラゴンは、その鋭い牙が並んだ口を開き、地の底まで響くような声で言葉を発してきた。

『さて、わしに何か頼み事があるとのことだったな。話してみるがよいぞ人間ども』

　──どうにか対話のテーブルには着けたようだ。

　俺はホッと一息をつき、次にはどう話を切り出そうかと思考を巡らせていた。
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『──なるほどのぅ。その氷の魔王とやらが手に負えんから、わしに力を貸せと、そういうことじゃな？』

　竜ドラゴンのその言葉に、アイリーンが緊張の面持ちでうなずく。

　一通りの事情説明を終えたあとのことであった。

「これ、お父さん──国王が持っていけと。この剣に見覚えはありませんか？」

　背負っていた宝剣を手に取り、捧ささげるようにして竜ドラゴンに見せるアイリーン。

　竜ドラゴンは訝いぶかしんだ様子で首を伸ばし、アイリーンの方へと顔を近付けその剣をまじまじと見る。

　アイリーンのすぐ眼前、今にもその口が開いて食い殺されてもおかしくないというぐらいまで竜ドラゴンの頭部が近付いて、さしもの天才騎士も唾をのんでいた。

『はて、確かに見覚えがあるの。その国王とやらの名を言ってみい』

「ア、アンドリューです」

『アンドリュー、アンドリュー……おおっ！　あのアンドリューの小僧か！』

　竜ドラゴンが首をもたげる。

　竜ドラゴンの表情など見ても分からないが、声こわ色いろから察するに愉快そうな様子に思えた。

『懐かしいのぅ。そういえば、わしの宝物の中からその剣を小僧にくれてやったんじゃったか。なんじゃあの小僧、国王になんぞなっておったのか。──して、お主がその娘というわけか』

「は、はい！　アイリーンと言います」

　めっきり緊張した様子で答えるアイリーン。どうも竜ドラゴンの雰囲気に呑のまれているようだ。

　なおアイリーンの父親、グレイスロード王国の国王アンドリューは何者なのかというと、国王になる前は冒険者であったという異例の経歴の持ち主である。

　厳密には、元より王位継承者の地位にいたアンドリューが「見聞を広める」と言って周囲の制止を無視して冒険者を始め、数々の偉業を成し遂げた後に王宮に戻ってきて、すったもんだの挙句に国王の椅い子すに座ったという経緯であるのだが。

　冒険者としては、最終的にはＡランクにまで上り詰めていたらしい。

　今でも「武王アンドリュー」の異名で知られ、王国騎士団の団長ディランと並ぶ王国最強の戦士の一人として恐れられている人物だ。

　ただ、俺がその事実を知ったのはアイリーンと親しく付き合うようになったしばらく後のことで、俺にとってのアンドリュー王の認識が「親友のお父さん」のポジションから大きく動くことはなかった。

　考えてみれば最も身近な「英雄」であるわけだが、どうもそういった印象にならないのだ。幼少期の印象というのは、随分と根深いもののようだ。

　ともあれ、アンドリュー王が目の前にいる竜ドラゴンと出会ったというのは、その冒険者時代の話であろう。

　どんな出会い方をしたのかまでは分からないが、話を聞いている限り、少なくとも好意的な別れ方をしたのは間違いないようだ。

『そうかそうか。あの小僧の娘がこれほど大きく育つか。人間の成長とは早いものじゃのぅ。いやこんなところまでよう来た。大したもてなしもできんが歓迎しよう』

　竜ドラゴンは終始、機嫌が良さそうな様子だった。

　これならば事がうまく運ぶかもしれない──この場にいる仲間たちの誰もが、そう思ったことだろう。

　だが、それは甘い見通しだった。

　竜ドラゴンは次にはこう言ったのだ。

『だがの。わしに頼みごとがあって来たと言ったな、娘。ではなぜアンドリューの小僧本人が来ない？　わしを舐なめておるのか』

　竜ドラゴンの低い声には、不機嫌の響きが色濃く混じっていた。

　雲行きが怪しくなってきた。

　アイリーンは必死に弁明をする。

「そ、それは……お父さんは今は国王で、一国の主として城を離れるわけにはいかなくて。その代わりに娘の僕が──」

『そんなものはわしの知ったことではないわ。わしに頼みがあるなら、自らここまで足を運び、頭を下げるのがせめてもの筋であろう？』

「それは、でも……」

　アイリーンは返す言葉を失い、うつむいてしまう。

　なるほど、この竜ドラゴンが気難しいというのは、アンドリュー王の言った通りのようだ。

　しかしこの竜ドラゴンの言い分、一見筋が通っているようだが、微妙に分からない部分もある。

　アイリーンに任せておいても話がまとまりそうにないし、一つ口を挟んでみるか。

「一つ疑問があるのだが、横よこ槍やりを入れてもいいか？」

　俺がそう発言すると、竜ドラゴンの頭部がアイリーンから俺の方へと向き直る。

『何じゃ。お主は先の賢明であった人間だな。構わんぞ、言うてみい』

「ありがとう。──竜よ、あなたはアンドリュー王が自ら頭を下げに来るのが筋だと言うが、それはなぜだ？　話を聞いていたところ、あなたは人間世界での地位などに興味はなさそうだ。それなのに、王自らが足を運ぶことを望んでいる。その辺りがいまいち腑ふに落ちない」

　俺がそう問うと、竜ドラゴンもまた疑問を持ったのか、首を捻ひねるような素振りをする。

『何も不思議なことはないと思うがの？　わしが対等の存在であると認めたのはアンドリューの小僧であって、その娘ではない。小僧自らが足を運ばずに遣いを寄よ越こして協力しろなどと、侮あなどられたと思うのが当然であろう？』

　……なるほど、そういうことか。確かにそれならば筋が通る。

　だがそうであるならば、逆に話は簡単だ。

「分かった。つまりは竜よ、こういうことだな。──アンドリュー王とは関係なく、俺たち自身があなたに認められれば、俺たちに協力することもやぶさかではないと」

　俺がそう言うと、仲間たちの視線が一斉に俺に集まった。

　一方竜ドラゴンはというと、それを聞いてくつくつと笑う。

『なかなか面白いことを言うのぅ、人間の賢者よ。お主らがアンドリューの小僧に匹敵するほどの格を持ち合わせていると？』

　竜ドラゴンが再び首を上げる。

　そして──

　ゴウッと、竜ドラゴンを中心に力の嵐が巻き起こった。

　先の人型のときよりも強烈な、殺意の混ざった命気オーラが暴風のように俺たちをなでる。

　その凄すさまじいまでの圧力に押され、アイリーンたち四人が、じりりと後あと退ずさった。

　だが俺は、今度は心の準備ができている。

　気け圧おされるでもなくその場に静かに立ったまま、言葉を返す。

「格がどうかは知れないが──あなたを打ち負かすぐらいのことはできるつもりだ」

　俺がそう答えると、それを聞いていたアイリーンやサツキたちが、ハッとしたような顔を見せた。

　彼女らは、直前まで後退ろうとしていた足を踏ん張ると──

「「「──ハァッ！」」」

　気合の掛け声とともに、少女たちもまた命気オーラを全開にし、竜ドラゴンの威圧を押し返した。

　シリルは一人いまだに慄おののいて震えているようだったが、そんな彼女も、歯を食いしばって気丈に竜ドラゴンを見すえる。

　対して、アイリーンとサツキの二人は──

「そっか、確かにウィルの言う通りだね。僕たち自身が認められればいいってことだ」

「いいね。そういうシンプルなのは好きだぜ」

　そう言って、一歩前に出た。

　二人の全身から、命気オーラが立ち昇っている。

　真っ向からやり合う気になれば、彼女らだって負けていないのだ。

　それを見た竜ドラゴンは再び、その口の奥からくぐもった笑いを発する。

『くっくっく、そうかそうか。──良かろう。ならばお主らでわしを打ち倒してみせるがいい。わしが「参った」と言えばお主らの勝ちじゃ。さすれば協力でも何でもしてやろう』

　──よし。相手が物分かりのいい竜ドラゴンで助かった。

　あとは……そうだな。

　俺は追加でもう一つ、竜ドラゴンに確認を取る。

「竜よ、もう一つ言っておきたいことがある」

『……なんじゃ？　手加減をしろという虫のいい話は好かぬぞ。わしを打ち倒せると大口を叩いたのだ。生き死にに文句を言うならこの話は無しじゃ。今すぐ尻尾を巻いて帰るがいい』

　竜ドラゴンのその言葉に、俺は首を横に振る。

「いや、そうではない。むしろ逆だ」

『……逆だと？』

　訝しげな声を上げる竜ドラゴン。

　俺は淡々と、言葉を返す。

「ああ。──俺はあなたを倒すのに手加減をするが、これは事の性質上必要なことだ。どうか気を悪くしないでほしい」

　そう言って俺は、魔術師の杖を構え、竜ドラゴンと向き合った。

　それを聞いた竜ドラゴンは、不愉快そうに声をあげる。

『……わしの聞き間違いか？　今このわしを相手に「手加減をする」と言ったように聞こえたが』

「いや、聞き間違いではない。その通りだ」

　しばしの沈黙。

　すると次に竜ドラゴンは、その大きな口でため息をついた。

『なんと、賢者かと思えば、その正体は身の程を知らぬ思い上がった愚者だったとはな。素直に不快じゃ。粋いきがる虫けらほど踏みつぶしたくなるものもない。──小僧、今すぐどこかへ消え去れ。さもなくば他愛もなく殺すぞ』

　それは竜ドラゴンなりの、思いやりの言葉であったのかもしれない。

　だが俺は、首を横に振ってこう答える。

「それはできない相談だ。勝率とリターンが極めて高い勝負にすら賭けベツトできないようであれば、俺に冒険者たる資格はなくなってしまう。ここはチップを張るべき局面だ」

『……やれやれ、よほど自信があるようじゃな。──良かろう。その思い上がり、貴様のその身とともに打ち砕いてくれよう』

　竜ドラゴンはそう言って、天に向かって大きく咆ほう哮こうした。

　それが戦闘開始の合図となった。





　　　　＊＊＊






　竜ドラゴンの咆哮には、力なき者の魂を握りつぶし、強制的に恐慌を引き起こさせる能力があるという。














　だが今の咆哮は、そうした力をもった攻撃ではなかったようだ。

　攻撃的咆哮を放つには、声に魔力を乗せるための予備動作が必要だから、当然と言えば当然だ。

　四つ足で佇たたずんでいた竜ドラゴンは、その巨体を起こし、二本の後ろ肢あしだけで立ち上がる。

　直立した竜ドラゴンの姿はまさに巨大の一言で、頭頂部までの背丈は俺たち人間の四倍ほどもあった。

　その竜ドラゴンが、次には背中の翼をばさりと羽ばたき、浮かび上がろうとするが──

「──させるかよ！」

「サツキちゃん、左は任せるよ！」

　そこに向かって飛び出したのは、うちの近接戦闘担当トップツーだ。

　脚力に命気オーラを乗せ、恐ろしい速度で竜ドラゴンの足元に滑り込むと、その刀と剣で左右の肢に斬りかかった。

　──ガギィイイインッ！

　金属同士がぶつかったような、激しい音が鳴り響いた。

「づっ……！　硬かってぇ！」

「竜ドラゴンの鱗は鉄より硬いとは聞いてたけどさぁ！　──っとぉ！」

　竜ドラゴンの片肢を攻めたアイリーンのもとに、尻尾による横よこ薙なぎの一撃が襲い掛かる。

　尻尾一つとっても少女より遙かに太く大きく、その一撃はとっさに後ろに跳んだアイリーンの体を強烈に吹き飛ばした。

　だが吹き飛ばされたアイリーンは、斜面を二、三回転ほど転がったかと思うと、その勢いのまま身を翻ひるがえして獣のような四よつん這ばいの姿勢で鮮やかに着地。

　ずざざっとブレーキをかけて、再び竜ドラゴンを見すえる。

「あっぶな……！　あの巨体で動きも鈍くないってなると、さすがに」

　アイリーンは竜ドラゴンの尾撃を盾で受け止めた上に、自ら後方に跳んで衝突時のダメージを殺していたようだ。さすがの立ち回りと言える。

「姫さん、無事か!?　──うぉっ、とわっ……！」

「サツキちゃん、気を張って！　一発でも直撃もらったらアウトだよ！」

「分かってるけど……！　これはっ……！」

　一方で竜ドラゴンの前に単身残ったサツキは、竜ドラゴンの両腕の鉤かぎ爪づめや尾による縦横無尽の攻撃群を、ギリギリでどうにかかわし続けていた。

　ロックワーム戦で見せた恐ろしいまでに無駄のないサツキの動きだが、それですら徐々に追い詰められているように見える。

　ちなみに、サツキとアイリーンが斬りつけた竜ドラゴンの肢はというと、それぞれ深々とはいかないまでもそれなりに刃が食い込んでいたようで、そこから血が流れ出て地面を赤く染めていた。

　重傷には到底及ばないが、決して小さくもないといったダメージに見える。

『ハハハハハッ！　大したものよ小娘たち！　小僧は贋がん物ぶつでも、お主らの実力は本物じゃ！　しかし小僧が舐めた口を聞いた分は余計に躍ってもらうぞ！』

　竜ドラゴンはそう言いながら両腕や尾を振るい、愉快そうにサツキを追い詰めていく。

　だが、それを聞いたサツキはというと、

「はっ、抜かせ！　ウィルはあたしらより、ずっとすげぇんだよ。──だろ、姫さん？」

「そうだね、それは同感！　吠ほえ面づらかくよ、竜ドラゴンさん！」

　アイリーンもまた、竜ドラゴンのもとに駆け込んでいく。

　そしてサツキと二人で、再び竜ドラゴンと切り結び始めた。

　見たところ、アイリーンとサツキの二人だけでも何とかなりそうな雰囲気はあった。

　二人掛かり、かつ地上での白兵戦という前提条件でなら、ほとんど竜ドラゴンと互角の勝負をしていると評価して差し支えないぐらいだ。

　ゆえに、あえて俺がどうこうする必要はないようにも思えたが──

『──ほう、面白いことを言う。わしに舐めた口を利いたあの小僧が贋物でないと言うか。お主らだけでも認めようかと思っておったが、気が変わった。──小僧、貴様の力もわしに見せてみよ。さもなくばこの話は無しじゃ』

　そう言って竜ドラゴンは、サツキたちの隙すきを突いて彼女らを蹴散らし、次にはその背中の翼で宙へ高々と舞い上がった。

　そして俺の方を見すえ、口の奥に赤いエネルギーの輝きを宿らせ始める。

　あれは炎の吐息フアイアブレスの予備動作だろう。

　竜ドラゴンが吐く炎は広範囲に広がるから、あれが吐き出されれば、焼かれるのは俺だけでは済まないはずだ。

　要するに──結果論だが、俺もサツキたちも、どうやら余計なことを言ってしまったようだ。

　あとでへそを曲げられても面倒だと思ったからなのだが、なかなか思い通りとはいかないものだ。

　ちなみに、残る二人の仲間──シリルとミィはというと、シリルは炎のダメージを和らげる奇跡を使って味方全員にその加護を宿らせており、一方のミィはいつの間にか忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　ミィはおそらく、自分の短剣ダガーでは竜ドラゴンの鱗を裂いてダメージを与えることは難しいと考えて、身を隠しつつ虎こ視し眈たん々たんと機を窺っているのだろう。

　さて、いずれにせよ、あとは俺の仕事ということだ。

　俺が行使しようとしていた呪文も、間もなく完成する。どうやら竜ドラゴンが炎の吐息フアイアブレスを吐く前に片を付けられそうだ。

「くっそ、逃がしたか……！　下りてこい、卑ひ怯きようだぞ！」

「卑怯も何もないってば。あれが竜ドラゴンでしょ。──ウィル、あとお願い！」

　俺はアイリーンのその言葉に小さくうなずくと、杖を掲げ、完成した呪文を発動した。

「──氷嵐ブリザード！」

　魔力が杖の先に集い、青白い球状の輝きが生まれる。

　──氷嵐ブリザード。

　俺が発動したその呪文は、高位の魔術師である導師ウイザードの中でも、特に実力のある術者にしか使うことができない上級攻撃魔法だ。

　生み出した魔力球を発射して目標地点で魔力解放することで、該当地点を中心に大量の氷塊を含んだ猛吹雪を発現させることができるという呪文になる。

　その基本的な威力は火球フアイアボールや雷撃ライトニングボルトと大差はないのだが、炎の属性力を宿す火竜レツドドラゴンに対しては、かなりの有効打になるはずだ。

　竜ドラゴンは非常に強大な力を持ったモンスターだが、決して無敵の怪物というわけではない。

　攻撃力は極めて高く、飛行能力を持ち、竜鱗による物理防御力も特筆ものという至れり尽くせりぶりだが、こと魔法攻撃で攻めるのならば、サイやカバやゾウといった一般の大型動物を倒すのとそう大差はない。

　それら一般の動物と比べると魔法防御力は高いが、それも導師ウイザード級の魔法ならば多少ダメージが軽減される程度で突破できる。

　ゆえに、この氷嵐ブリザードを放てば、竜ドラゴン相手でも相当な大打撃を与えられることだろう。

　あとは──

　一方、俺の氷嵐ブリザードの発動を見た竜ドラゴンはというと、少しだけ見直したという声をあげていた。

『ほう、その魔法は知っておるぞ。人間の賢者の中でも極めて優れた実力者しか行使できんと聞く。確かに口だけではないようだな小僧」

　一応の誉め言葉だったが──

　俺は竜ドラゴンの言葉を聞き流しつつ「次」の準備をする。

　一方の竜ドラゴンは、畳みかけるように二の句を放った。

『だが、その程度でわしを相手に「手加減」などとは笑しよう止し千せん万ばん！　それ一撃でわしが力尽きるとでも思ったか！　次の魔法の前に、うぬが身で我が劫ごう火かを味わうがよ──』

「──多重呪文行使マルチプルキヤスト」

『……へっ？』

　竜ドラゴンが間抜けな声をあげた。

　俺は多重呪文行使マルチプルキヤストで、氷嵐ブリザードの青白い魔力の輝きを三つに増やしていた。

　なお、今の俺の魔マ素ナ残量なら最大で五つまでの氷嵐ブリザードを重ねることができるが、そこまでやると竜ドラゴンを瞬殺してしまいかねない。

　協力を求めるのに、殺してしまっては目的を達成できない。

　ゆえに手加減は必ひつ須すだった。

『ちょっ、ちょちょちょっ、ちょおっと待てい！　ストップストーップ！　な、なんじゃそれは！　聞いておらんぞそんなの！』

　竜ドラゴンは大慌てしていた。

　だが言げん質ちは取らなければ。

「ストップというが、それは俺の実力を認めてもらったと解釈して構わないか？」

『認める！　認めるから！　だからそれ撃たないで！　そんなの撃ち込まれたらわし死んじゃう！』

「いや、一応死なないようにダメージのコントロールは考えているつもりだが」

『でも死ぬほど痛いじゃろうがそんなの！　わし瀕ひん死しになっちゃう！』

「さっきはあなた自身が、生き死にに文句を言うなと主張していたように思うが」

『すいませんでしたー！　わし調子に乗ってましたー！』

　竜ドラゴンは上空から下りてきて、地べたにぺったりと頭をつけて謝罪した。

　折角の巨体と威厳が台無しだった。

　──ともあれ、俺はそうして竜ドラゴンの協力を取りつけることに成功したのだった。














『怖いわー。近ちか頃ごろの若い人間ときたらホント怖いわー。わしの知らん技とか使ってくるんじゃもんなー』

　見上げるほどの巨体が、ぶつくさとつぶやいていた。

　夕ゆう陽ひが間もなく西の山やま間あいに落ちるという頃。

　俺たちは、山の斜面に穿うがたれた巨大な洞穴の前で、火竜レツドドラゴンを打倒していた。

　先ほどまで地面に頭を付けて平伏していた竜ドラゴンは、俺に許された今は、あぐらをかいたような姿勢でその場に鎮座していた。

　何というかこう、竜ドラゴンの偉大なイメージが台無しである。

　一方の竜ドラゴンは、そんな俺のがっかり感など知る由もないといった様子で、こんなことを言ってくる。

『さて、いずれにせよわしの完敗じゃ。落とし前はつけねばならんな』

　……落とし前？

　何をする気だろうと疑問に思っていると、竜ドラゴンの巨体が光り輝いた。

　少女の姿から竜ドラゴンの姿に変へん化げしたときと同じ光だ。

　巨大な光は人間大にまで縮小すると、少女の輪郭を形どった。

　そして光がやみ、現れたのは最初に見た少女の姿だ。

　角や翼、尻尾しつぽといった竜ドラゴンを象徴するパーツを宿した、幼い少女の裸身。

「じゃあほれ、わしを屈服させた勝者の権利じゃ。好きにせい」

　声も少女のそれに変わり──いや、そんなことはいい。問題はそこではない。

　あろうことか、竜ドラゴンの化身たる少女は、その裸身を俺の前にごろんと横たわらせた。

　そして仰あお向むけに寝転んだ彼女は、何かを覚悟するようにぎゅっと目をつむる。

　…………。

　これをどう解釈しろと。

「……あー、竜よ。これは何だ？」

「な、何もかにもあるまい。敗者のわしは、勝者であるお主に服従のポーズを見せねばならん。それをどう料理するもお主の裁量じゃ。ほ、ほれ、覚悟はできておるからな。どうとでもせい」

　服従のポーズらしい。犬がお腹なかを見せて寝転がっているようなものだろうか。

　ちなみにだが、少女の色んな意味で危険な部分の前には、不自然にまばゆい夕陽が不条理な挿し込み方をして、その場所を俺の視界からしっかりと隠していた。大自然の摂理はきちんと仕事をしているようだ。

　だがそうであっても、困りものであることに違いはない。

「いや、こちらとしては、あなたに協力さえしてもらえればそれでいいのだが……」

「それではわしの中で折り合いがつかん。あれだけお主を虚こ仮けにしたのじゃ。わしは報いを受けねばならん」

「そ、そうか」

　困った。

　困ったので、助け舟を求めて、俺の背後にいる仲間たちのほうを見たのだが──

「「「じとーっ」」」

「うぉっ!?」

　思わず声を上げてしまった。

　俺の背中には、少女たちのジト目の視線が突き刺さっていたのだ。

　……だが待て、それはおかしい。

「ちょっ、ちょっと待て。俺が悪いのでないことは、一部始終を見ていたキミたちなら分かっているだろう」

「うん、そうだね。分かってるよ。ウィルがこういうとき変なことしない人だってことも分かってる。うん、分かってるよ。僕はウィルのことを信じてるから」

「その目は信じているという目ではないと思うのだが……」

「信じてるから」

　輝くような笑顔から放たれたアイリーンの言葉に、残る三人がうん、うんと首肯する。

　……理不尽という言葉がこれほど似合う状況も、なかなかないのではなかろうか。

　その一方で、竜りゆう娘むすめはというと、こちらはこちらでさらに面倒くさいことを言ってきた。

「なんじゃ、お主はオスのくせに、屈服させたメスを我が物にしたいという欲求がないのか？　妙なオスじゃのぅ。……む、それとも人じん化かしたわしの姿に魅力がないのかの？　こんなナリじゃが、わしはお主の十倍は長く生きておるはずじゃ。妙なことは気にせんでよいぞ？」

　……頭が痛くなってきた。

「そういう問題ではない。竜族の常識と俺たち人間の常識は違うのだということを理解してほしい」

「……？　じゃがアンドリューの小僧は、この姿のわしと散々交尾したがっておったぞ？　人間のオスはだいたいそういうもんじゃとも言うとった」

「あ、あんのクソ親父おやじぃ……！　帰ったらただじゃおかない。お母さんにチクってやる！」

　アイリーンが拳こぶしを握り、わなわなと震えていた。アイリーンの家の家庭崩壊、すなわち王家の崩壊が見えた一瞬だった。

　だが一方で、竜娘の暴走はいまだ止まらない。

「むぅ、いずれにせよお主はわしとの交尾は望まぬということか。後ろの娘たちだけで交尾相手は事足りておると」

　流れるような鮮やかさで、次々と竜の吐息ドラゴンブレスのごとき爆弾発言を放ってくる。

　これには俺が否定する前に、後ろの四人が過敏に反応した。

「ちちちち違うってば！　僕たちまだウィルと交尾なんかしてないよ！　ね、ウィル？　……え、サツキちゃんたちもしてないよね？」

「してるかバカ姫！　……って、してないよな？」

「あなたたちねぇ……も、もちろんしてないわよ」

「そこの竜ドラゴン、そろそろ黙らせた方がよくないです？」

「えっ……ミィちゃんだけ明言しなかった……？」

「……あん？　してねーですよ。アイリーン、あとで裏まで来いです。説教です」

「すすすす、すいません師匠！　出過ぎた真ま似ねを！」

　……話が進まない。

　俺は一つため息をついて、竜娘に言う。

「ひとまず竜よ、起きて服を着てくれ。今後の話をしたい」

「むぅ、そうか？　……いまいち釈然とせんが、お主がそう言うなら仕方ないの。ではわしの心の中で、お主に身も心も蹂じゆう躙りんされたことにしておこう。これよりわしは、お主というオスに屈服したメスじゃ。覚えておくがよいぞ」

　竜娘はそう言って起き上がると、自分の服を拾ってきて身に着けなおした。

　……俺としても色々と釈然としないのだが、この辺で手を打たないと話が前に進みそうにないので、今の彼女の発言は聞かなかったことにしようと思った。
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　全員が辺りの岩の上に腰を落ち着けると、俺はあらためて、魔王退治に関する話を竜ドラゴンに説明した。

　幼い少女姿の竜ドラゴンは、顎あごに手を当てて考え込む。

「……なるほどのぅ。つまりその『消魔の指輪』というアーティファクトのせいで、お主ほどの魔法の使い手であっても、その魔王には手出しが敵かなわぬと。ゆえにわしの炎の吐息フアイアブレスを頼みに来たということか。確かに、わしら竜族の吐息ブレス攻撃は魔法とは別種のものであるからの。そのアーティファクトで打ち消されることはあるまい」

　その竜ドラゴンの言葉に、俺はうなずいてみせる。

　すると竜娘は、少し難しい顔をした。

「ふぅむ……。無論協力はするがの、ひょっとするとそれは、わしの力をもってしても足らぬ相手かもしれんぞ。──物理戦闘を挑んで赤子のように捻ひねられたという騎士の話があったの。そいつはどのぐらいの強さだった？」

　魔王の格を測る質問。

　これにはアイリーンが答える。

「討伐隊を指揮していた上級騎士バートラムの話だね。ざっくり言って、今の僕と同じぐらいだと思う。僕が戦闘能力だけなら上級騎士相当だって言われているから」

「つまり、姫さんでも赤子扱いってことか……」

「むっ。それを言うならサツキちゃんだってだよ」

「分かってるって、んな怒るなよ小ちっちぇえな。だからそっちも小っちゃいんだよ」

「なっ、小っちゃいって何がだよ！　それは関係ないだろ！」

　アイリーンとサツキがいつものいがみ合いを始めたが、それはさておき。

　重要なのは、アイリーン級の実力を持った騎士でも、まるで歯が立たなかったという事実だ。

　それを聞いた竜娘は、なおも考え込んだ仕草をし、俺の方へと視線を向けてくる。

「その魔王とやら、どうにも底が見えん。もう一手打っておいた方が良いやもしれぬな」

「もう一手、というのは何か心当たりがあるのか？」

「うむ。ここからしばらく飛んだ秘境に、力のある武器が隠された遺跡がある。そいつが高位の炎の力を宿した魔剣であったはずじゃ。それを取りに行けば幾分か戦力の足しにはなろう。何ならわしが背に乗せて運んで行くが、どうする？」

　竜娘の口から、新しい判断材料が飛び出してきた。

　炎の魔剣──プラスアルファとなる戦力要素か……。

　高位の力を持った武器であるなら、ないよりはあったほうが良いに決まっている。

　なお炎熱武器ヒートウエポンなどの呪じゆ文もんを使っても、その武器を持って接近した段階で消魔の指輪の効果で打ち消されるが、武器そのものに永続的に定着された魔法の力というのは、件くだんの指輪の力では打ち消されないはずだ。

　なので、その武器が手に入れば、確実に戦力になるとは思う。

　しかし──

「アイリーン。このミッション、時間的猶予はどのぐらいある？」

　俺がそう聞くと、サツキと取っ組み合っていたアイリーンが、手を止めて答える。

「あー、えっと、どうだろう。猶予っていうか、並行して動いてるはずだから……。そうだ、竜ドラゴンさんの協力が得られたことをお父さんに報告して、そのついでに聞いてみるっていうのは？」

「交信コンタクトの呪文か。分かった、準備をする」

　俺はアイリーンの提案に乗って、荷物から交信コンタクト用の魔法の鏡を取り出して、手近な岩に立てかけた。

　そしてアイリーンにあらかじめメモさせておいた国王宛あてのアクセスナンバーを念頭に置きつつ、呪文を唱える。

　居住まいを正したアイリーンたちも、俺に寄りかかるようにして鏡を覗のぞき込こんだ。

　呪文が発動すると、立て掛けた鏡にどこかの石造りの部屋の様子が映し出される。

　すると、その風景に映されていた国王アンドリュー──精強さが礼服を着て歩いているような銀髪の偉丈夫が、こちらに気付いて近寄ってきた。

『おお、我が愛いとしの娘よ！　それにウィリアムと仲間の美女たちも、どうやら無事のようだな。首尾はどうだ？　こちらには良い知らせと悪い知らせがあるが、いずれから聞きたい？』

　鏡の向こうのアンドリュー王は、通りの良い精せい悍かんな声でそう伝えてきたのだった。
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　こちらが知りたいのは、時間的猶予がどのぐらいあるのかということだ。

　それによって、プラスアルファの戦力要素を確保しにいくべきかどうかが決まる。

　俺は鏡の前から退しりぞいて、連絡の適任者にバトンタッチをする。

　その適任者──アイリーンは、鏡の前で片かた膝ひざをつく。

「騎士アイリーンより、王へご報告をいたします。こちらの首尾は上々──無事に竜ドラゴンの協力を得ることに成功いたしました。協力者ウィリアムの活躍によるところが大きかったと感じております」

『おお、そうか、それはよかった！　さすがは我が愛まな娘むすめの婿候補だ。俺の目にも、まだまだ狂いはないようだな』

　このアンドリュー王の言葉には、アイリーンがぎょっとした顔になった。

　なぜかと言えば、鏡に映ったアンドリュー王のむこうには、国の重鎮であろう騎士や宮廷魔術師たちの姿も映っていたからだ。

「ちょっ、ちょっとお父さん！　婿候補って、こんなところでなに言って……！」

『はっはっは、照れた顔も可愛かわいいぞアイリーン。その顔が見たかった』

「……こ、国王。冗談もほどほどにしてください。公私は分けてくださいと、いつもあれほど」
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『必要なときには分けているぞ。それに冗談ということもないだろう。お前だってウィリアムのことは好いて──』

「わあああああっ！　ストップストップストーップ！　お父さん、それ以上言ったら絶交だからね!?　もう口きかないよ!?」

『お、おう、そうか。お前こそ公私混同じゃないか？』

「うるさい！　今は国に関しての話でしょ！　僕の話をするときじゃないでしょ！」

『分かったから、そう怒るな』

「もぉーっ」

　アンドリュー王の後ろにいる重鎮たちは、その二人の姿を微笑ほほえましく見ているようだった。

　そうした様子を見るに、この親子のやり取りはいつものことなのだろう。

　ひょっとするとアイリーンは、国の重鎮会議の場において、マスコット的存在となっているのかもしれない。

　なお、王の後ろに映っている重鎮たちの中には、一人だけニコリともしていない者もいた。

　誰かといえば、宮廷魔術師団長ジェームズ──すなわち、俺の父親だ。

　特に不愉快そうな顔をしているわけでもないのだが、あのいつもの仏頂面なので、実際のところなにを考えているかは分からない。

　それはともあれ、そろそろ話を進めてほしいところだ。

　俺はアイリーンにやんわりと催促をする。

「アイリーン様、件の話を」

「あ、ごめんウィル。そうだね。聞かなきゃいけないんだった。──国王、お聞きしたいことがあります」

　アイリーンは再び、騎士の顔で鏡のむこうの国王と対面する。

　アンドリューも、今度こそは厳かな態度で応対してきた。

『なんだ、騎士アイリーン。言ってみろ』

「はい。そちらは魔王とはもう交戦されましたか？」

『ああ。すでに一度ぶつかった。先に言った良い知らせと悪い知らせは、その上でのものだな』

　王国騎士団は、すでに魔王と交戦したという情報。

　その上で、良い知らせと悪い知らせがあるらしい。

　アイリーンが返答する。

「では、悪いほうからお聞きしてもよろしいでしょうか」

『分かった。悪いのはな、件の魔王の強さが洒落しやれにならんということだ。まずあの氷の鎧よろいの硬さが尋常ではない。長弓ロングボウでも弩クロスボウでもろくに矢が通らん。次に超再生能力。ちょっとした矢傷程度はすぐにも自然治癒する。さらにこれは予想されていたとおりだが、炎熱武器ヒートウエポンをはじめとした補助魔法は、やつに接近した段階ですべてうち消される。だいたいやつの周囲五メートルが魔法消滅の効果範囲という見立てだ』

「……鉄壁ですね。その上に達人級の戦闘能力……打倒できる見込みは？」

『かなり厳しいな。だがそれも過去の話だ。なぜなら騎士アイリーン、お前たちが首尾よくやってくれた』

　そう言ってニッと笑うアンドリュー王。

　一方のアイリーンは、恭しく首こうべをたれる。

「称賛の言葉、ありがたく。──良い知らせのほうをお聞きしても？」

『ああ。良いほうはな、時間稼ぎはうまくいったということだ。疑似的な監獄を作り出すアーティファクトを使って、やつとその配下の一部をまとめて閉じ込めることに成功した。一回こっきりの秘宝だから二度はないが、これで数日は確保できた』

　俺はそのアンドリュー王の言葉に驚いていた。

　思わず口をはさんでしまう。

「陛下、その『疑似的な監獄を作り出すアーティファクト』というのは──ひょっとすると、『極きよく獄ごくの宝珠』のことですか？」

『おう、さすがウィリアム、博識だな。そのまさかだ』

　アンドリュー王は横よこ槍やりに気を悪くしたふうもなく答えてくる。

　むしろその後ろにいる宮廷魔術師団長──俺の父親のほうが、一瞬だけこちらを睨にらみつけたように見えた。

「なぁなぁウィル、そのキョクゴクのナントカってなんだ？　すげぇの？」

　サツキが俺にこっそり質問してきたので、俺は耳打ちで答える。

「極獄の宝珠──グレイスロード王国に代々伝わるとされるアーティファクトの一つだ。国の宝物庫にある魔道具マジツクアイテムの中でも秘宝中の秘宝だな。陛下がそれをためらいもなく使い捨てにしたことに驚いた」

　いや、そもそもが使い捨てのアイテムなのだから、使い捨てにすること自体は道理ではあるのだが──

　しかし、なにしろ歴史と伝統が今世まで残した遺物である。

　アンドリュー王、やることがとにかく豪胆だ。

　あるいは、ほかの誰だれかの入れ知恵なのか──

　俺は、先ほど自分のほうを睨みつけた父親へと、我知らず視線を注いでいた。

　一方アイリーンは、もう一度恭しく礼をして、話を切り上げようとする。

「状況は把握しました。ではまたご連絡いたします。──で、いいよね？」

　俺たちにも確認をしてくるアイリーン。

　俺はそれ以上聞くべきこともないと思ったので、うなずこうとしたのだが──

「ちと待った。わしにも話をさせてくれんかの」

　そう言ってアイリーンに場所を譲るよう要求したのは、少女の姿をした竜ドラゴンだった。

　彼女はアイリーンと交代し、鏡の前に堂々と立つ。

「アンドリュー、久しいの。しばらく見ないうちにずいぶんと可愛げのない面構えになったのぅ」

『おお、イルドーラか！　いや懐かしい。お前はあのときとほとんど変わらんな。あれからもう二十年はたっているだろうに。いや、少しだけ背が伸びたか？』

「阿あ呆ほうか。本来の姿ならおぬしの頭一個分は伸びておるわ。……それよりもじゃ小僧、此こ度たびは遣いをよこすなどと、ずいぶんと舐なめた真似をしてくれたのぅ」

『あー、いや、それはすまなかった。こいつらが俺に行くなって言うもんだから、仕方なくな。王になったからできることもあるが、こういうときは世俗のしがらみが足あし枷かせになる。許してくれ。──だが、遣いに送ったうちの娘とその護衛たちも、たいしたものだったろう？　特に──』

　鏡のむこうのアンドリューは、そう言って俺へと視線を向けてくる。

　それを受けた竜娘は、ニヤリと笑った。

「ああ、それには満足しておるぞ。というかの──」

　言って、竜娘はその全身を使い、俺の腕にぎゅっとしがみついてきた。

「わしはもうこの強いオスにメロメロじゃ。身も心もめちゃくちゃにされてしもうた。アンドリュー、おぬしはいい友人じゃったが、わしはもうこのオスのモノじゃ。それを伝えておこうと思ってな」

『……ほう。なんだウィリアム、意外と手が早いな。そういうタイプではないと思っていたが、いやはやさすがの色男ぶりだ。お前ほどの男はそうでなくてはな』

　…………。

　どうしたものか、この事態。

　とはいえ、もう交信コンタクトの残り時間も少ない。

「失礼ですが、陛下はなにか誤解をしておられると思います。──ところでまもなく交信コンタクトの効果が切れる頃です。また連絡事項ができ次第ご報告しようと思いますが、よろしいでしょうか？」

『おう。美女をはべらせるのはいいが、あんまりうちの娘を泣かすなよ？　ではな』

「で、ですから陛下──」

　──ぷつん。交信コンタクトの効果が切れた。

　…………。

　これは俺の社会的な立場に、なにかとてつもないレッテルが貼はられてしまったのではないだろうか。

　あの場には国王と親父のほかにも国の重鎮たちが大勢いたようだが、彼らの目に俺の姿はどう映ったのか。

　それを想像すると、にわかに頭が痛くなってくる。

　と、その俺の肩に、シリルがぽんぽんと手を置いてきた。

「ご愁傷様、ウィリアム。泣きたかったら胸を貸すけれど？」

「……それは非常に心惹ひかれる提案だ。確かに泣きたい。だが遠慮しておく」

「そう、それは残念ね」

　そう言ってシリルはくすくすと笑う。

　俺は途方にくれながら、はるかな夕暮れの空を見上げるのだった。
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　極獄の宝珠の力で魔王を閉じ込めたことにより、数日の時間が確保できた──アンドリュー王はそう言っていた。

　であるならば、炎の魔剣を取りに行くべきだろう。

　戦力はあればあるほど望ましい状況だ。

「竜よ、先ほど言っていた炎の魔剣だが、取りに行くのに時間はどのぐらいかかる？」

　俺は、いまだ俺の右腕に抱きついている幼女姿の竜ドラゴンに問いかける。

「んん……件の遺跡までなら、竜の姿で飛べば一時間足らずでたどり着けるかの。ところで主あるじ殿どの、わしのことは『竜』ではなく『イルドーラ』と呼んでほしいぞ。主殿に屈服したメスの一匹として、わしも寵ちよう愛あいがほしいのじゃ」

　…………。

　なんだろう、あまりにも突っ込みどころが多すぎて、突っ込む気力も失うせるのだが。

「……分かった、イルドーラだな」

　ひとまずあたり障りのないところだけ答えておく。

　すると竜娘──イルドーラは「うむ♪」と満面の笑みで応じてきた。

　困ったことにとても可愛らしかった。

　俺の中で、荘そう厳ごんな竜ドラゴンのイメージがガラガラと音をたてて崩れていく──いや、もうだいぶ前からそうだった気もするが、そろそろ致命傷だ。

　それはともあれ。

　片道一時間たらずなら、遺跡の探索時間などの諸もろ々もろを考えても、数日というリミットに間に合わせて十分にお釣りがくるはずだ。

　雇い主であるアイリーンにその旨を伝えると、

「うん、そうだね。ウィルの言うとおりだと思う。じゃあその炎の魔剣、取りに行こう」

　と、二つ返事の答えが返ってきた。

　さらに、再びアンドリュー王に連絡を取ってその旨を伝えると、追加報酬の約束もしてもらえた。

　そうして俺たちは、次なるミッションへと挑むことになったのである。

　だがそれにあたって、一つ大きな問題があった。

　俺はアイリーンに提案をする。

「アイリーン、遺跡に向かう前に十分な休息をとりたい。出発は明朝にしないか？」

　問題は何かといえば、俺の魔マ素ナの残量が少ないことだ。

　先ほどのトリプル氷嵐ブリザードの発動などにより、俺の魔マ素ナは総量の三分の二程度がごっそりと失われていた。

　ここで休息をとって、魔マ素ナを回復しておく必要があるだろう。

　アイリーンも、俺の提案にうなずく。

「そうだね。僕もさすがに疲れたよ。今日はもう休んで、また明日にしよう」

「それならわしのねぐらを使うといい。たいしたもてなしもできんが、広さだけはたっぷりあるでの」

　そうしたイルドーラの厚意もあり、俺たちは竜ドラゴンのねぐらである広大な洞どう窟くつで一晩をすごすこととなった。

　夕食はイルドーラが狩ってきた熊くまの肉を分けてもらった。

　肉はイルドーラとミィがさばいて、それを料理上手のシリルがステーキと肉スープに仕立てあげる。

　最低限の下処理はあらかじめ為なされていたようで、食べてみれば少し硬いがうまみが強いワイルドな味わいだった。

　シリルはスープを煮込む際、持ってきていた干し野菜を使いつつ「野菜がもっとあれば」とぼやいていたが、それでも旅先で食べられる料理としては、ずいぶんなご馳ち走そうだった。

　実際イルドーラも「これはうまいのぅ。うまい。ほんにうまい。これじゃから人間は侮あなどれん」と言って、シリルが作った料理に夢中でかじりついていた。

　そうしてあとは風ふ呂ろに入り、各々が毛布に包くるまって就寝するばかりだ。

　ところで風呂といえば、以前エルフたちに魔法で風呂を作ってからこっち、旅先ではサツキたちから風呂を作るよう頼まれることが日常になった。

　旅先であれ、できれば一日の終わりには風呂に入って、その日の疲れや汗や汚れを洗い流したいのだという。

　個人的な意見としては、結構な魔マ素ナを食うために夜間に何か起きたときの対応力が落ちること、入浴中は無防備になること、それに旅汚れにまみれることまで含めて旅の醍だい醐ご味みだと思うので、よほどのことがなければ作る必要はないと思っていたのだが──

　この理屈、特に最後の一つに関しては、女性陣にはまったく通用しなかった。

　果ては三人から、毎日銀貨一枚ずつ払うから風呂を作ってほしいとまで言われて、その熱意に押され、現在では旅先でほぼ毎晩風呂を作ることになっている。

　まあ対応力や無防備うんぬんは実際にはたいした問題ではないし、それで彼女らのモチベーションが上がるなら悪くもないかと思うところだ。

　なお以前に一度あった騒動としては、タオルも身に着けずに入浴していたサツキが「ウィルも一緒に入ったらー？　なんちって」などと言ってきたので、冗談と理解しつつもこちらもジョークとして「分かった。今行く」と答えたら、サツキが大慌てでぴぎゃーぴぎゃー騒ぎだした、というのがある。

　さすがのサツキでも完全な裸身で男と共同入浴するのは恥ずかしいのだと知れたわけだが……まあ、まったくの余談ではある。
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　さてそんなこんなしつつ、洞窟で夜を明かしての翌朝だ。

　シリルの手作りによる簡単な朝食をいただいてから、静かな空気に朝日の降りそそぐ早朝に、俺たちは出立することにした。

　竜ドラゴンの姿に変身して伏せたイルドーラの背に、俺とアイリーン、サツキ、ミィ、シリルの五人がまたがる。

　頭頂から尻尾の先までが十メートルほどにもなる竜ドラゴンは、乗用馬のような一般の騎乗動物と比べても比較にならないほどの巨大さだが、それでも五人も乗れば飛べるのかどうか心配にはなった。

　しかし、そこはさすがの魔獣の王である。

『このぐらいどうということもない。あと二、三人も乗ればあやういかもしれんがの』

　とは、竜ドラゴンになったイルドーラの言だった。

　そして実際、彼女がその大きな翼を羽ばたかせれば、魔力をもった翼は竜ドラゴンの巨体を浮き上がらせ、やがてその魔獣の身を大空へと飛びたたせたのだった。

　俺たちは竜ドラゴンの背に乗り、雄大な景色の上空を飛んでいく。

　すると後ろにいるサツキが、俺に向かって声を張り上げてきた。

「──ウィル！　やっぱり予知夢だったな！」

「ああ！　こんなことがあるものなのだな！」

　びゅうびゅうと風が吹きすさぶ中、俺も同じく叫ぶようにして返事をする。

　俺も少しテンションが上がっていた。

　竜ドラゴンの背に乗って空を飛ぶ。

　まるで童話の世界で、まさしく夢のようだ。

　初めて変身メタモルフオーゼの呪文で空を飛んだときも興奮したが、これはこれでまた違う感動がある。

　だが一方で、問題もあった。

　イルドーラが速度を上げるごとに、正面からの吹きつける風が強くなり、俺は若干の息苦しさと寒さをおぼえたのだ。

　このあたりは夢と現実の違いだなと思い知らされる。

　後ろの仲間たちは大丈夫なのかと振り向けば、どうやらアイリーン、サツキ、ミィの三人は体に命気オーラをまとわせて風を防いでいるようで、シリル一人が寒そうに身を縮ませていた。

[image: ]

　なお命気オーラ使いの三人は、その体がほんのり光り輝いているようにも見える。

　……命気オーラずるいな。なんでもありか。

　だが、ないものねだりをしても仕方がない。

　いずれ俺も命気オーラを使いこなせるようになりたいものだと思いつつ、今は自分がもっているもので解決することにする。

「──風防壁ウインドバリア！」

　呪文を発動すると、俺の周囲に空気の層ができあがる。

　それにより、先ほどまでの風あたりが噓うそのようになくなり、俺を包む空気が穏やかで静かなものになった。

　人心地がつき、ホッと息をつく。

　なお呪文の効果範囲は最後尾のシリルまでを包んでおり、後ろを見ればその神官衣の少女は驚いた様子をみせていた。

「暖かい……これも、ウィリアムの魔法？」

「ああ。初級の呪文で、通常は有毒の霧や粉ふん塵じんなどを防ぐのに使うのだがな」

　障壁の範囲内では声を張り上げずとも会話できるようになったのも、この呪文の副次的な作用だ。

　ちなみに、より上位の休憩所コテージの呪文には、この呪文の原理が応用されていたりもする。

　それら上位の呪文と比べれば、初級の呪文は限定的な効果しかもたないものが多いが、その分だけ魔マ素ナの消費量も少ないため、うまく使えば高いコストパフォーマンスを発揮することができる。

　シリルが俺に向かって笑顔を向けてくる。

「ありがとうウィリアム。凍えそうだったの」

「うわぁ……本当、ウィルの魔法って何でもありだよね」

　そのアイリーンの言葉には、サツキとミィがうん、うんとうなずいていた。

　人は他人の持ち物を羨うらやむものなのかもしれないな、などと思うのだった。
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　一時間足らずの時間を、竜ドラゴンの背に乗って飛んだ。

　眼下に広がる景色はだいたいが森林や山地だったが、稀まれに小部族の集落のようなものも見えて、なかなかに新鮮な風景だった。

　そんな空の旅も、やがて終わりを迎える。

　竜ドラゴンが遺跡の前に降り立つと、俺たちもその背から降り、陸の人となった。

「うわあ、草がぼうぼうだねぇ」

「こう背丈の高い草が多いと、前も見えないです」

　アイリーンとミィが、そう感想をもらす。

　そこは丈の高い草がぼうぼうに生えた茂みで、遺跡は木々やつる植物に覆われるようにして、ひっそりとそこにたたずんでいた。

　飾り気のない石造りの建物で、外から見た敷地面積は大貴族の豪邸を思わせるほどだ。

　見たところ一階建てで、その上には草木がいっぱいに覆いかぶさっていた。

　それにしても不思議な建物だ。

　入り口と思おぼしき扉は見当たらないし、窓らしきものもない。

　ただのっぺりとした石壁だけが、建物の外観を形作っていた。

　それを見たミィが、腕を組んで難しい顔をする。

「これ、迷宮型の遺跡です？　ミィはこういうの初めて見ます」

「おそらくはそうだろうな。住居やなんらかの日常施設だったとは考えづらい造りだ」

　俺はミィに同意する。

　昨今、世界中のあちこちで稀に見つけられる古代魔法文明時代の遺跡だが、それらは大きく二種類に分類することができる。

　一つは住居・日常施設型の遺跡。

　これは魔法文明時代の人々が暮らしていた住居であったり、あるいは役所や図書館などといったなんらかの日常的な利用目的のある施設であったりが、そのまま朽ち果てずに今世まで残ったと目されているものだ。

　こうした遺跡の場合は、例えば住居であればリビングがあり、寝室があり、便所があり、厨房がありといったように、住まいとしての機能が垣間見える造りになっている。

　そうした住居・日常施設型の遺跡でも、探索をすれば現代では滅多に手に入らないような貴重な物品が見つかるようなことも少なくないため、遺跡としての価値は侮れない。

　古代の呪文書スペルブツクや巻物スクロール、その他細々とした魔道具マジツクアイテムなどはこうした遺跡で見つかることも多い。

　しかし一方で、そのような普段使いの機能がまったく見受けられない遺跡というのも、稀に発見される。

　そうした建物は「迷宮型」の遺跡と呼ばれている。

　これは一言で表現するなら、最初から冒険者が探索するような迷宮──すなわち「ダンジョン」としての機能を目的として作られた建物、ということになる。

　最奥に宝物があって、その宝物にたどり着くまでにはいくつもの障害があって……といった具合になっているわけだ。

　このような「迷宮型」の遺跡がどうしてできたのかは、現代でははっきりとは分かっていない。

　一番の有力説は「金持ちが道楽で作った」というもので、俺もこの説が最も説得力があると感じている。

　だが、いずれにせよだ。

　遺跡を前にした俺たちには、一つ大きな問題があった。

「けどこの遺跡、どこから入るんだ？」

　サツキが遺跡の外観を眺めながら、率直な疑問を口にした。

　そう、まさにそれだ。

　建物なのに、扉などの入り口らしきものが見当たらないのだ。

　強しいて言うなら──

「やっぱり、『あれ』ですかね？」

「まあ、普通に考えて『あれ』だろうな」

　ミィが指さしたほうを見て、俺もうなずく。

　盗賊シーフの少女が指さした先には、二体の石像と二つの台座、それに加えて一つの石碑があった。

　それらが遺跡の前にひとかたまりになって、これ見よがしに置かれている。

「罠わなかもしれないです。ミィが先行するので、ちょっと待つです」

　ミィはそう言って、慎重にそちらへと向かっていった。

　石像付近やその周囲へと注意深く目をこらし、あるいは猫耳をぴくぴくとさせながら、ゆっくりと忍び寄るようにして石像のすぐ前まで移動する。

　それからミィは、石像のかたわらにある石碑をじっと見て、ついで俺のほうへと振り返った。

「ウィリアム、この文字読めますか？　来てほしいです」

　そう言われたので、俺はミィのもとまで歩み寄る。

　そして石碑に書かれている文字を見た。

　古代文明文字だ。

　俺はそこに記された文面を、現代語に翻訳して読み上げる。

「──『比類なき大いなる炎の魔剣、ここに眠る。この試練に挑む資格持つは一組のつがいのみ。一人も多数も及ばず』か」

「えっと……」

　俺の言葉を聞いたミィが、その内容を咀そ嚼しやくするように考え込む。

　そして俺を見上げて、答え合わせをするように聞いてきた。

「炎の魔剣がこの遺跡に眠っている、というのはいいとして、問題はそのあとですよね？　この試練に挑む資格──『一組のつがい』って、ウィリアムはなんだと思います？　……やっぱり、その……これですか？」

　そう言ってミィは、すぐ目の前にある二体の石像を指さす。

　二体の石像はともに人間の姿を模したものだが、それぞれ造形が異なっていた。

　片や、筋骨隆々とした雄々しき男が剣を掲かかげた姿。

　片や、胸の前で祈るように手を組んだたおやかな女性の姿だ。

　それは明白に、男女という性別を象徴している像であるように思えた。

　そして、石碑の『一組のつがい』という表現。

　なお、二体の石像を挟んで左右には、何も置かれていない台座が一つずつある。

　まるで、誰かここに立ってくださいと言わんばかりの配置だ。

「──だろうな。男女一人ずつ、二人でしか挑めないダンジョンということだろう。この二つの台座がダンジョンの入り口で、台座に立った二人を遺跡内部にテレポートさせる、といったところか」

　俺はミィにそう答えつつ、一つ呪文を唱える。

　使うのは魔力感知センスマジツクの呪文だ。

　呪文が発動すると、俺の視界が魔力を映し出す。

　石碑や二体の石像は魔力を持っていなかったが、石像の左右にある台座はどちらも魔力を示す赤い光を放っていた。

　また、遺跡そのものの外観も、全体が赤い光をまとっている。

　おそらくは遺跡全体に、なんらかの強力な防御魔法が張られているのだろう。

　俺が過去に読んだ冒険記によれば、この手の迷宮型の遺跡には、こうした仕掛けはありがちなもののようだ。

　透視シースルーの呪文による内部看破や、外壁を破壊するなどしての強行突破は不可能と考えたほうがよさそうだ。

　と、そんなことを考えていると──

「と、ところでウィリアム……ミィは一つ、気になることがあるです……」

　ミィが少しもじもじした様子で、そんなことを言ってきた。

「ん、なんだ？」

「あのですね……この遺跡、男女一組しか入れないということは、男のほうはウィリアムで確定ですよね……？」

「まあ、そうなるだろうな。いくら何でもアイリーンを男にカウントしてくれるとは思えんし」

　恐ろしいことに、これだけ人数がいるというのに、パーティに男が俺しかいない。

　今更ながらに、きわめて稀け有うな構成の冒険者パーティだと思い知る。

「それで、もう一人なのですけど……ミィはその、『つがい』の意味がちょっと気になっていて……」

「ん……？」

　俺はミィに言われて、「つがい」という言葉の意味を思い浮かべる。

　複数の意味があるが、ここでは「動物のオスとメスの一組」を指すものと考えるのが自然だろう。

「人間はいわゆる動物とは違うから適合しないのではないか、ということか？　それは考えづらいと思うが……」

「い、いえ、そうではなく。ほら、『つがい』って、『夫婦』の意味じゃないですか」

「……ああ、そういうことか」

　ミィに指摘されて、なるほどと思う。

　つまりミィは、単なる男女では足らず、夫婦関係にある男女でないと条件に適合しないのではないか、と危き惧ぐしているわけだ。

「もしそうであったならお手上げだが──まあ、試しにやってみるしかあるまい」

「──っ!?　ヤってみるって、何をですか!?」

　ミィが尻尾をピンと立てて、口をパクパクさせる。

　あわあわと、あるいはそわそわとした様子だ。

「……？　いや、いけるかいけないか、試しに二人で台座に乗ってみるのが最初だろうと思うのだが……何かおかしいか？」

「あっ……。……い、いえ、なんでもないです……」

　今度は顔を真っ赤に染めて、猫耳をパタッと倒し、尻尾を振り振り恥ずかしそうにするミィ。

　何だかよく分からないが、とりあえず言えるのは、その姿がとても可愛らしいということだった。
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　ミィによる石像まわりの調査も終わり、残りの四人──アイリーン、サツキ、シリル、イルドーラを石像周辺まで呼ぶ。

　なおイルドーラはすでに人化しており、少女の姿だ。

「さて、誰と行くかだが──」

　俺は五人の仲間たちを見渡す。

　誰と誰が遺跡探索に向かうか。

　男女一人ずつと考えると、一人は俺で確定だ。

　では俺のパートナーとして、誰を選ぶべきだろうか。

　各メンバーの能力を比較検討してみる。

　まずアイリーン。

　剣と命気オーラの扱いの天才で、近接戦闘能力は五人の中でも最優秀の一人。

　サツキと比べると命気オーラの力が厚く、能力の偏りが少ない。

　雇い主だとか王女だとか周辺事情が色々と面倒だが、アイリーン自身はその辺を気にすることはないだろうし、俺も特に意識する必要性を感じない。

　次にサツキ。

　その戦闘能力は以前にはアイリーンに劣っていたが、今はほぼ互角で、特に見切り能力に関してはアイリーンを超えて神がかっている。

　半面、純粋な命気オーラの力ではアイリーンよりもやや劣るのと、行動が軽率なのでその点が少し心配だ。

　三人目、ミィ。

　盗賊シーフとして優秀な能力を持ち、どんな仕掛けがあるか分からない遺跡の探索では非常に頼りになる存在。

　またアイリーンやサツキの陰に隠れて目立たないが、命気オーラを使いこなせるため戦闘能力もなかなかのものだ。

　武器が短剣ダガーであるため攻撃力には欠けるが、敏びん捷しよう性せいだけならアイリーンやサツキにも匹敵するし、瞬発的な判断能力や機転にも優れる。

　四人目、シリル。

　神の奇跡の使い手としては侍祭アコライト級の高い実力を持つ。

　だが鎚鉾メイスを扱った近接戦闘能力は最低限の訓練を積んだ程度で、ほかの面々と比べるとかなり心もとない。

　俺自身に近接戦闘の能力がないこともあって、今回は真っ先に候補から除外せざるをえないだろう。

　最後、イルドーラ。

　能力は未知数だが、本人は「人化した状態での力はそっちの娘子たち一人ひとりといい勝負じゃろう」と言ってアイリーンやサツキを示していた。

　竜ドラゴンの姿になれば戦闘力は間違いなくトップだろうが、あの遺跡の天井の低さでは竜ドラゴンに変化して戦うのは無理があると思われる。

　なお、今は興味がなさそうに大あくびをしている。頼めばやってくれそうな気はするが、基本的にはやる気がなさそうだ。

　さて、この中で誰を選ぶかだ。

　戦闘力だけでなく、諸々のバランスなども考えれば──

　……まあ、順当に彼女だろうな。

　俺は決断し、その少女の前に立つ。

「ミィ、一緒に来てくれるか？」

　俺は獣人の少女に向かって、手を差し出した。

　が、当のミィは驚いた様子だった。

「へっ……？　ミィでいいのですか？　アイリーンでも、サツキでもなく？」

　少女は不安と嬉うれしさが入り混じったような顔で、俺を見上げてくる。

　別におかしな判断ではないと思うのだが……。

「ああ。ミィの盗賊シーフとしての能力や戦闘能力などを総合的に見れば、俺が二人で遺跡探索に行くパートナーとしては、ミィが最も適任だと思う」

「そ、そうですか……はぅ、ちょっと予想外です……」

　ミィは視線を逸そらし、首をかいて照れくさそうにしていた。

「はぁ、振られちゃったか。──じゃあミィちゃん、お願いね」

「ま、しゃーないな。でもミィなら安心だ。任せたぜ」

「ミィ、私たちの分も、ウィリアムのことをお願いね」

　アイリーン、サツキ、シリルの三人は、少し残念そうな、あるいはホッとしたというような様子でミィにエールを送る。

　ちなみにイルドーラは、相変わらず興味がなさそうだ。

「あうあう……分かったです。ふわあっ、責任重大です……」

　仲間の期待を一身に託されたミィは、その頰ほおを染め、それから恥ずかしそうに俺のほうを見上げて、おそるおそるといった様子で俺の手を取ってきた。

「それじゃあウィリアム……よ、よろしくお願いしますです……」

　そう言ってきた少女は、奇跡のように可愛らしい生き物に見えた。
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　しばらくの後、俺とミィの二人は、遺跡内部と思しき建物の中にいた。

　結論から言って、俺とミィの二人が台座に乗ると、テレポーターは正常に機能した。

　石碑に書かれていた『つがい』というのは、別に夫婦関係になくてもよかったということだ。

　テレポーターによって移動した先は、石造りの小部屋だった。

　念のためミィがたいまつを、俺が光ライトの呪文による照明を用意しての突入だったが、万一の可能性として危惧していたような転移直後の襲撃などはなかった。

　それどころか、小部屋の天井には魔法による灯あかりまでが施されていた。

「持続光コンテイニユアルライトの呪文を使った照明か。探索側にとって至れり尽くせりのサービスだな。歓迎されているということか」

「逆に不気味ですけどね。こっちは宝物荒らしです。歓迎されるのはおかしいです」

　ミィはそう言いながらも、注意深く周囲に視線を走らせ、同時に猫耳をぴくぴくとさせ耳をすませているようだった。

　このあたり、周辺警戒の専門家であるミィが気を張ってくれるのは、いつもながら助かるところだ。そのおかげで、俺は俺で別の思考に集中できる。

「ミィ、いつも助かっている。ありがとう」

「へっ……？　な、何がですか？」

「いや、周辺警戒のためにいつも気を張っているのは疲れるだろう。それを文句ひとつ言わず当たり前にやってくれているんだ。感謝しかない」

「そ、それは、ミィの仕事ですし……でも、仕事を認めてもらえるのは、めちゃくちゃ嬉しいです……。こっちこそありがとうです……」

　ミィはひどく照れた様子で、そわそわとしていた。

　以前も思ったことだが、彼女は自分の仕事を褒ほめられるのに慣れていないのかもしれない。

　こういった様子を見てしまうと、もっともっと褒めて反応を見たくなってくるが──残念ながら今はダンジョン探索の最中だ、ほどほどにしておこう。

　そんなことを思っていると、ミィは周囲の警戒を完了したのか一息をついて、それから俺のほうをチラッと見てくる。

「……そういえば、ウィリアムとこうして二人きりになるのって、なんだか滅多にないような気がします。実際はそうでもないかもですけど」

　確かに。

　サツキもシリルもいない、二人だけというのは珍しい機会かもしれない。

「抜け駆けをしたくなりますけど、信用されて送り出されたんですから、お仕事はちゃんとやらないとですね」

　ミィはそんなことを言って、部屋の一方の扉のほうへパタパタと駆けていった。

　俺たちがいる小部屋は、家具も調度品もない殺さつ風ぷう景けいな場所で、床には大きく魔法陣が描かれていた。

　魔法陣は転移直後には燐りん光こうを放っていたが、今はそれも失われている。

　それ以外に部屋にあるものと言えば、二つの金属製の扉──俺やミィの最初の立ち位置から、向かって前方と後方の壁にそれぞれ一つずつある──ぐらいだ。

　ミィが向かったのはそのうちの片方で、後方側にあった扉だ。

「ウィリアム、またさっきの文字です」

　扉を調べていたミィがそう伝えてくる。

　俺は彼女のもとまで歩みより、獣人の少女が指し示す金属製のプレート──扉のかたわらにあったそれを見た。

　プレートには、古代文明文字で「退くならば其それもよし。但し二度と挑戦すること能あたわず」と記されていた。

　ミィが俺を見上げてくる。

「なんて書いてあります？」

「帰ってもいいが、その場合は二度とこの遺跡には挑めないとのことだ」

「ということは、こっちは出口ですか」

　ミィが扉を調べてから開くと、その先の小部屋には、遺跡の外にあったのと同じ二体の石像と台座が配置されていた。

　あの台座に乗れば帰還できるのだろうが──まあ、試すのはやめておいたほうがいいだろう。

「ひとまずこちらに用はないな。ミィ、向こうの扉も調べてもらえるか」

「はいです！」

　ミィはどこか嬉しそうに、もう一方の扉を調べに向かった。
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「……扉に罠の類たぐいは仕掛けられてなさそうですね……物音も特に聞こえないです」

　ミィは扉まわりを観察し、慎重にさわってみて、あるいは逆に無造作にペタペタと扉にふれ、耳をあてるなどしながら報告してきた。

　それから俺のほうへと振り返り、聞いてくる。

「ウィリアム、たしか透視シースルーという呪文があったですよね。この扉のむこう見れます？」

　扉のむこうに何が潜んでいるやもしれないのだから、その先の情報を少しでも知りたいと思うミィのこの感覚には共感できる。

　だが有益な情報というのは往々にしてタダでは手に入らない。

　まして今回は、魔素コストを払ってすらも叶かなわない可能性が高い。

「試してはいないが、透視シースルーは高確率で弾はじかれるだろうと見ている。無駄打ちは避けたい。あれは高位の呪文で、かなりの魔素コストを食う」

「弾かれる……？　そんなことがあるですか？」

「ああ。古代遺跡、特に迷宮型の遺跡には、情報系魔法の効果をシャットアウトする魔法遮断の壁というのはよくある仕掛けらしい。何作かの冒険記で同様の記述があった」

「にゃるほど。さすがウィリアム、冒険記マニアはダテじゃないです。──じゃあ、あの警戒アラートという呪文はどうです？　たしか目に見えない場所にいる敵でも察知できるのですよね？」

「警戒アラートに関してはすでに使っているが、反応がない。これも効果が打ち消されていると見ておいたほうがいいだろう」

「……むぅ。ウィリアム対策ばっちりの遺跡です。生意気です」

　ミィはそう言って、拗すねるように口を尖とがらせた。

　もちろん俺ウイリアム対策などというのはありえないわけで、強いてその表現を使うならば、魔術師メイジ対策が施されているのだと見るべきだろう。

　だが、俺の情報系呪文が役に立たないということは、ポジティブに考えればこうも受け取れる。

「だからミィ、キミがいてくれてよかったということだ。このダンジョンを踏破するには、キミの力が必要だ」

「ふにゅっ」

　俺はまたついミィの頭をなでてしまう。

　ミィは嬉しそうな、恥ずかしそうな様子で頰を染めていた。

　猫耳がときおりぴくぴくと動き、立てられた尻尾がゆらゆらと揺れる。

　思わず抱きよせたくなるぐらい可愛い。

　が、どうにか自制心でブレーキをかける。

「……本当に魔性の魅力を持っているな、ミィは」

「ふにゃ……？　何です？」

「いや、何でもない」

　こんな少女に告白されてオーケーしない男というのは、愚者に等しいのではないか。

　俺は自分のことを人並み以上には理知的な人間だと思い込んでいたが、実際はそうでもないのかもしれないなと思い直していた。
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　結局、それ以上の情報はあきらめて、素直に扉を開くことにした。

　ミィが扉に寄り、少しだけ押し開け、すき間からその先を覗く。

　そして──ミィは露骨にげんなりとした顔をした。

「うっわあ……すんごいアレなやつが来たです」

「どうした」

「見れば分かるです」

　ミィは無造作に扉を押し開ける。

　その先にあった光景を見て、俺はミィが言ったことの意味を理解した。

　扉を開いた先にあったのは、ある一点を除けば、殺風景な小部屋だった。

　俺たちが今いる部屋によく似ている。

　数歩も歩けば向こう側の壁にぶつかる程度の狭い空間で、対面の壁には扉があった。

　ただ一点、特徴的な部分。

　それは何かといえば──部屋の中央の台座に「剣」が突き立てられていたことだ。

　その剣は抜き身で、柄つかには宝石をあしらった装飾が施されており、刀身は炎を連想させる波型の刃を持っていた。

　刀身の形状を見れば、フランベルジュという種類の剣に似ている。

「サツキがいなくて良かったですね」

「まったくだ。スキップで剣を抜きにいく姿が目に浮かぶ」

「とは言え、どうしますアレ？」

「そうだな……十中八九イミテーターの類だと思うが、万一もありうる。──ミィ、投げナイフであれに当てられるか？　それで確定したら、直後に魔法の矢マジツクアローを叩たたき込む」

「にゃるほど。ちょっと難しいですけど、やってみます」

　ミィはそう答え、太もものホルダーから小型の投げナイフを一本引き抜いた。

　そしてターゲットを鋭く見すえて狙ねらいを定める。

　それを確認して、俺も杖つえを掲げて呪文の詠唱を始めた。

　ちなみに俺たちはまだ、当の部屋に入ってもいない。

　──ヒュッ！

　ミィが投げナイフを放った。

　それは台座に突き立てられた剣の刀身に過あやまたず命中し、カンという金属同士がぶつかる音──は、もちろんしなかった。

　ミィの投げナイフは、剣の刀身にぐさりと食い込んだ。

　刀身の金属に刺さってひび割れたというのではなく、どちらかと言うなら、肉に食い込んだという様子に近かった。

　そもそも本当に力のある魔剣だったら、ミィの投げナイフごときで傷がつくとも思えないが──いずれにせよ、これで確定だ。

　──キョェエエエエエエエッ！

「剣の姿をしていたもの」が「悲鳴」を上げる。

　ついで、それがモゾモゾと姿を変え、灰色の粘土のようになって盛り上がろうとするが──

「──魔法の矢マジツクアロー！」

　そこに俺は、四弾の光の矢を叩き込む。多重呪文行使マルチプルキヤストによる増幅は必要ない。

　破裂音が立て続けに鳴り響いた。

　光の矢は、うごめく粘土の命中した部分をそれぞれにはじけ飛ばし、こぶし大よりも大きな風穴を開けて爆散させていた。

　肥大化しようとしていた粘土のようなものは、それで活動を停止した。

　崩れ落ち、ゆっくりと溶けるようにして台座の上に広がり、やがて動かない粘土の塊のようになった。

「……終わったですか？」

　そう聞いてくるミィに、俺はうなずく。イミテーターに死を偽装するような知能はないはずだ。

　イミテーター──「擬態するもの」の呼び名をもったこのモンスターは、文字通り、何らかの無生物に姿を変えて獲物を待ち受け、それに騙だまされて不用意に近寄った者を不意打ちで食い殺すといった類の魔法生物だ。

　比較的頻繁に見られるのは宝箱チエストに擬態しているもの──俗称で「ミミック」などとも呼ぶ──だが、今回のように違った姿をとっていることもある。

　だがダンジョンに入ってすぐに目的の宝物とは、いくら何でもあからさますぎだ。

　入り口の石碑に「挑む」という言葉が使われていたことなどからも、そう易やす々やすと目的物を入手できるような構造になっているはずもなく、こんなものは疑ってしかるべきだ。

　まあいずれにせよ、このイミテータートラップはクリアだ。

　俺はひとつ、安あん堵どの息をつく。

「滑り出し順調ですかね？」

　眼下のミィがそう聞いてくるので、俺は再びその頭をなでる。

「ああ。だが油断せずに行こう」

「もちろんです。でもなでなではもっとしてくれてもいいです。これは油断ではなく勝利の報酬です。ウィリアムもミィにしてほしいことがあったら言ってくださいね？」

　ミィはそう言って、にぱっと笑いかけてきた。

　……してほしいこと……してほしいことか。

　抱きしめたい、とかいうのは男女関係としての交際を断っている以上はいかがなものかと思うし、そもそもその発想が出てくる時点でアウトだと考え、振り捨てる。

「いや、特にはないな」

「ホントですかぁ？　……何なら、『エッチなこと』でもいいんですよ？」

　ミィは頰を赤らめながら、上目遣いでそんなことを言ってきた。

　その姿に俺は、ドキリとさせられてしまう。

　だが、ミィはすぐにくるりと身を翻ひるがえし、

「な、なーんちゃって。本気にしました？　冗談ですよ。エッチなことはダメです」

　今度はそう言って、右手の人差し指を口元にあててウィンクしてきた。

　なんというか、無茶苦茶に可愛かった。

　それで──俺は理性のタガが一個外れて、こんなことを口走ってしまったのだ。

「ミィを抱きしめたい、というのは、エッチなことに含まれるのか？」

「へっ……？」

　ミィが石になったように固まった。

　それを見て我に返った俺は、コホンとひとつ咳せきをする。

「いや、今のはジョークだ」

「……そ、そうですか。ジョークじゃ仕方ないですね。……まったく、ウィリアムのジョークはタチが悪いです。そんなことより、先に進みましょうか」

「ああ、そうだな」

　何だか微妙な空気になってしまった。

　俺とミィは互いによそよそしい感じで、イミテーターのいた部屋を横切った。

　その際、ミィが何かをつぶやいたように思えたが、何を言ったかまでは聞きとれなかった。
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　次の扉を開くと廊下に出た。

　廊下の幅は広めで、俺とミィが両手を広げて横に並ぶとちょうどというぐらい。正面に向かってまっすぐ進んでいる。

　俺とミィは、そこを道なりに直進していった。

　俺は自分の左手、半歩前を進むミィの後ろ姿にちらりと視線を送る。

　猫耳族ミヤールの少女は、視線を注意深く周囲へと走らせ、慎重に歩みを進めていた。牛歩というほどではないが、ゆっくりだ。

　俺は彼女の邪魔をしないよう、静かにそのあとに続く。

　そのとき、周囲に視線を投げかけていたミィが斜め後ろを向き、ふと俺と目が合った。

「あ……」

　すると、ミィの頰が一気に真っ赤になった。

　ミィは慌てて俺から視線を外す。なんだかそわそわしている様子だった。

　それからまた少し進む。

　そこで、ミィがぽつりと口を開いた。

「……ウィリアム、ごめんなさいです」

「……？　何がだ？」

「ミィはダメかもです。こんな注意力散漫、盗賊シーフとして終わってます。自己嫌悪です」

「…………」

「でもウィリアムも悪いですよ。こんなの無理です。胸がはち切れそうです。……今が冒険中じゃなかったら、ミィは……」

「…………」

　ミィの尻尾が落ち着かない様子でゆらゆらと揺れる。

　後ろから見た小柄な少女の横顔は、その耳と頰とが真っ赤だった。

　俺の胸に、愛おしさがこみ上げる。

　時と場合を考えない衝動的な願望に体が乗っ取られそうになる。

　だが──どうにかそれを振り切って、自制心を保つ。

「……すまん」

　我ながら何に対して謝ったのか分からなかった。

　しかしミィは、なんらかの解釈をしたようだ。

「謝ったらダメです。ジョークなんですから。ジョークの建前なんですから。それ謝ったらジョークがジョークじゃなくなります。……ああでも、ミィが悪いですね。全部ミィのせいです。ああもう頭の中がごちゃごちゃです」

　ミィも混乱しているようだ。

　俺が反応せずに黙っていると、ミィは俺に背を向けたまま言葉を続ける。

「でもウィリアムがウィリアムらしくないことするからです。ジョークじゃないものをジョークだなんて、そういう保身のためのウソをウィリアムはつかないです」

　言われて驚いた。

　確かに俺はそういうものを嫌っていたはずだ。

　あのときは何かを誤魔化すように、つい口をついて出てしまったが──

　しかしそんな俺の内心を知る由もなく、ミィはさらに言葉を紡ぐ。

「……でもこれもミィの思い込みなのですよね。ウィリアムが言ったんだから、それはウィリアムが言うことです。……ニセモノ、じゃないですよね？　転移したときに、本当は転移してきたのはミィだけで、ウィリアムはまだ遺跡の外で、今ミィの後ろにいるウィリアムは実は──なんて」

　妙なところに発想が飛んだものだと思ったが、久々に明快に返答できる内容だったので即答する。

「いや、それはない。俺は本物だ」

「……ですよね。ごめんなさいです、変なことを聞いて」

「いや、構わないが」

　別に俺が本物だと言ったところで、ニセモノが本物だと自称することだってあるのだから何の保証にもならないのだが、ミィはそれで納得した。

　ちなみに言えば、逆にミィが本物である保証もないのだが──そんなもの、別段の違和感もないのに深く考えても思考の沼に嵌はまるだけだ。

　目の前の現実に確証など求めすぎたところで、最終的に我思うゆえに我在りしか残らない。

　俺たちは常に、ほどほどに不確かな世界の中で、それなりに確からしいと感じるものを信じながら生きている。

「でも、変なことを考えたせいで少し落ち着きました。もう大丈夫だと思うです。取り乱してごめんなさいです」

「いや、こちらこそすまない」

「はいです。──あんまりミィを誘惑すると、盗賊シーフとして使い物にならなくなるからダメですよ、ウィリアム？　全部終わって、宿に戻ってからにしてください。そうしたらミィは、いくらでも受け入れますから」

　そう言ってミィは、にぱっと笑顔を向けてきた。

　あまり誘惑するな、はこちらの台詞せりふだと思ったが、口には出さなかった。
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　しばらく直進して行くと、やがて廊下は右手へと曲がる。

　先行して忍び足で曲がり角に寄ったミィが、その先を覗き見てから、後続の俺を招き寄せる。

　俺はミィのそばまで行くと、彼女の真似をして曲がり角の先を覗いてみた。

　そこは少し進んだところでつきあたりになっていた。

　つきあたりには扉があり、その少し手前側の左右に石像が一体ずつ、合計二体が設置されている。

　その石像は、どちらも同じ怪物の姿を模したものだった。

　台座の上に、人型の怪物が背を丸めた姿勢で座っており、台座についた両手には鋭い爪つめ、背にはコウモリの翼、頭部には二本の角が生え、獣のような口には鋭い牙きばがずらりと並んでいる。

　それらを確認した俺は、出していた首を戻し、曲がり角のこちら側へと戻った。

　ミィが俺を見上げてくる。

「……ウィリアム、どう思います？」

「いや、どうと言われてもな。あれほどあからさまだと別の可能性を疑いたくなるが」

「……んん？　どういうことです？」

　ミィが首をかしげた。

　それにつられ、俺も首をかしげる。

　話が嚙かみ合っていない。

「ミィ、ひょっとしてだが──あの石像の怪物を知らないのか？」

「はい、知らないです。ミィは魔術学院で色々と学んだ物知りなウィリアムとは違うです。知っているなら教えてほしいです」

「そうか……いや、魔術学院で学んだというわけでもないのだが」

　なるほど、誰もが冒険物語の愛好家というわけでもない。

　数々の冒険物語の常連的存在であっても、ドラゴンやゴブリンほど一般に知られている存在ではないということか。

　俺はちょっとしたカルチャーショックに驚きつつも、ミィにそれを教える。

「あれはガーゴイル──石像の姿で冒険者を待ち受けるモンスターだ。ずる賢く、冒険者がただの石像と油断して近付いたり、通り過ぎたりしたところに奇襲を仕掛けてくる。そういった意味では、イミテーターとも似ているが──そういえばミィは、イミテーターのことは知っていたのに、ガーゴイルは知らないのか？　宝箱チエストイミテーターならともかく、剣に化けたイミテーターなどかなりマイナーだと思うが」

「いえ、イミテーター……ですか？　あれもモンスターだとは知らなかったです。ただアホほど怪しいと思っただけです」

　……なるほど、そういうことか。

　サツキなどと比べてミィはだいぶ合理的に物事を考えるタイプだとは思っていたが、合理性と知識量とはまた別物だということだ。

「ウィリアム、それであのガーゴイルというのは、相当強いモンスターです？」

「いや、モンスターランクで言ってＥランクだから、そこそこといったところか。動きの速さだけで言えば、ミィなら二体を相手どっても翻ほん弄ろうできると思う。ただ本物の石像のように硬いから、ミィの短剣ダガーではろくに刃が通らないだろう」

「……やっぱりですか。なんとなくそんな気はしてたです」

　ミィがげんなりしたように言う。

　ロックワーム、ドラゴン、そしてガーゴイルと、ここのところ岩のように硬いだの鉄のように硬いだのといったモンスターばかりで、攻撃力の低いミィには厳しいところだ。

「だとすると、どうしましょう？」

「そうだな──ミィの短剣ダガーに炎熱武器ヒートウエポンをかけて頑張ってもらってもいいが、最悪アレがガーゴイルでなく、『ガーゴイルを模した単なる石像』の中に空洞があって、そこに毒ガスが詰まっている罠トラツプ、などという可能性もある。初手から接近戦を想定するのは避けたいところだな」

「……ウィリアムはときどき、盗賊シーフより盗賊シーフらしい発想をするですよね」

「誉め言葉と受け取っておく──なのでまずは魔法の矢マジツクアローを叩き込んでみて、それで倒せなければミィに切り込んでもらいたい」

「分かったです。魔法の矢マジツクアロー、大活躍ですね」

「初級の呪文で魔マ素ナの消費が少ないからな。それに高位のモンスター相手でなければ、攻撃力も使い勝手も十分。魔マ素ナの節約に最適だ」

「ウィリアムはいい主夫にもなれそうです」

　俺はその後、呪文の詠唱を完成させつつ廊下の曲がり角に出て、ガーゴイルと思しき二体の石像に向けて魔法の矢マジツクアローの呪文を放った。

　それぞれ二発ずつ割り振った魔力の矢マジツクアローは、うち一体の石像の頭部と腹部を貫いて破砕。

　もう一体の石像は、胸部と腹部に風穴をあけつつも、ほうほうの体ていで襲い掛かってきたところを、颯さつ爽そうと躍り出たミィが応戦してトドメを刺した。

「さすがだな、ミィ」

「何を言ってるですか。さすがなのはウィリアムのほうですよ」

　俺とミィは、互いにニッと笑って拳を合わせる。

　そうして順調に第二関門を突破した俺とミィは、さらに先へと進んで行くのだった。
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　二体のガーゴイルを撃破した俺とミィは、ついでその先にある扉へ取り掛かった。

　例によってミィが慎重に近付き、調査を始めようとするのだが──

　少女は扉の少し手前、二つの台座の間ぐらいの位置でぴたりと静止した。

　ミィの視線は上方、扉のすぐ前の天井に向けられている。

「あー……天井に、露骨に怪しいすき間があるですね」

　ミィはそう言って、天井を指さしてみせる。

　俺はミィの近くまで寄って、彼女が指さす場所を見てみた。

　すると──なるほど、天井の一部に横長のすき間があるのが分かった。

　巧妙に、壁掛けの照明の光が届かない暗がりに隠されており、ミィに指摘されて注意して見なければ気付かなかっただろう。

　すき間は剣の鞘さやを横向きに置いたぐらいの大きさの穴で、ちょうど扉の前に立ったときに頭上に来るぐらいの位置にある。

[image: ]

「あれは……罠トラツプか？」

「だと思うです。扉を開けるか、ドアノブをひねるか何かしたときに、あそこから何かが落ちてくるパターンだと思うですけど」

「なるほど。しかしミィ、よくあんなものに気付いたな。俺は言われるまでさっぱり分からなかった」

「こう見えてミィはプロの盗賊シーフですからね。このぐらい朝飯前です」

　えへんと得意げに胸を張るミィ。

　俺がその頭をなでてやると、「にゃはっ」と言って嬉しそうにしていた。

　そろそろ定番のやり取りであるし、俺もためらいがなくなってきた。

「罠トラツプの解除はできるか？」

「もちろん、任せるです。でも発動させた方が早いかもです」

「……どういうことだ？」

「まあ見ているです」

　ミィはそう言って、俺に今一度、後方に下がるように指示する。

　そして俺が曲がり角あたりまで後退したのを確認すると、ミィはこれまで以上に注意深く、扉へと近付いていった。

　そして、扉や周辺の壁、床、天井などを凝視して──

「──ああ、そっちですか」

　そうつぶやいたかと思うと、扉の前まで歩み寄って、最後の一歩の前でストップする。

　しかる後に、その最後の一歩を踏み込むと──

　そこからのミィの動きは、恐るべき素早さだった。

　野生のネコ科動物をも超えるような驚異的な俊敏さで数度のバックステップを踏み、あっという間に俺の隣まで後退してきた。

　そして、それより一拍遅れて──

　──ガラガラガラガラ、カーンッ！

　扉の前では、問題のすき間から何か大きくて鋭いものが落下してきて、その真下の石床に激突した。

　それが何なのかと、よく見てみると──

「……あれは、ギロチンか？　断頭台があるわけではないが」

「そんな感じですね。鎖を使った吊つり下げ式のギロチンです。扉を開けようとして前に立ったら、頭から真っ二つにカチ割られるやつです」

　天井から落ちてきたのは、鎖に繋つながれた大きな刃だった。

　それは大型の斧おのの刃に似た半月状の刃で、あんなものが生身の人間の頭に落ちてきたら当然ながら即死だろう。

　今は刃の先端部が石床にわずかに食い込み、それを吊り下げた鎖は床にじゃらりとたわんでいる。

　が、それが──

　……カラカラカラカラ。

　やがて天井のすき間に引き上げられるように、鎖が持ち上がっていった。

　そのまま待っていると、鎖も刃も天井のすき間に戻っていって、何事もなかったかのように元の状態に戻った。

　ただ石床に、刃が食い込んだあとが残っただけだ。

「んー、戻るですか。少しめんどくさいですね」

　ミィがそうつぶやく。

　おそらくもう一度あそこの床を踏めば、再び同じようにギロチンの刃が落ちてくるのだろう。

　しかし、あの構造なら──

「もう一度あの床を踏んで、ギロチンが落ちてきたあとに通ればいいのでは？　落ちてきてから戻り始めるまでにも数秒の間があったと思うが」

「はいです。ミィもそう思っていました。シンプルですけど的確な切り抜け方です」

　なんなら落ちてきたときに魔法の矢マジツクアローでも撃ち込んで鎖を破壊、罠トラツプ自体を再起不能にしてやってもいいのだが。

　別に突破のタイミングがシビアということもないし、わざわざ魔マ素ナの無駄遣いをする必要もないだろう。

「それにしても、石像のモンスターを倒して一息ついたところにギロチントラップとか、ずいぶんと殺意の高いダンジョンですね」

「まったくだ。一緒に来たのがミィで良かった」

「えへへー。でもそれは、ウィリアムの目に狂いはなかったということでもあるですよ？　ウィリアムはミィよりもミィのことを分かってます」

　第三の関門をクリアした俺たちは、無事に扉をくぐっていった。
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　ガーゴイルとギロチンを突破して扉をくぐると、その先にはまた廊下がまっすぐに続いていた。

　俺とミィは再び、注意深く廊下を前進していく。

　しばらく進むと、右手側の壁に扉がひとつあるのが見えてきた。

　廊下そのものは前方へと続いたままだが、扉に興味はひかれる。

「あの扉、調べますか？」

「頼む」

「了解です！」

　ミィはびしっと敬礼のポーズをとると、扉に近付いて罠の有無などを調べ始めた。

　そしてひととおりを調べ終えると、そのまま小さく扉を開け、中を覗き込み、ついで俺を扉の前まで招きよせた。

「またなんだか、どう受け取ったらいいのか分からない部屋です」

　ミィはそう言って扉を開き、その先の光景を俺に見せてきた。

　そこは中程度の大きさの部屋だった。

　部屋の奥には四体の石像が並んでおり、その手前側には宝箱チエストが一つ配置されている。

　さらに宝箱チエストの横には石碑と、石造りの台がひとつずつあり、台の上には淡い光を放つ小型ハンマーが三つ置かれていた。

　部屋の奥の四体の石像はいずれも人の姿を模したものだが、それぞれ少しずつデザインが異なっている。

　ひとつは背中に天使のような翼を持ち。

　別のひとつは額から一本の角を生やし。

　また別のひとつは手指の先から長く鋭い爪を生やし。

　最後のひとつは口から猛獣のような鋭い牙を生やしていた。

　ミィは慎重に見回しながら部屋に入ると、石碑の前まで移動する。

　そして周囲をひととおり調べてから、俺を呼んだ。

「ウィリアム、またあの文字です」

　ミィが石碑を指して俺を手招きする。

　歩み寄って石碑を見ると、そこには古代文明文字でこう記されていた。




　宝物は剣のみに非あらず。

　この箱の中の些さ細さいな宝物を望むなら鍵かぎを探せ。

　鍵は石像の中に在り。

　石像は翼を持ち、角を持ち、長く鋭い爪を持ち、獰どう猛もうな牙を持つ。

　正しき石像へと鎚つちを振るえ。

　一つの鎚は一度のみ。

　されど運に頼るべからず。余すが必定。




　なるほど。

　この遺跡には炎の魔剣を求めて潜ったのだが、どうやらそれ以外の宝物も用意されているらしい。

　そして、目の前の宝箱チエストの中に入っているその「些細な宝物」が欲しければ、この謎かけリドルを解けということのようだ。

「鎚」というのはおそらく台の上の小型ハンマーのことで、あれを「正解」の石像に振るえば「鍵」が取り出せる仕組みなのだろう。

　なお、俺が石碑の文字を解読する一方で、ミィは宝箱チエストのほうを調べていた。

　少女は俺を見上げて口を開く。

「この宝箱チエスト、罠はなさそうですが、魔法的な仕掛けで鍵がかかっているみたいです。ミィでは開けられません。──石碑にはなんて書いてありました？」

　そう聞いてきたので、俺はミィに、石碑に書かれていた内容をそのまま現代語に訳して伝えた。

「ふみゅ……石像が四体に、ハンマーが三つですか。ヒントもよく分からないです。運に頼るなってことは、当てずっぽうでは駄目ということですよね……？」

　ミィはそう言って考え込んでしまった。

　……いや、引っかかるものなのかこれは？

　まず「あの正解」で間違いないと思うのだが。

　ミィは少し考えてから、お手上げというように両手を上げた。

「ミィはギブアップです。ウィリアムは分かりますか？」

「ああ。十中八九これで正解だろうというものは思い浮かんでいる」

「ホントですか？　さすがはウィリアムです」

　ミィはそう言って、キラキラとした尊敬の眼差しを向けてきた。

　……これで外していたら恥ずかしいな。

　だが条件にぴったり合うのだから、「あれ」で間違いないだろうと思う。

　俺は石の台に置いてあった三つの小型ハンマーのうち、二つを手に取って、目的の場所へと向かった。
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「あれ……？　ウィリアム、どこへ行くですか？」

　二本の小型ハンマーを手に部屋を出ようとする俺を、ミィが呼び止める。

　彼女は部屋の奥に並んでいる、四体の石像を指さしていた。

「『鍵』を回収しに行く」

「え、でも……『鍵』があるのは石像の中だって書いてあったですよね？」

「ああ。だが『この部屋にある石像』とは書いていない」

「んん……？」

　ミィは首をかしげながらも、俺のあとについて部屋を出た。

　俺は廊下に出ると、ギロチンが仕掛けられていた扉へと向かっていく。

　すると、しばらく進んだところで──

「ああーっ！　……そ、そういうことです？」

　ミィも俺と同じ答えに行きついたようだった。

　俺は彼女に向かってうなずいてみせる。

「ああ。条件がすべて合致するから、それで正解だと思うが」

「た、たしかに……。あうぅ、こんな初歩的な引っかけにやられるなんて……！」

　ミィは悔しそうに頭をかかえ、もだえていた。

　俺はそんな彼女と一緒に扉をくぐり、再びギロチンをふみ越え、ガーゴイルと戦った廊下へと戻った。

　そこには二台の台座のほかに、俺とミィとで撃破した二体のガーゴイルが床に転がっていた。

　ミィがその一体にぴょこっと駆け寄り、もはや動かなくなったその石像を指先でつんつんとつつく。

「……でも、これズルくないです？　モンスターじゃないですか」

「ガーゴイルはもともと、石像に魔力を与えてモンスター化したものと言われているからな。それに謎かけリドルというのはだいたいそんなものだ。そう厳密なものじゃない。──要するに出題者の思考当てクイズだな」

　俺はミィの隣まで歩み寄り、小型ハンマーを目の前の石像──ガーゴイルだったものに向けて振り下ろした。

　淡い光を放つ小型ハンマーが石像に命中すると──

　石像そのものがパァッと白く輝き、ついでさらさらと、細かい砂のようになって崩れ去った。

　そのあとには、何もない。砂の山が残っただけだ。

　かきわけても、何も見つからない。

「外れ……です？」

「どうやらそのようだ」

　俺はミィに答えつつ、もう一体の石像のほうへと向かう。

　そちらにも、ハンマーを振り下ろした。

　すると──チャリン。

　石像が砂のようになったのは変わらなかったが、その中から金色に輝く鍵がひとつ出てきた。

「ビンゴです。さすがウィリアムです」

「いや、当たっていてよかった。大口を叩いた手前、内心では少しドキドキしていた」

「へぇ。ウィリアムでもそういうのあるですか」

　俺は金色の鍵を拾い、ミィを連れて宝箱チエストがあった部屋に戻る。

　そして宝箱チエストの鍵穴に鍵をさした。

　──キィン！

　どこか甲高い音がしたかと思うと、宝箱チエストが淡く光り、やがてその光が消えていった。

　ミィがあらためて周囲を警戒し、箱を調べなおしてから、そのふたを開ける。

　きぃぃっという蝶ちよう番つがいの鳴る音とともにふたが開き、宝箱チエストの中身が姿を現した。

　中には三つの宝物が入っていた。

　ポーションと思しき液体が入った瓶がひとつと、杖が一本、そしてブーツが一足だ。

「……魔道具マジツクアイテム、でしょうか？」

「だろうな。『些細な宝物』と言っても古代遺跡の宝だ」

「ホクホクですね」

　ミィがにひっと嬉しそうに笑う。

　魔道具マジツクアイテムは全般に極めて貴重な品だ。

　モノによっても大きく価値は変わるが、専門店に持っていけば最低ランクのものでも金貨数十枚──すなわち一般市民の月収に相当するほどの値段で買い取ってもらえるはずだし、最上位のものになれば金貨数千枚にも及ぶ値付けになる。

　もちろん、モノによっては売らずに自分たちで使ってもよい。

　なお、どんな魔力を持ったアイテムであるかは魔法分析アナライズの呪文を使えば分かるのだが、魔法分析アナライズは高位の呪文であり魔マ素ナの消費が大きいためダンジョン探索中の使用は避けたいところだ。

　俺はそう考え、そのまま各アイテムを布で包み、荷物袋にしまった。

　それを見ていたミィが首をかしげる。

「ウィリアム、布で包んだのはなぜです？」

「古代の魔道具マジツクアイテムの中には、呪いカースがかかっているものもあるからな。呪いカースの発動条件は様々だが、ひとまず手で直接さわるのは避けたい」

「にゃるほど。盗賊シーフとして勉強になりますです。……っていうかウィリアム、実は盗賊シーフなのでは？」

「いや、普通の導師ウイザードだな。ミィのように罠トラツプの探知や隠おん密みつ行動が得意ということはない」

「それはそうかもですけど。『普通の』は絶対ウソです。ただ事じゃない導師ウイザードです」

　そんなやり取りをしながら、俺とミィは宝箱チエストのあった部屋をあとにする。

　そして廊下に出ると、遺跡のさらに奥へと進んで行った。
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　──一方その頃。

　魔王を「極獄の宝珠」の力によって封じ込めた国王アンドリューたちは今、国内の小都市のひとつに居を構えていた。

　アンドリューら王国軍が魔王と衝突したのが、この小都市である。

　この小都市に現在駐留している戦士──王国騎士や宮廷魔術師らの数は、従騎士スクワイアなどのお側そば付づきを除けば五十人ほどだ。

　王国兵力の総数は常備軍だけでも一千人ほど、戦時に動員できる最大の兵数は一万人近くにも及ぶのであるから、この五十人ほどという人数はかなり少ないものであると言える。

　これは、魔族という強力な個体しかいない少数精鋭の敵を相手どるにあたって、雑兵を交えた大軍で挑むのは、無駄に戦死者を増やすだけの愚策であると判断されたためだ。

　また兵へい站たんや機動力確保、動員フットワークの重さ、魔王問題以外の治安維持の都合などとも相まって、王国軍側も少数精鋭の部隊──しかし魔族たちとの数と比べれば三倍は多い──が編成されたのである。

　だがそれゆえに、ここに集っている者たちはいずれも実力者であった。

　その一人ひとりが、ゴブリンの群れやオークの小集団ぐらいなら単身で撃退してしまえるほどの力を持ち、魔族とも一対一で対等に渡り合える豪傑揃ぞろいである。

　王国が誇るエリート戦士たちが、今まさにここに集結しているのだ。

　その精鋭部隊の力をもって魔王率いる魔族の小集団と激突し、アンドリューたちは比較的少ない犠牲で魔王を封じ込めることに成功していた。

　魔王は現在、都市の中央広場にいる。

　極獄の宝珠が作った二十メートル四方ほどのエネルギーフィールドは、魔王ほか七体の魔族をその場に封じていた。

　ほかの魔族はすでに倒されており、残る敵はそこにいる魔族たちだけだ。

　アンドリューら王国軍が魔王たちを封じ込めてから、すでに二日が経過していた。

　決戦のときは、極獄の宝珠の効果が失われたとき。

　これは宝珠の効果が発動してから六日から八日の後であると目されており、少なくともあと四日は安泰であるというのが、従軍している宮廷魔術師たちの共通見解である。

　ゆえに、それまで戦士たちは、ひとときの休息についていた。

　なお、この都市の一般市民たちは、すでに別都市への一時避難が完了している。現在この都市に駐留しているのは、魔王退治に直接的・間接的に携わる者だけだ。

　アンドリューたち重鎮が滞在しているのは、この小都市の領主の館やかただった。

　本来の持ち主である領主は、今は館の隅っこで肩身を狭くしている。

　国王アンドリューは今、館の食堂を会議室に見立て、重鎮たちと軍議という名の雑談をしていた。

　──と、その軍議の場に、一人の騎士が駆け込んでくる。

　それにいち早く気付いたアンドリューが、騎士に声をかけた。

「どうした騎士ラングレー。何かあったか」

「ええ！　すぐに来てください、国王！　魔王が……！」

　その騎士の様子に、アンドリューはまなざしを鋭く細め、立ち上がる。

　彼は従士から自分の愛用の魔剣を受け取ると、呼びに来た騎士とともに部屋を出た。

　軍議に参加していたほかの重鎮たちも、ただ事ならぬ雰囲気を感じて、思い思いにアンドリューのあとに続く。

　領主の館の廊下を早足で進む、アンドリューと国の重鎮たち。

「それで。魔王がどうした」

「はい、それが──やつは突然、一緒に封じ込めてあったほかの魔族たちを襲って、それを食い始めたのです」

「……なんだと？」

　廊下の窓から外を見れば、空にはどす黒い暗雲がたちこめ始めていた。
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　アンドリューたちが街の中央広場に向かうと、そこには凄せい惨さんな光景が広がっていた。

　極獄の宝珠による牢ろう獄ごくが破られたわけではない。

　だがその内部、魔王のほかに数体いた魔族たちはあらかたが食い散らかされ、あちこちに肉片が飛び散り、緑色の体液が地面に広がっていた。

　魔王はというと、今は最後の一体の調理を開始しようとしていた。

　極獄の宝珠が作るエネルギーフィールドの端でおびえる魔族。

　そこに魔王が無造作に歩み寄る。

　魔王の体は、体格に恵まれた人間といったぐらいの体型だった。

　だが今はそれが怪物的に膨張し、オークにも似たぶくぶくとした肥満体が筋肉と氷鎧をまとったような姿になっていた。

　その体からは、漆黒の命気オーラが溢あふれ出でるように発せられている。

　それを見たアンドリューは、極獄の宝珠の外にいながら、険しい表情で側近の宮廷魔術師長、ジェームズ・グレンフォードへと声をかける。

「姿が変わっているな。ジェームズ、あれをどう見る」

「さて、前例は寡か聞ぶんにして存じませんが、おそらくは共食いの結果かと」

「だろうな。食当たりを起こして自滅でもしてくれればいいが──ありゃあどちらかと言うとパワーアップしていそうな雰囲気だな」

「はい。少なくとも、そうであると想定して戦術を練り直すべきでしょう」

「半日かけた軍議の結果が白パ紙ーか。暇をさせてはくれんな」

　二人がそうして話している間にも、魔王は最後の雑ざ魚こ魔族を襲っていた。

　もはやこれまでと魔王に反逆した魔族の胸を、魔王が放った手刀がひと突きで串くし刺ざしにする。

　そして魔王の手は、そこにあった魔族の臓物を引っこ抜いた。

　ギャアギャアと悲鳴を上げてもがき苦しみ、地面をのたうち回る魔族。

　それを足で踏みつけにしつつ、魔王は臓物を口に運び、おもむろにかみちぎり、咀そ嚼しやくする。

　あとはもう、ただの残虐な殺さつ戮りく劇げきだった。

　臓物を食べ終わった魔王は、次には魔族の腕を引きちぎって食べ、さらには脚を、尻尾を、それから胴体の肉に食らいついて、最後に頭部を嚙み砕いていく。

　その途中で魔族は動かなくなり、殺戮劇は単なるグロテスクな食事風景へと変わった。

　そして全部の食事を終えると──どくん、と魔王の肉体が震えた。

　ついで、その肉体がさらに一段階もり上がり、身にまとった漆黒の命気オーラが濃度を増す。

　やがて魔王は、アンドリューのほうへと視線を向けた。

　両者の間には、極獄の宝珠によるエネルギーフィールドがある。

　魔王はゆっくりと、エネルギーの壁へと歩み寄り、ついにはその障壁の前に立った。

　膨れ上がった巨体が、静かに腰を落とし、素手格闘技の達人を思わせる姿勢で腰だめに拳を構えた。

　その拳に、魔王の漆黒の命気オーラが集中していく。

「……ジェームズ。たしかあの極獄の宝珠がつくるエネルギーの牢は、力ずくでは絶対に破れないという話だったと思うが」

「はい。確認しうるすべての関連史料に目を通しましたが、物理的・魔法的その他の力によって強制的に破壊されたという前例は、いかなる文献にも存在しませんでした」

「そうか。ところでこれは俺の勘だが──その史料には、新たな一ページを加えなければならなくなるぞ」

　アンドリューが、そう予言をした直後──

　──ガゴォオオオオオオオン！！！

　城じよう塞さいに破は城じよう槌ついを衝突させたときの何倍にも匹敵する衝撃音が、あたりに響き渡った。

　魔王の拳が、極獄の宝珠が作るエネルギー壁に打ち付けられていた。

　──ヴ、ヴンッ……！

　エネルギーの牢が、ほんのわずかだが明滅した。

　それはすぐに元の形を取り戻したが、拳が打ち付けられる前と比べると、その様子はどこか心こころ許もとない。

　魔王は一度息を吐き、再び拳を構える。

　その場に集まっていた王国の最精鋭たちが、にわかにざわめき始めた。

　それらを確認したアンドリューは、部下たちに向かって素早く指示を出す。

「アイリーンに緊急連絡だ──事情が変わった、竜イルドーラとともにすぐに現地に飛んで来い、炎の魔剣は手に入ってなくても構わん。それからこの街にいる勇者たち全員に通達。臨戦態勢を整えてただちに広場へ集合。先方のわがままでパーティの予定が早まったと伝えろ」

　アンドリューの指示を受け、伝令に走っていく部下たち。

　それを横目で見ながら、アンドリューはもう一人の側近──王国騎士団長ディランへと声をかける。

「魔王というのがこれほどの相手だとは、正直に言って予想外だ。──この戦い、勝てると思うか？」

　対する騎士団長ディランは、三み十そ路じごろの顔立ちになかば軽薄そうにも見える薄笑いを浮かべつつ、その糸のように細い目を光らせる。

「さあ、どうでしょうねぇ。しかし勝たねば事実上の国の滅亡でしょうから、勝つよりほかにありませんね。──それにしても陛下、もうあれ『魔王』とかいう次元ではないのでは？」

「ほう、そう見るか。では魔王でなければ何だ」

「そうですねぇ……魔王の格上なれば、『魔神』とでも呼びましょうか」

「安いネーミングセンスだな。だが気に入った。あれは『氷の魔神』として我が国の歴史に書き記すことにしよう」

　それを聞いた騎士団長ディランは、アンドリューに向かって肩をすくめてみせる。

「あれを打倒して、生きて帰れればの話ですね」

「なんだディラン、お前負ける気でいるのか？」

「実際にやってみないと何とも。ただ、私が本気を出せる相手──まして武王アンドリューと肩を並べてともに戦える相手など、今生で二度と出会えるかも分からない。存分に楽しませてもらいますよ」

「俺も最近、国の業務で忙しくて鈍ってるからなぁ……ま、やるだけやるか」

　話を終えると、その場で準備運動や柔軟体操を始める国王と騎士団長。

　その二人の様子を見て、宮廷魔術師団長ジェームズは、やれやれといった様子でため息をつくのだった。














　炎の魔剣が眠る遺跡の前。

　アイリーンは岩場に立てかけられた魔法の手鏡を前にして、そこに映った人物と対話していた。

　手鏡には彼女の顔見知りの宮廷魔術師が映っている。

　アイリーンは今、その宮廷魔術師が使った交信コンタクトの呪じゆ文もんによって、国王アンドリューからの緊急連絡を受け取っていた。

「……うん……うん、分かった。炎の魔剣が手に入ってなくても、すぐに来いってことね。それじゃ、そっちも無理はしないで。うん、またあとでね」

　交信コンタクトが切れると、アイリーンは手鏡を荷物にしまう。

　そして、はぁとため息をついて、その場にいるほかの三人──サツキ、シリル、そして竜娘イルドーラのほうを見る。

「で、結局なんだって？」

　サツキが聞くと、アイリーンは首を横に振った。

「予定が狂ったから、イルドーラさんを連れてすぐに飛んで来いって」

「すぐにって──じゃあウィルとミィはどうすんだよ」

　ウィリアムとミィの二人が、遺跡の前の仕掛けに乗って姿を消したのは先刻のことだ。

　それからしばらくの時間がたっているが、いまだに戻ってくる気配はない。

　アイリーンは苦渋の決断をせざるを得なかった。

「苦しいところだけど……置いていくしかないね。戻ってくるまで何時間かかるかも分からないし、二人を待っていたせいで王国騎士団が全滅──お父さんも騎士団のみんなも死んでしまった、なんていうのは、僕は嫌だ。イルドーラさんに乗せていってもらえば、現場までは大した時間もかけずに急行できるから」

　アイリーンがそう言って竜娘の方をちらと見ると、当のイルドーラはくああっと大あくびをする。

「主あるじ殿どのを置いていくというのは、気が進まんがの。アンドリューの娘──アイリーンと言ったか。お主のその自分勝手で個人的な物言い、わしは嫌いではないぞ。大義だのといった綺き麗れい事ごとを持ち出されるよりよほど気分がいい。それに主殿に寄りかかるばかりでないその心意気も気に入った。お主が望むなら、わしはお主を乗せて飛んでやるし、助力もしよう」

　そう言ってから、イルドーラは挑発するな顔でサツキとシリルのほうを見る。

「そっちのお主らは、主殿という親鳥から離れられぬ雛ひなのようにここで待っていてもよいが、どうするかの？」

「──っ！　そりゃどういう意味だよ！」

　サツキが詰め寄って、イルドーラの胸倉をつかむ。

　だがイルドーラは終始ニヤニヤ顔で、それ以上は何も言わなかった。

　サツキは舌打ちをして、イルドーラの胸倉から手を放す。

「あたしは……ウィルがいなきゃ何もできないって、そういうのにはなりたくねぇ。……ちょっと考えさせてくれ」

「うん。でも時間がないから、手早くお願い。──シリルさんは？　ここから先はクエストの内容から外れるから、義務はないよ。別途の報酬は事後に出せるかもしれないけど、それだけ。でも僕は、サツキちゃんともども一緒に来てくれると嬉うれしい。優秀な戦力は一人でも多い方がいい」

　アイリーンからそう言われると、シリルは少し考え込む仕草を見せた。

「私は……もうウィリアムから離れてどこかに行くのは、正直に言って怖いです。……ふふっ、言われたとおり雛鳥ですね。いつから私、こんなに弱くなったのかしら」

「そう。じゃあそれでいいよ。サツキちゃ──」

「待って、アイリーン様。だから──だから、私も連れていってください」

　シリルはアイリーンの言葉をさえぎって、真まっ直すぐなまなざしでそう言った。

　アイリーンは少し驚いたような顔を見せつつ、次にはうなずく。

「複雑そうだね。でも分かった、お願いするよ。──サツキちゃんはどうする？」

　アイリーンがサツキに視線を向けると、サツキも考えがまとまったのか、大きくうなずいた。

「やっぱり、あたしも行く。行かなくて後悔することはあっても、その逆はなさそうだって思うから」

「そっか。ありがとう。──じゃあ、イルドーラさん、お願いします」

「引き受けたぞ、アンドリューの娘──いや、勇敢で優しく真っ直ぐな娘、アイリーンよ。それにしても主殿は、いい嫁をたくさん持っておるの。なるほど、わしの入り込むすき間がないはずじゃ」

　言いながら、イルドーラはその姿を竜ドラゴンへと変えていく。

　小さな娘が光り輝きながら巨大化し変身していく一方で、アイリーン、サツキ、シリルの三人は顔を見合わせる。

「交尾の次は、嫁って言われたよ……」

「やっぱ普通はそう見えるよな、あたしたち」

「もう本人がオーケーしようがしまいが、外からそう見えるように既成事実を作っていったら逃げられなくなるんじゃない、彼？」

「あ、いいねそれ。にひひっ」

「でも僕の想おもいだけは気付いてもらえないんだよなぁ。……ぐすん」

「ご愁傷様です、アイリーン様。何ならアイリーン様も、私たちと手を組みます？　独り占めはさせられませんけど」

「えっ、いいの!?　独り占めなんてしないしない！　むしろ逆だよ。みんなどんどんウィルと仲良くなってるから、取られちゃうんじゃないかってずっとヒヤヒヤしてたんだよ僕」

　そんな世間話をしながら、ウィリアム達への書き置きだけ残しつつ、変身メタモルフオーゼを終えた竜イルドーラの背にまたがる三人。

　そして竜ドラゴンが羽ばたけば、宙へと舞い上がっていく。

　アイリーンは空の先、王都のある方角へと視線を向ける。

「──でも、それもこれも、この戦いがうまくいったらだね。……突然現れた魔王なんかに、僕たちの国を、世界を、めちゃくちゃになんてさせるもんか」

　氷の魔王への切り札たる竜ドラゴンの背に乗り、決意を口にする王女アイリーン。

　竜ドラゴンは三人の少女を乗せて、大空を羽ばたいていった。
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　時は進み、場所は変わる。

　氷の魔王が捕らわれていた、小都市の中央広場。

　極獄の宝珠が作った障壁は、氷の魔王──騎士団長ディラン命名によるところの氷の魔神──の攻撃を受けても、すぐに破壊されることはなかった。

　だが結果としてはやはり、国王アンドリューの予言は的中する。

　極獄の宝珠が生み出したエネルギーの檻おりは、朝が昼になるよりも短い時間を経たのちに、音をたてて崩壊することとなった。

　トータルで数千発を数える拳けん打だを、淡々と撃ち果たした氷の魔神。

　ガラスが砕け散るような音とともに、彼はゆっくりと檻の外へ踏み出していく。

　否。檻などもうないのだ。

　自由を得た氷の魔神は、悠然と、我が物顔で街の中央通りを闊かつ歩ぽする。

　かの魔神の周囲には極寒の吹雪が吹き荒れ、周囲の建物を凍いてつかせ、その壁面に次々と霜を張っていく。

　しかし──それだけ。

　それに人間が巻き込まれることはなかった。

　なぜか。

　人間のほうも然さる者だ。

　氷の魔神が檻から脱したときには、その周囲には人っ子ひとり見当たらなかったのだ。

「檻」があった中央広場──その周囲はまったく閑散としていて、人の気配がない。

　では、人間たちはみな、氷の魔神に恐れをなして逃げたのか？

　いや、そうではない──

　そう感じるのは、氷の魔神の肌感覚だった。

　匂においが違う、温度が違う、ひりつく空気が違う──

　人間どもは、姿こそ見せないが、この都市のどこかにひそんでいる。

　氷の魔神を打倒しようという、身の程知らずの連中だ。

　一度はこの悪夢のような存在を、檻の中に閉じ込めることに成功すらした。

　称賛に値しよう。

　雑兵では万の軍勢がいたとて、この魔神の歩みを止めることなどできなかっただろうに、古代の秘宝の力を使いはしたものの、それを百にも満たない寡か兵へいで成し遂げたのだ。

　まさに勇者と呼ぶべき者たち。

　この街で今、虎こ視し眈たん々たんと氷の魔神の首を狙ねらっているのは、そういった連中にほかならない。

　──氷の魔神は、さらに中央通りを進む。

　まだ誰だれも現れない。

　それでも氷の魔神は、悠然と進む。

　不意打ちでも、騙だまし討うちでも、何でもするがいい。

　すべて打ち砕き、ねじ伏せ、踏みつぶす。

　それが氷の魔神の態度であった。

　──と、そのとき。

　氷の魔神の視線の先に、二人の人間が姿を現した。

　左右の建物の陰から、中央通りへと進み出てきたのだ。

　距離はまだ遠い。

　二人はいずれも、立派な軍馬にまたがっていた。

　さらには板金鎧プレートアーマーに身を包み、騎士盾ナイトシールドと剣を手にしている。

　しかしながら、兜かぶとは一般的な騎士が身につけるようなフルフェイスのものではなく、顔がはっきりと見えるオープンフェイスのもの。

　さらに兜には、華やかな意匠が凝らされていた。

　特に片方の人間のものは、牡お牛うしのごとき二本の角や真っ赤な羽飾りで装飾されていた。

　──より派手なほうは、あの人間どもの王と見える。

　氷の魔神は、その口を裂けんばかりに吊つり上あげ、愉悦の笑みを浮かべた。

　確かにあの二人、先に交戦した際には、とりわけ精強なあの人間の一団の中にあっても、群を抜いた力を持っているようではあった。

　だが、だからといって、氷の魔神を相手にたった二騎で挑もうなどと、笑しよう止し千せん万ばんな腹積もりでいるのか。

　いや、そうではないのかもしれない。

　だが──

　氷の魔神は、愉たのしさを抑えきれないというように走りだす。

　中央通りを、たった二騎の人間の戦士に向かって。

　すでにオークのごとき巨きよ軀くと化した氷の魔神だが、その敏びん捷しよう性せいはいささかも衰えていない。野生の獣もかくやという勢いで加速していく。

　──氷の魔神にとっては、破壊と暴力が何よりのご馳ち走そうだ。

　己おのが暴力を存分に振るえるとき、氷の魔神は最高の愉悦を覚える。

　そして獲物は、活きがいいほど望ましい。

　人間どもが何を企たくらんでいようと、何を仕掛けてこようと構わない。

　それをすべて自らの暴力でねじ伏せ、ぶち壊し、蹂じゆう躙りんすることこそが彼の望み。

　──と、そのとき。

　街の中で、一つの声が放たれた。

「──魔法消去デイスペル！」

　パン、と何かが打ち破られた。

　それと同時に、ずっと静寂に包まれていた場に、「音」が広がる。

　多数の馬がいななく声、その蹄てい鉄てつが地面を踏む音。

　金属同士がぶつかって鳴るガチャガチャという音。

　台車が押されるガラガラという音。

　人間の声だって、二人分などでは到底ない。

　魔法消去デイスペルの呪文によって打ち消されたのは、人間たちが潜む場にかけられていた静寂サイレンスの呪文の効果だった。

　氷の魔神の視線の先──二騎の人間の近くに進み出てきたのは、別の何十もの数の人間たち。

　武器と鎧よろいに身を包んでいる者たちは、軒並み馬にまたがっている。

　武器は馬上槍ランスを手にしている者が多いが、魔法の輝きを宿した剣や槍やりなどを携えている者もいる。

　ローブと杖つえを身につけた者たちも少数だがいて、彼らは徒歩で、何やら呪文を口ずさんでいた。

　そのかたわらにあるのは、箱型の台車に山と積まれた武器や岩石、鉄球たち。

　一様であるのは、彼らのいずれもが、氷の魔神を撃ち滅ぼさんという闘志をみなぎらせていること。

　氷の魔神は、人間どもに向かって疾駆しながら、ほくそ笑む。

　──そうだ。そうでなくては面白くない。

　さあ、お前たちの底力を見せてみろ。それをなぎ倒し、完かん膚ぷなきまでに打ちのめし、そうしてからお前たちの血肉を喰くらってやろう。

　そうして、氷の魔神と王国軍精鋭部隊との戦いの火ひ蓋ぶたが切られたのである。
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　氷の魔神が、王国軍へと向かって中央通りを突進してくる。

　そこに最初に攻撃を放ったのは、十人ほどの宮廷魔術師たちだった。

「「「──武器投射ウエポンシユート！」」」

　呪文の発動とともに、彼らの脇わきに配置されていた台車から、大剣グレートソードや槍斧ハルバード、あるいは岩石や鉄球などが宙へと浮かび上がる。

　ついで、それらが弩クロスボウから射出される太矢クオレルのごとき速度で、何もない空中から撃ち出された。

　目標は当然、豪速で迫りくる氷の魔神だ。

　驚いた氷の魔神はとっさにブレーキをかけ、同時に左手を前方へと掲げてくる。

　その指に輝くのは「消魔の指輪」だ。

　それを見て、宮廷魔術師たちは、してやったりとほくそ笑む。

　武器投射ウエポンシユートは念動テレキネシスの呪文をアレンジして作られたかなり高位の呪文だが、攻撃魔法としてあまり優秀とは言い難いものだ。

　火球フアイアボールと同格の導師ウイザード級の呪文でありながら、単体攻撃にしか使えず、なおかつ与えるダメージも火球フアイアボールと大差がない上に、そもそも飛ばすための武器が必要になる。

　使う価値があるとすれば、特定の敵をピンポイントで狙いたいときぐらいだが、それならばより消費魔マ素ナの少ない初級呪文、魔法の矢マジツクアローで事足りる。

　ゆえに、通常は戦場で使われることなどまずありえない欠陥攻撃呪文として見向きもされないのだが──今回ばかりは話が別だ。

　消魔の指輪による魔法消去空間は、装備者の周囲五メートルほど。

　武器投射ウエポンシユートの呪文によって発射された諸もろ々もろの大型凶器も、その範囲に入った瞬間、帯びていた魔力を失う。

　だが、失われるのは魔力のみで、すでに与えられたベクトルは失われないのだ。

　大きな重量を持った武器類が、慣性のままに氷の魔神に殺到する。

「──っ!?」

　──ドゴガガガガガァンッ！

　氷の魔神は、それでもさすがの反射神経で横っ飛びして回避をしたが、完全には間に合わない。

　片腕を大剣の刃がえぐって血を噴き出させ、片脚には岩石が直撃して重打撃を与えた。

　強固な氷の鎧のせいで、四肢を再起不能にするほどのダメージはないようだったが、その一時、よろけた氷の魔神は地面に片かた膝ひざをつく。

　そこに──

「「「──オォオオオオオオオッ！」」」

　軍馬にまたがった王国の精鋭騎士たち数十騎が突進した。

　武器投射ウエポンシユートが発動する直前に馬を走らせていた彼らは、氷の魔神が体勢を整えるより前に殺到し、すれ違いざまに武器を叩たたきつける。

　馬の突進力を利用した馬上槍ランスによる一撃や、魔力によって攻撃力が増した魔法の武器による攻撃は、強固な氷の鎧をも貫き、あるいは断ち切り、氷の魔神にどうにかダメージを与えていく。

　だが氷の魔神も、やられる一方ではない。

　体勢を崩しているにもかかわらず、歴戦の精鋭たちの攻撃をさばき、いなし、わずかな隙すきでもあれば反撃を叩き込む。

　向かっていった騎士たちのうち、何騎かは氷の魔神の拳こぶしを受けて吹き飛ばされ、周囲の住居の壁に激突して動かなくなっていた。

　あるいは、馬を攻撃されて落馬し、地面に転げた者もいる。

　氷の魔神と交差し、反対側へと駆け抜けた騎士たちが、倒れた仲間たちの姿を見てわずかな動揺を見せたが──

「怯ひるむな！　ダメージは与えている！　この戦い勝てるぞ！」

　国王アンドリューが騎士たちに檄げきを飛ばす。

　その声で再び奮い立つ騎士たち。

　彼らは今一度、突進しようとするが──そのとき。

「なっ……！」

「何だ、あれは……!?」

　──ずりゅっ、ずりゅりゅっ。

　騎士たちが与えた、あるいは武器投射ウエポンシユートによって与えた氷の魔神の傷口から、何かが生えてきた。

　その傷口から生えた肉塊は、太めの鞭むちのように伸びていって、ゆらゆらと蠢うごめき始める。

　それは「触手」と呼ぶのが適切な形状だった。

　国王アンドリューと騎士団長ディランが、それを見て苦笑する。

「化け物め。ああ次々と進化をするのは、こっちの心を折りにきているのか」

「だとするなら、先方の思い通りに折られてやるわけにはいきませんよねぇ。ダメージを受けての苦し紛れの何かだと思いましょうか」

「ディラン、お前いいこと言うな。それ採用。──見ろ！　やつは苦しみのあまり触手をお漏らししたようだぞ！　やつにおしめを替える間を与えるな！」

「「「──オォオオオオッ！」」」

　騎士たちは再び突撃する。

　その直前に武器投射ウエポンシユートによる第二射が放たれていたが、これは二度目とあってか通用せず、体勢を立て直した氷の魔神にすべて回避されていた。

　そして、突撃していった騎士たちも──

「うわああああっ！」

「ぐぁあああっ！」

　氷の魔神の傷口から生えた何本かの触手は、騎士たちが近付いてくるとその先端を鋭利な刃のようにして、板金鎧プレートアーマーを身にまとった騎士たちをたやすく切り裂き、貫いた。

　先の交差時に倍する数の騎士たちが、ゴミのように地面に放ほうり捨てられる。

　それでも、アンドリューやディランを含めた最精鋭の騎士たちは、触手をどうにかかいくぐって武器を振るい、氷の魔神のもとを駆け抜ける。

　振るわれた武器のいくつかは、氷の魔神にさらなるダメージを与えていたが──

　──ずりゅりゅりゅっ。

　その傷口から、さらなる触手が生えてくる。

　それを見た騎士団長ディランが、ついに険しい表情で言う。

「残念。やはり強くなっているようで……」

「ダメージを与えていると思いたいのだが、そう見えんのが嫌なところだな。──ジェームズ、あれをどう見る」

　アンドリューが、宮廷魔術師団長に声を向ける。

　武器類を積んだ台車のそばにいたローブ姿のうちの一人が、前に出て返事をする。

「あの個体に関しては未知数ですが、魔族の中にはあのようにダメージを受けることにより形態を変える種もおります。それと同様であれば、あのような形態変化は確かに生命力を消耗している証あかしで、あとはダメージが再生能力を上回っているかどうかということになるかと」

「そうか。それは朗報だが、あれの再生能力は配下の魔族を食う前の段階でも相当だった気がするな。何より、削り切る前にこっちの戦力が尽きそうだ。──まだ息のある者は回収して、従軍司祭たちに治癒させたいところだが、さて」

　アンドリューが見るのは、氷の魔神の拳や刃に撃たれ倒れていった騎士たちの姿だ。

　騎士団長ディランも細い目を薄く開き、戦況を見すえる。

「参りましたねぇ。私たちが負けるというのは、この国の滅亡とほぼ同義なんですけど」

「確かに参ったな。少数精鋭で来たのは間違いだったか？」

「いやぁ、頭数だけ揃そろえたところで、場が混乱する上に死体の数が百倍に増えただけだったでしょうに。あれは一定以上の力を持った者でないと、傷ひとつ与えられないでしょう」

「だよなぁ」

「ま、この戦力でやってみせるよりほかはないでしょうよ」

「そういうことだな。──ジェームズ、俺に何かあったら、あとの指示出しは任せる」

「……分かりました。ですが、そうならないよう最善を尽くしましょう」

　国王から命を受けた宮廷魔術師団長ジェームズは、そう言って自らの持ち場へと戻る。

　国王アンドリュー、騎士団長ディランはともに魔法の剣を携え、軍馬の手綱をしっかりと引いた。

　そこに向かってくるは、刃のような触手を何本もゆらめかせた、一体の魔神。

　ずしゃ、ずしゃと大地を踏みしめ、ゆっくりと近付いてくる。

　三度目の武器投射ウエポンシユートの一斉射が放たれたが、それも恐るべき敏捷性で回避され、あるいは触手によってすべて叩き落とされた。

　それにも構わず、アンドリューは街全体に響くような声で号令をかける。

「勇者たちよ、俺に続け！　あの最悪の魔王を倒すのは、俺たちをおいてほかにないぞ！」

「「「──オォオオオオオッ！」」」

　王国軍の精鋭騎士たちが三度目の突撃を仕掛けようとする。

　そして、氷の魔神が悠然と迎え撃つ構えを取った、そのとき──

「──お父さん、どいて！」

　どこかから、ボーイッシュながらも可か憐れんな少女の声が聞こえてきた。

「アイリーンか！」

　アンドリューが見上げれば、曇天の空には急速に迫りくる巨大な赤い影。

　それは竜ドラゴン。

　竜ドラゴンが方向転換のために斜めになって飛べば、その背には三つの小さな人影が跨っているのが見える。

　巨大な赤い飛翔体は、みるみるうちに戦場へと近付いてくる。

　その上から、再び少女の声。

「お願い、イルドーラさん！」

『任せい！』

　竜ドラゴンは氷の魔神に向かって口を開く。

　その奥には煌こう々こうとした灼しやく熱ねつ色いろのエネルギーが渦巻き──

　──ゴォオオオオオオオッ！

　竜ドラゴンの口から、まるで光線のような劫ごう火かが放たれた。

　それが中央通りの石畳を舐なめれば、一瞬にして溶岩へと変え、そのままに氷の魔神へと迫り──

　一瞬の後、竜の吐息ドラゴンブレスは氷の魔神へと直撃した。
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「炎の吐息フアイアブレス命中！　これで……！」

　攻撃のため低空飛行をしていた竜イルドーラの上で、アイリーンが快かい哉さいの声をあげる。

　石畳を一瞬で溶岩に変えるほどの熱量を持つ炎が直撃すると、氷の魔神の周囲には爆発的なまでの蒸気が舞っていた。

「やったか……!?」

「いや……だが……！」

　王国軍の騎士たちの希望の声。

　やがて蒸気が晴れれば、そこには右半身をドロドロに融とかされた怪物の姿が現れる。

　右半身から伸びていた触手はすべて炭となって崩れ去り、融けた表皮から新たに触手が伸びる気配もない。

　その様子を竜イルドーラの上から見たサツキが、揚々と声を放つ。

「よっし！　まだ倒しちゃいねぇが、ダメージはでかいみたいだぜ、姫さん！」

「うん！　イルドーラさん、もう一発お願い！」

『承知！』

　氷の魔神の頭上を通り過ぎた竜イルドーラは、一度大きく旋回し、再び標的へと向かう。

　その口に紅ぐ蓮れんのエネルギーを溜ためつつ、炎の吐息フアイアブレスの攻撃範囲まで接近していくが──

　半身がドロドロに融け、すでに戦闘力を失ったかにも見えた氷の魔神。

　しかしその口が竜イルドーラに向かって開かれると、そこには高圧縮された青白い冷気エネルギーの塊が宿っていた。

「なっ……!?」

「まさか、向こうも……!?」

　少女たちの驚きの声は、吐息ブレスの音にかき消された。

　──ゴォオオオオオオッ！

　竜ドラゴンと氷の魔神、両者の口から吐息ブレス攻撃が同時に放たれる。

　片や炎の、片や冷気の。

　それは空中で衝突し──

『なっ……!?』

　一瞬の後、氷の魔神が放った冷気の吐息フリーズブレスが、竜イルドーラの炎の吐息フアイアブレスをかき消し、貫いていた。

　そして、絶対零度の吐息ブレスは、そのまま竜イルドーラの半身を呑のみ込こむ。

『ぐぁあああああっ！』

　右半身の胸部から翼にかけてを意趣返しのように冷気に焼かれた竜イルドーラは、飛行もままならずに墜落し、地面へと激突した。

　上に乗っていたアイリーン、サツキ、シリルの三人も地面へと投げ出される。

　アイリーンとサツキは見事な身のこなしで着地し、シリルもサツキがとっさに抱きとめることで、彼女らが大おお怪け我がを負うことはなかった。

　それよりも問題は──

「イルドーラさん、大丈夫!?」

『ぐぅっ……うぐっ……うぎっ、ぁぁああああっ……！』

　竜イルドーラは、氷の魔神の吐息ブレス攻撃によって甚大なダメージを負っていた。

　悲鳴をあげ苦く悶もんする姿は、あまりにも痛々しい。

「くっ、ドラゴンを超える威力の吐息ブレスなんて……！　──シリルさん、治癒を！」

「え、ええ、分かったわ！」

　シリルがイルドーラのそばへと駆け寄り、治癒の祈りを捧ささげはじめる。

　アイリーンはそれを確認すると、自身は氷の魔神のほうへと視線を向けた。

　その先にいた怪物は、アイリーンたちのほうへ向けて再び口を開き、冷気のエネルギーを溜めはじめていた。

「なっ……冗談でしょ!?」

「マジかよ……!?」

　アイリーンは竜イルドーラを庇かばうように前に立ち、サツキもその横に並ぶが、そんなことをしたところであの異常な威力の吐息ブレスが防げるとも思えない。

　万事休すと思ったところに──

「「「──武器投射ウエポンシユート！」」」

　──キュドドドドドドッ！

　氷の魔神に向けて、王国軍の宮廷魔術師たちから再三の武器の雨が降り注いだ。

「──ッ！」

　氷の魔神はとっさに回避行動をとっていたが、竜イルドーラに意識を向けていたこともあり、飛来した武器の何発かが命中する。

　無論、それが致命打になるわけではないが──

「我が盟友、偉大なる竜ドラゴンが活路を開いた！　討ち取るぞ！」

「「「オォオオオオッ！」」」

　国王アンドリューの指揮下、王国の精鋭騎士たちが氷の魔神へと殺到する。

　ここよりほかに勝機はないと、総力での接近戦を仕掛けていた。

　いかな氷の魔神といえども、それを無視して竜イルドーラへの追撃はできない。

　王国騎士たちとの乱戦が始まった。

　それを見て、アイリーンは少しだけホッとする。

「シリルさん、イルドーラさんはどう？」

「だ、ダメよ……こんなに生命力を失っていたら、私の軽傷治癒キユアライトウーンズじゃ、戦線復帰どころか命を繋つなぎとめることも……」

　竜イルドーラに寄り添って治癒の奇跡を行使したシリルは、そう言って青い顔をしていた。

　それを聞いたアイリーンは、心の中で舌打ちをする。

　一難去ってまた一難だ。

「もっと高位の治癒術が使えれば、どうにかなるの？」

「え、ええ。司祭プリースト級の奇跡──重傷治癒キユアシリアスウーンズが使えれば、一命は取り留められるはず……」

「どっちにしろ、戦線復帰は無理か……チッ、優秀な癒し手が足りなすぎるっていうのに……！」

　今度は我慢できずに、実際に舌打ちをしてしまうアイリーン。

　王国軍が連れてきた従軍司祭たちはと見れば、あちらも瀕ひん死しの重傷を負った騎士たちを懸命に治癒して回っていた。

　わずか三人という人手だが、司祭プリーストといえば一個の神殿を預かる神殿長クラスの実力者だ。このような戦場に急きゆう遽きよ三人もの司祭プリーストを連れてこられただけでも相当なことで、そうそう多数の強力な癒し手を確保できるわけもない。

　しかも王国軍の負傷者は、氷の魔神との戦いで今もなお増え続けている。

　従軍司祭たちは、もれなく瀕死の重傷を負う騎士たちの治癒だけで手一杯で、こちらにまで手を回している余裕は到底ないだろう。

　それはアイリーンにも、理屈としては分かるのだが──

「でもこのままじゃ、イルドーラさんが……！」

　自分たちのために力を貸してくれた友を、こんなことで。

　アイリーンは悔しさに拳を握りしめる。

　自分があの戦場に突っ込んでいってどうにかできるなら、今すぐにでもそうしてやりたいところだ。

　しかし、今あそこで戦っているのは、アイリーンと同格の実力を持った真の精鋭たち。

　いまだ十人を超える精鋭騎士たちが向かっていってなお苦戦を強いられている中、アイリーンが行ったところで数の足しぐらいにはなっても、決定打にはなりえない。

　いや、作戦会議に参加していなかったアイリーンでは、最悪、邪魔にすらなりうるだろう。

　もちろんそれはサツキが行っても同じことだ。

　どうにかしないとと思うが、でも、どうしようもない。

　アイリーンがそんな葛かつ藤とうを抱えているときに、サツキの無遠慮な声が飛んできた。

「どうすんだよ姫さん!?　このままじゃ……！」

「うるさいな！　僕だって今それを考えてる！」

　イラッとして言ってしまってから、アイリーンはハッと我に返った。

「あっ……ご、ごめんサツキちゃん……僕……」

「……や、あたしの方こそ、わりぃ。……ホント、なんであたし、こんなことばっか……ウィルに頼りすぎなんだ、くそっ……」

　そうしてアイリーンとサツキの二人が焦燥感に苛さいなまれる中。

　竜イルドーラのかたわらで治癒をしていたシリルもまた、無力感に打ちのめされていた。

「どうして、どうして私は、こんなに……！」

　苦痛のうめきをあげる竜イルドーラに向け、シリルは必死に軽傷治癒キユアライトウーンズの奇跡を行使していたが、その術の性質上、一定ラインを越えて生命力を失った対象に癒しを与えることはできない。

　すがるような気持ちで放った二度目の軽傷治癒キユアライトウーンズもやはり効果がなく、そうしている間にも竜イルドーラの生命力が徐々に失われていくのが分かってしまう。

　そのシリルの耳にこびりついていたのは、先のアイリーンの言葉。

『優秀な癒し手が足りなすぎるっていうのに……！』

　その「優秀な」の中に、自分は含まれていない──

　ここ最近、シリルがずっとひそかに覚えていた劣等感。

　ミィが命気オーラを使いこなせるようになり、サツキも劇的に戦闘能力を上げ、ウィリアムに至っては最近になってまたその怪物ぶりに拍車をかけた。

　だというのに自分だけ、何ひとつ前に進むことができていない。

　みんなに置いていかれる恐怖。

　それは才能の差？　それとも努力の差？

　どっちにしたって──

「そんなのは、もう嫌なのよ！　お願い、お願いだから──重傷治癒キユアシリアスウーンズッ！」

　シリルはかつてないほどの想いを込めて神に祈り、己の実力を超える奇跡を願った。
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　それからどれだけの時間が流れたのか。

　戦局は、その大勢がほぼ決するところまできていた。

　王国軍と氷の魔神、どちらの勝利に傾きかけているのか──

　これは信じがたいことに、あれだけのダメージを受けてなお、氷の魔神の優勢となっていた。

　戦いが進むごとに、王国軍の最精鋭の騎士たちが一人、また一人と倒れ、次々と戦闘不能状態に追い込まれていった。

　瀕死の重傷を負った騎士たちは、その大部分は従軍司祭の行使する奇跡の術によって一命を取り留めたが、中には治癒の余地もなく絶命した者もいた。

　また従軍司祭たちの重傷治癒キユアシリアスウーンズの奇跡は、致命傷を癒し命を繋ぐことはできても、ただちに戦線復帰をさせることはできない。

　ゆえに戦える者たちの数が着々と減っていくことは、回避できないことだった。

　なお余談だが、その激しい戦いのかたわらでは、瀕死の重傷を負って倒れる者たちの数があまりにも多すぎて、従軍司祭たちの手が追いつかないという事態が起こっていた。

　従軍司祭たちもまた、どうにもならない状況に悔しさをにじませていた。

　何人もの騎士たちが命を落とすのを、むざむざ見捨てることしかできないのかと。

　だがそのとき、まさしく奇跡のような出来事が起こった。

　一人の神官ホーリーオーダーの少女が颯さつ爽そうと現れ、司祭プリースト級の奇跡の術を行使して、次々と騎士たちの命を救っていったのだ。

　それは王女アイリーンが連れてきたシリルという名の神官ホーリーオーダーだったのだが、まだ二十歳にも満たないであろう美しい少女が司祭プリースト級の奇跡を行使することに、従軍司祭たちは驚きを隠せずにいた。

　ある従軍司祭などは「まるで女神そのもののようだった」などと語ったほどだ。

　だが、そういった舞台袖そでの出来事はさておいて、大局は悪い方向へと進み続ける。

　王国軍の騎士たちが次々と倒れていく一方で、彼らが必死にダメージを与えているはずの氷の魔神はといえば、一向に怯む様子を見せなかった。

　それどころか、徐々に体力を回復しているようにすら見えたほどだ。

　途中からは王女騎士アイリーンや、彼女が連れてきたサツキという名の異国の剣士も参戦していたが、それで事態が動くわけもない。

　そうして王国軍の戦士たちの数は減り続け──

　今や国王アンドリュー、騎士団長ディラン、王女アイリーン、異国の剣士サツキも含めた合計十人ほどの戦士たちだけが、氷の魔神を遠巻きに包囲している状況だった。

　そんな中、刀を構えつつも肩で息をするサツキが、アイリーンに向かってぼやく。

「な、なあ姫さん……たしか氷の魔王ってのは、Ｓランクのモンスターって話だったよな？　それにしちゃあ、ありゃいくら何でも強すぎねぇか？」

「ははっ、奇遇だね。僕もそう思ってたとこだよ」

「だってよ、ウィルがＢ＋ランクぐらいだって言ってたロックワームの親玉なんぞとは、次元そのものが違う気がすんぞ」

「僕も、オークエンペラーを十体ぐらい同時に相手したって、これほど絶望的じゃないと思うな。──お父さん、じゃなかった陛下、これどういうこと？」

　愛まな娘むすめから質問を横流しにされた国王アンドリューは、少し言いづらそうにしながら答える。

「あー、なんか、仲間食ってパワーアップしたんだよあいつ。極獄の宝珠で封印したときは、あそこまでじゃなかったぞ」

　さらにそこに、騎士団長ディランが口を挟む。

「それにそもそも、ＳランクというのはＡランク以下に収まらないものすべてをひとまとめにしただけの格付けですからねぇ」

「そうだな。ランク差の戦力二倍則で考えるなら、あれはもうＳＳＳＳＳランクぐらいは付けないと到底勘定が合わん」

「あははっ、インフレもほどほどにしてほしいよね」

　アイリーンはそう言って笑ってみせるが、その目の奥はまったく笑っていなかった。

　彼女は額に浮かんだ嫌な汗を服の袖でぬぐうが、ねっとりとまとわりつく絶望感はぬぐい去ることができない。

　アイリーンもそうだが、この場にいる全員が無理に笑っているのだ。

　そうでもしなければ心が絶望で壊れてしまいそうだから。

　自分たちがすべて倒れたらどうなるのか、それは火を見るより明らかだ。

　まず最初に、この戦場にいる全員が殺されるだろう。

　またそうなれば、この国で暮らすほかの何百万人という人々だって、無惨に虐殺されるしかなくなる。

　だから絶対に負けられないのに──

　アイリーンは、左半身から何本もの触手を生やし、右半身をドロドロに融かされた、今やグロテスクな姿の氷の魔神を見る。

　アイリーンも騎士たちとともにあれに挑み、何度も剣を振るった。

　そして、何度もいなされ、かわされた。

　たまに攻撃がヒットしても、強固な防御力に阻まれて、軽傷を与えるのが精一杯。

　その一方で、一度反撃が自分に向かってきたときにはゾッとした。

　瞬くような速度で繰り出された触手による斬ざん撃げきは、そのときには自分でも驚くほどの反射神経で身をひねってかわしたが、一瞬でも遅れていれば胸部がバッサリとえぐられて血の海に沈んでいたことは疑いない。

　だから──あれになぶり殺される想像はいくらでもできるのに。

　あれに勝てるビジョンなんて、ひとつも浮かばない。

　頼みの綱だった竜イルドーラは、シリルの奇跡で一命は取り留めたものの、戦線復帰は不可能。

　だが彼女の炎の吐息フアイアブレス以外では、あの魔神の強大な防御力と再生能力を上回るダメージを与えられない。

　となればあとはもう、いつ自分が殺される番が来るのかという、時間の問題だ。

　自分のわがままで連れてきたサツキちゃんやシリルさんぐらいは何とか逃がしたいが、逃げろといったところで二人が首を縦に振るとも思えない。

　そもそも彼女らだって、自分の意志でここまでついてきているのだから、それをどうこうしたいと思うのも自分のわがままだ。

（ウィル……ごめん、僕……）

　アイリーンの脳裏には今、一人の青年の姿が浮かんでいた。

　彼女にとって最愛の、幼おさな馴な染じみの導師ウイザード。

（ねぇウィル……僕、間違ってたのかな……？　僕の道はここで終わりで、サツキちゃんやシリルさんまで巻き込んで……）

　アイリーンの胸に渦巻くのは罪悪感と、それを何倍も上回る寂せき寥りよう感かん。

　切なさと愛いとしさと、恋しさ。

　最後のときに浮かんだのが、騎士としての守るべき人々への想いではなく、女の子としての愛する人への気持ちだったことに、アイリーンは少し戸惑う。

（ふふっ、そっか……僕って本当はそうなんだ。でもせめて……せめて本気で、「好き」って言っておけば良かったな。そうしたらウィルも、僕のこと女の子として見てくれたかな……？）

　そんな後悔。そして悲しみ。

　もう愛しい人には会えないんだという、やりようのない切なさ。

　そう思ったら、気持ちが止まらなくなってきて──

（やだよ……僕、そんなの嫌だよ……ウィル……！）

　想いと涙が溢あふれてきて、アイリーンは戦いの最中にもかかわらず空を見上げてしまう。

　──と、そのとき。

　曇どん天てんの下を飛ぶ、一羽の大おお鷲わしの姿が見えた。

　その大鷲は、暗雲の向こうに見える青空を背負い、アイリーンたちの方へと向かって飛んでくる。

（えっ……？）

　アイリーンは、あの大鷲の姿をどこかで見たことがあるような気がした。

　連想するものは、夜の森、オーク、エルフ。

　そして──

　一瞬後、そこに思い至ったアイリーンは、瞳ひとみに涙を浮かべながら万感の想いを込めてその名を叫んだ。
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　変身メタモルフオーゼの呪文を使って大鷲になり、大空を飛ぶことしばらく。俺はようやく、その戦場へとたどり着いた。

　そこは王国内のとある小都市。

　中央広場から伸びる通りの一角を戦場として、王国軍と氷の魔王が対たい峙じしていた。

　だが上空から見た感じ、状況はあまり芳しくはないように思える。

　竜イルドーラはすでに戦闘不能に追い込まれているようだし、王国軍の精鋭騎士たちも大多数が倒れて戦線を離脱している。

　どうやら、楽観視せずに飛んできて正解だったようだ。

　──俺とミィが遺跡を攻略し終え、炎の魔剣ほかの財宝を入手して外に出ると、そこにいるはずのアイリーン、サツキ、シリル、イルドーラの姿がなかった。

　残されていた書き置きから、現地の事情が変わり彼女らが竜イルドーラを連れて急遽戦場へ向かわなければならなくなったことが分かった。

　それで俺はやむなく、ミィをその場に残したまま、変身メタモルフオーゼの呪文を使ってここまで飛んできたのだ。

　大鷲の姿の俺の脚──鉤かぎ爪づめには、俺の杖と衣服、それに炎の魔剣が握られている。

　炎の魔剣は、遺跡の最初の部屋でイミテーターが模していたものと同じ形をした、フランベルジュ状の刀身が波打った剣だ。

　俺はそれを、鞘さやに入った状態でここまで運んできていた。

　竜イルドーラがすでに倒れている以上、もはや切り札ジヨーカーはこの魔剣しかないと考えるべきだろう。

　俺はひと通り戦況を見渡して、「その人物」を見つけると、そこに向かって魔剣を落とした。

　彼は実力においては、この場で最も信の置ける人物だ。

　一方で俺自身は、氷の魔王を挟んでその人物の反対側に位置する場所へと降り立ち、変身メタモルフオーゼの呪文を解除する。

　そして、叫ぶ。

　俺が炎の魔剣を託したその人物──王国宮廷魔術師団長ジェームズ・グレンフォードに向かって。

「──親父、そいつを飛ばせ！」

　炎の魔剣を拾い上げたジェームズは、俺のその言葉にわずかだけ黙考するような表情を見せた。

　だがさすがの頭の回転の速さだ。

　次の瞬間には口元を吊り上がらせ、ニヤリと笑う。

「父親をあごで使うとは、お前も随分と偉くなったものだな、ウィリアム。──狙うべき場所は、分かっているんだろうな」

　ジェームズはどこか嬉しそうな様子でそう言って、炎の魔剣を鞘から抜き放つと、呪文詠唱を開始。

「当然だ」

　俺も杖をとり、ジェームズの呪文詠唱から少しだけタイミングを遅らせて、同様の詠唱を開始する。

　だがさすがに、敵も黙って見てはいない。

　氷の魔王は俺とジェームズとを見比べると、炎の魔剣を手にしているジェームズへと向かって駆けだそうとする。

　だが黙って見ていないのは、王国軍とて同じこと。

「させるかよ！」

「私たちのことを忘れてもらっては困るんですよねぇ！」

　その氷の魔王に向かって、アンドリュー王と騎士団長ディランが剣を手に猛然と駆け込んだ。

　ほかの騎士たちやアイリーン、サツキもそこに参戦していく。

　──ガンッ、ガキンッ、ガガガガガッ、ガッ、ギンッ、ガギンッ！

　いずれも命気オーラをまとった戦士たちの、凄すさまじい速度での戦闘が開始された。

　常人には何が起こっているのかを認識することすら難しいほどの超人的戦闘風景。

「──ウィル！　あと何秒!?」

　そんな中からアイリーンの声が聞こえてきたので、俺は呪文詠唱を止めないまま、タイミングを見計らって左手を開いて出してみせ、五、四、三と指折りしていく。

「オーライ、ウィル！　三、二、一──離れろ！」

　サツキの掛け声と同時に、氷の魔王に打ち掛かっていた戦士たちが一斉に散開した。

　さすがは王国の誇る精鋭たち、寸分の狂いもない。

　そして、まったく同じタイミングで──

「──武器投射ウエポンシユート！」

　宮廷魔術師団長ジェームズが、炎の魔剣を発射した。

　対象はもちろん、氷の魔王。

　──しかし。

　氷の魔王とて、その魔剣が最も危険であることは、見切っていたのだ。

「──ッ！」

　氷の魔王は王国軍の猛攻でわずかに体勢を崩していたものの、高速で飛来した炎の魔剣の切っ先をすんでのところで回避してしまう──そう来ることは分かっていたという動きだ。

「ウソだろっ!?」

　サツキの驚きの声。

　だがそれに、呪文詠唱を終えた俺の声が重なる。

　それぐらい避けてくるだろうとはこちらも想定しているし、織り込み済みだ。

「──武器投射ウエポンシユート！」

「……へっ？」

　サツキの間が抜けた声。

　俺は氷の魔王が回避し、俺のすぐ横を飛び去ろうとしていた炎の魔剣を魔力によってキャッチすると、それをすぐさま方向転換させて、再び氷の魔王へ向けて投射した。

　さすがの氷の魔王も、それには対応できない。

　炎の魔剣の切っ先が氷の魔王の左肩に突き刺さると、そこを瞬時に焼き溶かして貫通する。

　──ぶちんっ。

　氷の魔王の左腕が、根元から千切れて吹き飛んだ。

「なっ……!?　急所を外れた!?」

　今度はアイリーンの声。

　だがその認識も、不適切だ。

「──いえ、これで詰めチエツクメイトですよ」

　そう言ったのは騎士団長ディランだ。

　彼は自分のもとに飛んできた氷の魔王の腕をキャッチすると、それをさらに遠くへと放り投げた。

　それを確認した俺は、さらなる呪文詠唱を開始。

　宮廷魔術師団長ジェームズも、自らの指揮下の宮廷魔術師たちに呪文の行使を指示しつつ、自らも呪文詠唱を開始する。

　一方、ついに左腕をも失った氷の魔王は、天に向かって咆ほう哮こうし、口を開いてそこにエネルギーを収束し始める。

　あれは吐息ブレス攻撃の予備動作か。

　だが吐息ブレスは、発動までに幾ばくかの時間がかかる。

　それでは、もう遅い。

　やがて宮廷魔術師たちの呪文が完成する。

「「「──火球フアイアボール！」」」

　宮廷魔術師たちの掲げる杖の先に、炎の魔力の塊が次々と現れた。

　同時に、宮廷魔術師団長ジェームズの呪文も完成する。

「──[image: ]獄炎インフエルノ！」

　行使したのは、最上級の威力を持つ炎属性の攻撃魔法。

　火球フアイアボールよりもさらに凝縮された、超圧縮の灼熱の魔力球が浮かび上がる。

　俺はまだ、あの呪文が使える領域には届かない。

　だが総火力で比べるなら──

「火球フアイアボール──」

　俺は宮廷魔術師たちやジェームズと、ほぼ同時に呪文を発動。

　そこにさらに、固有技能ユニークスキルによる効果を乗せる。

「──多重呪文行使マルチプルキヤスト！」

　残りの魔マ素ナをすべて注そそぎ込こみ、生み出した火球フアイアボールを三つに増やした。

　それを見たジェームズが、驚きに目を見開く。

　だがそれはそれ。お互い仕事はしっかりとやる主義だ。

　俺は三つの火球フアイアボールを、ジェームズは一つの[image: ]獄炎インフエルノを、ほかの宮廷魔術師たちはそれぞれ一つの火球フアイアボールを一斉に放つ。

　氷の魔王を魔法から保護していた消魔の指輪は、その左腕が失われた時点で、やつのもとにはない。

　騎士団長ディランが言った「詰めチエツクメイト」とは、そういうことだ。

　炎の魔法群は、一瞬の後に氷の魔王のもとへと着弾し──

　爆音、轟ごう音おん、と形容するのも生ぬるい。

　一瞬にしてすべての音が飲み込まれて消え去るような聴覚情報。

　それとともに、紅蓮と爆炎と灼熱に彩られた、かつて見たことのないほどのまばゆい輝きが巻き起こった。

　その、この世すべての熱量を集めたような光も、やがては自然の摂理にしたがって消え去り──

　あとには、何も残っていなかった。

　そこにあったあらゆるものが溶解し、中央通りの地面の一角はマグマ溜まりのようになってえぐられ。

　そして、かつて氷の魔王と呼ばれたものも、あとかたもなく消失していた。

　しばしの静寂。

　その後──

「「「──ウォオオオオオオオッ！」」」

　騎士たちが勝利の雄お叫たけびをあげた。

　俺もそれで緊張の糸を解き、大きくため息をつく。

　どうにかなったようだ。

　王国軍はそれから、残った氷の魔王の腕も焼き切るなど入念な後始末を始める。

　ジェームズはというと、アンドリュー王と一言二言話して一礼すると、俺のほうへと向かってきた。

　そして、俺の前まで来ると一言。

「ウィリアム──よくやってくれた。客観的に見て、お前たちがいなかったらこの国は滅びていたと評価するしかない。助かった、礼を言う。──だが、一つだけ言わせてもらう」

「何だ？」

「そろそろ服を着なさい。淑しゆく女じよたちもいる」

　そう言ってジェームズが指し示す先には、両手で顔を覆ったアイリーン、サツキ、シリルの姿。

　指のすき間からチラチラこちらを見ているように思えるのは、きっと気のせいだろうが──

「……あ、ああ。そうだな」

　また忘れていたが、変身メタモルフオーゼを解いた俺は全裸だったのだ。

　俺は慌てて、足元にあったローブを羽織るのだった。
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　巨敵を倒せば、あとは解散の流れだ。

　王国軍は後始末に奔走しているが、そこまでは俺たちの仕事ではない。

　宮廷魔術師団長ジェームズもまた、後始末に参加するため立ち去っていった。

　一方、服を着て身なりを整えた俺のもとには、この時を待っていたというようにサツキが駆け寄ってくる。

「ウィルぅ、会いたかったよぉ！」

「おわっ！」

　サツキは俺に向かって飛びつき、抱きついてきた。

　俺はその勢いに負け、押し倒されてしまう。

「ウィルぅ、ウィルぅ……！」

「お、おい、サツキ」

「えぐっ……怖かったよぉ。死ぬかと思ったよぉ……ひっく」

「……そうか」

　俺を押し倒したサツキはしかし、俺の胸の上で小さく嗚お咽えつしていた。

　それまで抑えていた感情が、抑える必要がない場所に来たから爆発したという様子だ。

　俺はそんなサツキが愛おしくなって、その髪を優しくなでる。

「大変だったんだな」

「……うん。ウィルがいないと、こんなに大変なんだって思った」

「そういう問題ではないと思うが。しかし、よく頑張ったな」

「うん」

　俺が見ていなかった間、サツキの前で何が起こって、彼女が何を感じたのかは分からない。

　だが俺は、子供をあやすようにサツキの背中をぽんぽんと叩き、それから彼女を軽く抱き寄せる。そうすれば落ち着くなり、安心するなりするだろうと思った。

　外野から見れば男女の関係に見えるかもしれないとも思ったが、もうそれはいいかと割り切ることにする。

　すると、そこにシリルが歩み寄ってきて、倒れた俺たちを上から覗のぞき込こんだ。

「いいわね、サツキってこういうとき、そういうのが躊ちゆう躇ちよなくできて。羨うらやましい」

「なんならシリルも同じようにするか？　毒を喰らわば皿までだ」

「遠慮しておくわ。私には恥も外聞もあるもの」

「その言い回し、どこかで聞いた記憶があるな」

「私もどこかで言った記憶があるわ。いい加減、付き合いも短くないものね」

　言ってシリルはくすくすと笑う。

　俺もふっと笑いがもれた。

　それからシリルは、周囲を見回して聞いてくる。

「ところで、ミィはどうしたの？」

「彼女には悪いが、遺跡の前に置いてきた。ほかに手段がなかった」

「なるほど。じゃあ早く回収しに行かないと、今いま頃ごろ拗すねているかもね」

「そうだな」

　俺とシリルがそんなことを話していると、今度は国王アンドリューとアイリーンが並んで俺のほうへとやってきた。

　そろそろ落ちついたサツキも起こして立ち上がると、俺はアンドリュー王へと小さく一礼する。

　甲かつ冑ちゆう姿のアンドリューは、ニッと笑って語り掛けてきた。

「色男ぶりが一層増したようで何よりだな、ウィリアム。だがそれよりも、今は救国の英雄ウィリアムとして称たたえるべきか」

　アンドリュー王のいつもの口上手だ。

　俺は努めて冷静に返事をする。

「いえ。俺は冒険者ですので、依頼されたクエストを果たしたまでです。それにあの魔王を撃退できたのは、俺一人の戦果などでは到底ありません。それは陛下もよくご存知でしょう」

「そうだとしてもだ。お前がいなければ、おそらくこの国は滅びていたのだぞ。その仕事は誇れ。それに民衆は英雄を求めるものだ。俺はウィリアムという冒険者とその一行は、そう呼ばれるに相応ふさわしい偉業を成し遂げたと思っている」

「……もったいないお言葉です」

「そこでだ。ひいては後日、英雄ウィリアムとその仲間の冒険者たちを称える式典を催すことにした。今回のクエスト報酬も特例的にそこで渡す。主賓がいなくては式が台無しだから、是非参加してくれ」

「分かりました。では式典にてクエスト報酬を受け取り──えっ」

　──待て。

　今、何かとんでもないことを言われた気がしたが。

　だがアンドリュー王は、俺の反応など無視して流れるように話を進めていく。

「場所は王都グレイスバーグの王城。日取りに関しては追って、交信コンタクトの呪文を使って伝えることにする。次は式典で会おう」

　アンドリュー王は言いたいことだけを言って踵きびすを返し、さっさと向こうへ行ってしまった。

　俺としては唖あ然ぜんとするしかない。

　正式な式典で英雄として称えられるということの影響力は、計り知れない。

　だが王を追って話をしたところで、せっかくの厚意を断るだけの理由もない。

　どうしてこうなった……。

　だがそこで、俺はひとつ気付く。

　アンドリュー王は去っていったが、アイリーンはまだ俺の前に立っていたのだ。

　そして彼女は、儚はかなげに笑みを浮かべると、俺に向かってこう言った。

「ねぇ、ウィル。──僕、キミに伝えたいことがあるんだ」
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　しばらくの後。

　俺たちは竜イルドーラの背に乗り、大空を旅していた。

　向かう先は、ミィが待つ遺跡の前だ。

　国から受けたクエストを果たした俺たちは、あとはミィと合流して帰還するだけという状況である。

　だから竜イルドーラの背に乗っているのは、俺のほかにはサツキとシリルだけ──

　本来なら、そのはずだったのだが。

「アイリーン、王国軍と合流して帰らなくて良かったのか？」

「うん。お父さんには、ちゃんと言ってきたから」

　俺の後ろにぴったりとついたアイリーンは、俺の問いにそう答える。

　アイリーンは俺に話があると言って、俺たちのほうに一緒についてきたのだ。

　ちなみにだが、彼女は竜イルドーラの背に乗るときに、俺の真後ろの場所に座りたいと頑かたくなに主張していた。

　それにはサツキが一度は口を尖とがらせたのだが、アイリーンが真剣なトーンで「お願い」と言うと、サツキも何かを察したのか、すんなりと自分の主張を取り下げた。

　そういうわけで今、俺の真後ろにはアイリーンがいる。

　何か大事な話があるということは、間違いないと思うのだが──

「ねぇ、ウィル」

　アイリーンが、言葉少なに語り掛けてくる。

　それに俺も、最低限の相あい槌づちをうつ。

「なんだ」

「僕ね」

「ああ」

「ウィルのこと、好きなんだ」

「…………そうか」

　──アイリーンの告白を受けた俺は、自分で想像していたよりも落ちついていた。

　なんだ、やはりそうなのか、という感想だ。

　可能性としてはずっと想定していて、しかし、それ以上の認識は半ば意識的に避けてきたこと。

　だがさすがに、このシチュエーションでこんな言い方をされれば、ほかに解釈のしようもない。

　それでもアイリーンは、まだ不安なのか、言葉を重ねてくる。

「女と男の、恋愛的な意味でだよ？」

「分かっている」

「分かってるんだ」

「ああ」

「ずっと分かってたの？」

「いや。確信したのは今、キミの告白を受けてだ」

「……じゃあこれまでも、そうかもしれないと思ってた？」

「まぁ、可能性としてはな」

「ちぇっ、なんだよそれ。僕がバカみたいじゃん」

「すまない。騙すつもりはなかった」

「……うん。ウィルがそういう言い方をするとき、噓うそはついてないんだってことを僕は知ってる。僕はウィル専用の噓看破デイテクトライの魔法を使えるんだ」

「それは怖いな。俺はアイリーンに噓をつけないのか」

「ふふっ、そうだよ。ウィルは僕に、噓をつくのは禁止。──だから、だからさ。これを聞くのは、すごく怖いんだけど」

「ああ」

「本当は、僕の気持ちを伝えられればそれでいいって思ってたけど、でも、やっぱり、聞くね」

「ああ」

「……ウィルは僕のこと、どう思ってるの？」

　そのアイリーンの声は、うわずって、震えていた。

　怖くて怖くて仕方がない、そういう声だ。

　俺は少し考えて、ひとまず答えやすい部分だけを答える。

「嫌いではない、というのは間違いないな」

「うん、それは知ってる」

「知ってるのか」

「そりゃあそのぐらいのことは分かるよ。それは僕のことをバカにしすぎ。──でも、そうじゃなくて。僕が聞きたいのは、その先」

　アイリーンが不意に、背後から俺に抱きついてきた。

　そして俺の耳元で、ささやいてくる。

「……僕のことを、女の子として……恋愛の相手として、好きになってくれますか」

　最後の方は、弱々しくかすれて聞き取れないほど。

　俺の背中に密着したアイリーンの胸から、彼女の早はや鐘がねのような鼓動が伝わってくる。

　アイリーンが今、なけなしの勇気を振り絞って頑張ってくれているのだということが分かってしまう。

　不誠実な返事は、絶対にできない。

　俺は──

「……アイリーン」

「はい」

「最初に謝っておく。俺は俺の気持ちを、うまく説明できる自信があまりない」

「……うん。分かるよ。僕だって、僕の気持ちを持て余すもん」

「ああ。……その上で、どう言ったらいいのか分からないんだが……俺は多分、キミのことが好きだ」

「多分」

「ああ。キミのことは可愛かわいいと思うし、愛おしくも思うし、素敵だと思う。ドレスを着たキミは美しかったし、普段のキミのことも好きだ。キミが俺の人生のパートナーなら、それは素晴らしいことだと思う」

「あ……あうぅ……。そ、そうなんだ……。え、えへへ……にゃはははっ……」

　背後で抱きついているアイリーンが、ぐでんぐでんに照れているのが分かった。

　それは微笑ほほえましいし、俺も幸せな気持ちになる。

　だが問題は──

「でも、じゃあ、『多分』っていうのは何なの？」

「そ、それはだな……これは落ち着いて聞いてほしいのだが」

「う、うん」

　ごくり、とアイリーンが唾つばをのむ音が聞こえてくる。

　俺は意を決し、その言葉を放った。

「どうも俺は、アイリーンだけでなく、サツキや、ミィや、シリルのことも好きなようなんだ」

「…………」

　アイリーンの言葉が止まった。

　今度は俺が審判を待つ番だった。

　要するに俺は、複数の女性のことを同時に好きになっている気がする、という告白をしたのだ。

　いわゆる「四よん股また」というやつである。

　侮ぶ蔑べつのまなざしを浮かべたアイリーンの顔が、脳裏に浮かぶ。

　今、アイリーンは何を思っているのか。

　俺のような不ふ埒らち者ものは死ねばいいとでも思っているのだろうか。

　あの凄すご腕うでの剣術で、怒りのままに背中から真っ二つにされるかもしれない。

　いや、アイリーンに限ってそんなことはしないと思うが、そうされてもいいぐらいの覚悟は俺も持っていた。

　審判の時を待つ。

　次に発せられた、アイリーンの一言は──

「……えっと、それだけ？」

　拍子抜けしたというような、そんな声だった。

　……ん？

「ああ。……ま、まあ、それだけだが」

「あー……つまり、そっか。ウィルは、僕のこともサツキちゃんのこともミィちゃんのこともシリルさんのことも全員愛しているような気がするから、それは一人ひとりを正しく愛していることなのか確信が持てないっていうこと？」

「……まあ、要約すると、そういうことになるか」

「ふぅん。──そっか。そっかそっか。そっかそっかそっか。えへへへー」

　アイリーンは何やら、嬉しそうな声を上げ始めた。

　どうしてそうなる。俺にはそろそろ理解不能だ。

「ちなみにさ、それってサツキちゃんたちは知ってるの？　ウィルがサツキちゃんたち全員のことも愛しているって」

「いや、少なくとも俺の口からそれを伝えたことはないが」

「えーっ。うわぁ、なんか思ってた以上に変な状況。でもそっか、現状僕だけ知ってるんだ。そっかそっか、うひひひひ」

　ついにアイリーンが壊れ始めた。

　とりあえず、一刀両断の断罪は免れたようだが……。

「ねぇ、ウィル」

「な、なんだ、アイリーン？」

「僕、ウィルのことが大好きだよ。キミのことが好き。それはキミが、サツキちゃんやミィちゃんやシリルさんのことまで好きでいたとしても、変わらない。キミのその気持ちが正しいとか正しくないとかは置いといて、僕はそんなキミが好きだよ」

「……そ、そうか」

　……何だこれは。よく分からないが、丸く収まったのか？

　俺がひとり戦々恐々とする一方で、アイリーンは嬉しそうに、俺に抱きついているのだった。
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　竜イルドーラの背に乗った俺たちは、大空を旅し、やがてミィが待っている遺跡の前へとたどり着いた。

　上空から近付くと、遺跡の前のぼうぼうの草地には最初、誰もいないように見えた。

　だがそこに、遺跡のかたわらからぴょこんと小さな人影が飛び出してくる。

　人影はこちらに向かってぶんぶんと手を振ってくる。尻尾しつぽも左右に大きく揺れていた。

「──ウィリアム！　サツキ、シリル、アイリーンも。無事だったですね」

　竜イルドーラが着地し、俺がその背から下りると、ミィは猫のように大きなジャンプで俺に向かって飛びついてきた。

「──おっと。待たせたなミィ。置いていってしまって悪かった」

　同じように飛びつかれても、サツキと比べれば体重も突進力も小さい。

　俺はどうにか倒れることなく、抱きとめることに成功する。

「それは仕方ないです。魔王とかいうのは倒してきたです？」

「ああ、問題ない。ミッションクリアだ」

「良かったです。さすが、ウィリアムは頼りになるです」

　ミィはそう言って、俺にぎゅうと強く抱きついてくる。

　が、はたと何かに気付いたような顔をすると、次にはくんくんと俺の首筋やらの匂いを嗅かぎはじめた。

「……女の匂いがするです。これは……アイリーンの匂いですか」

　じろっとアイリーンのほうを見るミィ。

　ミィの視線の先で、あははっと困ったように笑うアイリーン。

　だがその前に、俺にも言いたいことがある。

「待て、ミィ。色々と距離感がおかしくないか？　いきなり抱きついてきたり、匂いを嗅いできたり」

「うっ……そ、それは仕方ないです。ひょっとしたらもうウィリアムたちに会えないんじゃないかと思って、ミィも色々と考えたです。人生いつ何があるか分からないです。遠慮なんてしていたら後悔します」

「あはは。誰も考えることは一緒だね」

　アイリーンが口を挟んでくる。

　するとミィは、音速でアイリーンのほうを見た。

「ま、まさかアイリーン……！　ウィリアムと、もう……!?」

「うーん、さすが師匠。すごいなぁ、一瞬でバレちゃった」

「寝たですかっ!?」

「寝てないよっ!?」

　流れるようなボケとツッコミ。

「……んん？」

　ミィは首をかしげる。

　猫耳族ミヤールの少女は俺からぴょこんと離れ、アイリーンのもとまで駆けていく。

　ミィとアイリーンが何やらひそひそ話をする。

　アイリーンに何かを耳打ちされたミィは、みるみるうちにその顔を真っ赤にした。

「そ、そういうことは早く言うですアイリーン！　なに言わせるですか！」

「そんなの知らないよ！　言う前にミィちゃんが勝手に勘違いしたんでしょ!?」

「それはそうです、そうですけど！　うにゃーっ！　恥かいたですーっ！」

　ミィが頭を抱えてうずくまった。尻尾がびったんびったんと地面を叩いている。

　うぅむ……何にせよ可愛らしいな。

　俺が微笑ましげに二人を見ていると、その俺のもとに今度はシリルが寄ってきた。

「ねぇ、ウィリアム……私も、やっぱりいいかな」

　シリルはそう言って、恥ずかしげに俺のローブの裾すそをつかんでくる。

　不審な行動だ。

「いいとは、何がだ？」

　俺が聞くと、シリルはもじもじとしながら頰ほおを染め、上目遣いで俺を見て──

「その、ね……だから……えいっ☆」

　可愛らしい声とともに、がばっと俺に抱きついてきた。

　ローブ越しに伝わってくる彼女の柔らかさと体温、それにふわりと漂う華やかな香り。

　……いや、待て待て待て待て。

「……な、なあ、シリル。いよいよ脈絡がないと思うのだが」

「だって、私だけウィリアムに抱きついていないんだもの、不公平よ。……それとも、サツキやアイリーン様やミィに抱きつかれるのはよくても、私に抱きつかれるのは……イヤ？」

　シリルはうるうると瞳を潤ませ、なおも上目遣いで俺を攻めてくる。

　この小悪魔め……自分の魅力を分かっていてやっているだろう、絶対。

　と、そこに──

「あーっ、シリル！　いつの間に何やってんだよ！」

　そんなサツキの声。

　さらにはミィとアイリーンも、

「にゃにゅっ!?　あっちにも伏兵ですか！　ちっ、ぬかったです……！」

「うわぁ……シリルさん、大胆だなぁ……」

　いつもの大騒ぎが始まった。

　なんというか、こういった全員集合のやんややんやとした風景を見ていると、日常に帰ってきたのだなぁという気がする。

　……いや、俺の記憶が正しければ、少し前までの俺の日常はもう少し違ったはずだとも思うのだが。

　と、そこに、この場にいたもう一人の声が響き渡る。

『くぁああああっ……わし、もう帰っていいかの？　それにしても主殿はやはりモテモテではないか。その有様で誰とも交尾しておらんとか言われてものぅ』

　竜イルドーラは退屈そうにあくびをして、そう言った。

　そういえば、彼女のことが頭から抜けていたか。

「すまない、イルドーラ。もう一つ、できれば俺たちを王都の近くまで送ってもらえると助かるのだが」

　俺はそう言いつつ、彼女には魔王退治に協力してもらったばかりか、移動の足としても働いてもらいっぱなしであることを思い出していた。

『主殿の頼みとあらば聞かぬわけにもいかんがの。竜りゆう使いの荒い主殿じゃのぅ』

「すまない、助かる。ところで何か、キミの働きに対して俺たちが支払える報酬はないだろうか。これだけ助けてもらって何もなしというのも、さすがに気が引ける」

『報酬のぅ。わしら竜族は財宝を巣穴に集めることを好むが、人の尺度でわずかな金品をもらったところで程度が知れておるし……と、そうじゃ、それなら』

　イルドーラは何かを思いついたようだ。

　それから竜ドラゴンは、さも名案であるというように、こう言ってきた。

『主殿。わしは主殿と契ちぎりを結んだ証として、何か主殿からのプレゼントが欲しいぞ』
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　再び竜イルドーラの背に乗って王都の近くまで飛んだ俺たちは、街道のそばに下りると、幼女姿に変身したイルドーラを連れて徒歩で王都へと向かった。

　夕焼け空の下、アイリーンに敬礼をする門番の前を通り、王都グレイスバーグへと入っていく。

　俺、アイリーン、サツキ、ミィ、シリル、そしてイルドーラの六人で中央通りを歩いていると、周囲の人々が見世物を見るような目で俺たちに注目してくる。

　角や翼が生えている幼女姿の上に、あちこち破けたボロボロの黒ドレスを身にまとったイルドーラが人目をひくのは仕方がない。

　だがそれを差し置いても王女アイリーンがいる上、俺が連れている五人の少女が美人という時点で、もう目立つのは仕方ないとあきらめるよりほかない。

「女性向けの衣服を取り扱っているお店だと、この通りを入った奥にいいお店があるよ」

　勝手知ったるアイリーンが、そう言って俺たちを先導していく。

　俺はそれに、唯々諾々とついていくばかりだ。

　やがて高級な雰囲気の女性用衣服店に、アイリーンに続いて足を踏み入れる。

　店内には金貨何枚という値段の女性用良質衣服が、あちらこちらにめまぐるしく飾られていた。

　男の俺がいるのは場違いだとしか思えない。

　そうして俺が肩身の狭い思いをしていると、店の奥から店員の女性が現れた。

「あらアイリーン様、いらっしゃいませ。ついに女物の服にも興味を持たれるようになられましたか？　それでしたら私、全身全霊をこめてアイリーン様に似合う服を選ばせていただきますよ！」

　そう言って、瞳に炎を燃やしてぐっと拳をにぎる女性店員。

　アイリーンは少し困った様子で、手をぶんぶんと振る。

「う、ううん、僕の服を探しに来たんじゃないんだ。今日はこのドラゴ──この子に似合う服を探しに来たんだけど」

　アイリーンがそう言って示すのは、幼女姿のイルドーラだ。

　それを見た女性店員は、キラキラと目を輝かせる。

「か、可愛い……！　ちょっ、アイリーン様、どこでこんな逸材を!?　この翼、角、異種族ですか？　え、ていうかほかの皆さんも可愛すぎません!?　どの子もポテンシャル高すぎ！　何これ、何これ……！」

　女性店員はとても興奮している様子だった。……大丈夫だろうか。

　それからしばらく、女性店員とイルドーラ、それにほかの女性陣も混ざり、黄色い声をあげながらイルドーラの服を選び始めた。

　あれでもないこれでもない、これも可愛いあれも可愛いと選考を続けること、たっぷり数十分。

　やがてイルドーラは、二着の服を持ちより、俺に見せてきた。

「主殿はどちらがいいと思うかの？」

　そう言って、にこっと満面の笑顔を向けてくるイルドーラ。

　こうして見ると、恐ろしい力を持った竜ドラゴンであるようにはとても見えない。

　それはともかく、服を選べと言われた。

　イルドーラが持ってきた二着は──

「……これは、俗に言うメイド服というものではないのか？」

　それはどちらも、黒と白の布地で鮮やかに彩られた、女性の使用人が着用する類たぐいの衣装だった。

　ただ実務用というよりはファッション性に重点を置いたもののようで、とても華やかなデザインに見える。

　イルドーラは胸を張って言う。

「うむっ！　わしは主殿に屈服したメス、いわば主殿の下げ僕ぼくのようなものじゃ。聞けばこのような衣服は従者の衣装であるという。見た目もなかなかに美麗であるし、この姿のわしにぴったりじゃろう？」

「ま、まあ……似合うか似合わないかで言えば、似合いそうだが」

「ふふん、そうじゃろそうじゃろ。──で、主殿はどちらがいいと思うかの？」

　イルドーラはそう言って、選択を迫ってきた。

　だが俺には、その二着の違いがいまいち分からなかった。

　細部のデザインは確かに違うのだが、そのどちらがより良いかと聞かれても、正直に言って判断がつかない。

　しかしアイリーンたち曰いわく、これは俺が選ぶことに意味があるのだそうだ。

　俺は迷った末に、何となくこちらのほうがイルドーラに似合うかな、と思ったほうを選んだ。

　するとイルドーラは嬉しそうに、にひっと笑う。

「うむ、こっちか！　ではこれがほしいぞ、主殿」

「分かった」

　俺はその服の代金として、自分の懐から金貨三枚を店員に支払う。

　すると店員とイルドーラは、再び店の奥に引っ込んだ。

　それからしばらくして──

「お待たせじゃ、主殿♪」

　そう言って、更衣室からイルドーラが出てきた。

　鮮やかなフリルに彩られたメイド服を着た姿で、くるりと一周回って見せてくる。

　背中の部分は、翼が出せるように店員が加工してくれたようだ。

　その姿は──困ったことに、とても可愛らしかった。

　俺が呆ぼう然ぜんとしていると、いつの間にか隣にいたアイリーンが肘ひじで俺を小突いてくる。

「ほら、ウィル。何か言うことがあるんじゃないの？」

「あ、ああ。その……とても可愛いな、イルドーラ」

「にへへへへっ、そうじゃろそうじゃろ」

　イルドーラはとても嬉しそうに、笑顔を浮かべていた。

　──これが、俺がイルドーラに渡すことになった「プレゼント」だ。

　色々と助けてもらったお礼として、あるいは契りの証として、俺が彼女に渡した記念品であった。

　その後、俺たちは再び王都の外に出ると、そこでイルドーラと別れることになった。

「名残惜しいが、わしも常日頃から自由を束縛されておるのは性に合わんしの。山の巣穴に戻ることにする。またいつでも遊びに来るといいぞ、主殿」

「ああ。またいずれ会おう」

「うむ」

　俺はメイド服を着たイルドーラとしっかりと握手をすると、彼女のもとを離れる。

　イルドーラはメイド服を脱ぎ去ると、竜ドラゴンの姿に変身し、服をつかんで飛び去っていった。

　日の落ちたばかりの夜空を飛んでいく赤い鱗うろこの竜ドラゴンを見送ってから、俺は仲間たちのほうへと向き直る。

「では、俺たちも帰るか」

　俺の言葉に四人の少女もうなずき、俺たちは王都へと向かう街道を歩いていった。














　式典が催されたのは、それから数日後のことだった。

　その日、宿で朝食をとってから城へと向かうと、城門でアイリーンが出迎えてくれた。

「待ってたよウィル。それにサツキちゃん、ミィちゃん、シリルさんも。案内するからついてきて」

　俺たちはアイリーンのあとを追って門をくぐり、城内へと入っていった。

　そのまま居館へと通されると、俺は入り口のホールでアイリーンを含む女性陣と一度別れることになった。

「じゃあウィル。またあとでね」

　アイリーンがそう言って、女性陣を連れてどこかへ行ってしまった。

　一方の俺の案内は、王城付きのメイドが引き継ぐ。

「ウィリアム様、こちらへ」

　メイドがそう言って、アイリーンたちが向かったのとは別の方向に歩いていくので、俺はそれに従った。

　やがて俺は、小さな個室に通される。

　着付けに使う部屋のようで、クローゼットや大鏡などが配置されていた。

　メイドはクローゼットから上質の礼服一式を丁重に取り出して、俺に聞いてくる。

「お召し変えのお手伝いをさせていただいてもよろしいでしょうか」

　俺は少し迷ってから、うなずいた。

　学生時代から脇わき目めも振らず、冒険と魔術、それに学術知識に関しての勉学に没頭して過ごしてきた俺だが、礼服の着付けのしかたなどはよく分からない。

　女性に着付けを手伝ってもらうことには抵抗を覚えたが、当たり前にこのような提案をしてくるからには、こうした場では普通のことなのだろう。

　俺は催事のためにおめかしをさせられる子供のような気持ちになりながら、されるがままに礼服を身につけた。

　そうして礼服に身を包んでから鏡を見れば、なんとも不思議な気分になる。

　まるで貴族の一員にでもなったかのような心持ちだった。

　その後応接室に案内され、いくらかの段取りを聞きながら待つことしばらく。

　やがて別の案内役がやってきて、再び移動を要求される。

　階段を上り、三階へ。

　通されたのは謁えつ見けんの間の奥にあるリビングのような部屋だった。

　バルコニーから朝日が斜めに差し込んでおり、とても明るい。

　ティーセットや茶菓子が用意されたテーブルがあり、先客が数人いた。

　俺が一礼して部屋に入ると、先にいたうちの一人が俺に声をかけてくる。

「ウィリアム、来たか。なかなか様になっているな。どうだ、そのままうちの娘の婿に来るというのは」

　アンドリュー王だった。

　体格の良い彼が、礼服の上にいかにも国王らしい赤の外がい套とうをまとっていると、なるほど武王という印象になる。テーブルには王冠も置かれていた。

　俺が返事をしようとすると、その前にもう一人の声が割り込む。

「陛下。恥ずかしながら彼は、冗談を解するのが不得手です。そのような冗談も本気と受け取られかねません。お控えを」

　そう言ったのは、アンドリュー王の側近であり宮廷魔術師長でもある、ジェームズ・グレンフォード──すなわち俺の父親だった。

　ジェームズは俺のことを一いち瞥べつしただけで、いつもの無表情に戻る。

　一方のアンドリューは、こちらも何食わぬ顔だ。

「冗談でもないのだがな。──さてウィリアム、もうしばらく座って待て。お前の仲間たちもそろそろ来る頃ころだ」

　そう言われたので、俺も席についた。

　だがどうにも落ち着かない。

　部屋にはアンドリュー王と側近ジェームズのほか、数人の近衛このえや貴族らしき人物、それに使用人などがいた。

　床には精せい緻ちな装飾が施された絨じゆう毯たんが敷かれ、天井にはシャンデリア。

　乳白色の壁や柱は、朝日によって美しく彩られている。

　場違い感がすごい。なぜ俺は今、このような場所にいるのか。

　さらにバルコニーの外からは、大勢の人々のざわめきがわずかにだが聞こえてくる。

　あのバルコニーの下には、王城の中庭が広がっているはずだ。そこにはすでに、多くの市民が集まっているのだろう。

　我ながら、柄にもなく緊張しているな、と思った。

　人の目など過度に気にしても仕方がないと思うのだが、どうにも。

　と、そのとき──

「あ、ウィルもう来てたんだ。お待たせ。みんなも連れてきたよ」

　アイリーンが部屋に入ってきた。

　俺がおめかしをしているのだから彼女もいつぞやのようなドレス姿かと思ったのだが、予想は外れ、普段通りの男装姿だった。

　それを見た俺は、少しホッとする。その姿は、俺の日常に属するものだったからだ。

　だがそれで油断した俺は、その後に入ってきた三人を見て息をのむことになった。

「ううっ……歩きづれぇよぉ……」

「こういうドレスを着るのは久しぶりだわ。子供の頃以来かしら」

「こうヒラヒラしていては動きづらいです。アイリーン、せめて裾すそを結んではダメなのですか？」

「ダメに決まってるでしょ。サツキちゃんもミィちゃんも、少しの間だけ我慢して」

　アイリーンがそう言って窘たしなめるのだが、さておき。














　普段着なのは、アイリーンだけだった。

　サツキ、シリル、ミィの三人はいずれも、それぞれに似合うサイズとデザインの美しいドレスを身にまとっていた。

　サツキは淡い空色の、シリルは清楚な白の、ミィは可愛かわいらしい深紅のドレスだ。ミィのものは子供用のようだが、それでも仕立ての良さやデザインの美しさは劣らない。

　髪形も、三人とも普段とは違っていて、横で結ってあったり、まとめ上げていたり。さらには髪飾りやネックレス、イヤリングなどの装飾品も身につけている。

　化粧もしているのだろう。

　まるで普段とは別人──というのは言い過ぎかもしれないが、見違えるというぐらいには驚いた。

「綺き麗れいだ……三人とも、とても。普段も魅力的だが、今のキミたちはまるで女神だ」

　俺の口からスルスルと賛辞の言葉が漏れ出ていた。

　すると三人の顔がボッと真っ赤に染まる。

「め、女神ときたか……」

「三人まとめての感想なのに、ずいぶんと破壊力あるわね……」

「あぅぅ……ウィリアムのたらしっぷり、またパワーアップしてませんか？」

「いやぁ、前からあんなもんだろ」

「だからタチが悪いのよ、あの人……」

　顔を真っ赤にした三人の少女がひそひそ話をしていた。

　その横で聞いているアイリーンはと言えば、困ったような笑みを浮かべていた。

　その後さらに王妃がその場に登場したところで、アンドリュー王がパンと手を打って場を仕切る。

「役者は揃そろったようだな。ジェームズ、始められるか？」

「はい。準備はすべて完了しています。定刻より少し早いですが、許容範囲でしょう」

「よし、では始めよう」

　アンドリュー王は立ち上がると、王冠をかぶってバルコニーのほうへと向かう。

　彼が中庭から見える場所まで進み出ると、人々のざわつく声が少し大きくなった。

　ジェームズがひとつ呪じゆ文もんを唱える。

　声を遠くまで届かせる拡声ラウドヴオイスの呪文を、アンドリュー王に使ったようだ。

　王の声量ならば使わずとも中庭じゅうに声を届かせることは可能だろうが、こういったシーンでは拡声ラウドヴオイスの使用は定番と言える。

　王はバルコニーに威厳たっぷりの姿で立つと、眼下の中庭へと呼びかけた。

『諸君。今日みなに集まってもらったのはほかでもない。この国を救った英雄を、みなに紹介しようと思ってな』

　拡声ラウドヴオイスによって拡大された王の声が、大きく響きわたる。

　この声の大きさだと、王城内ばかりでなく、あるいは中央広場あたりまで──いや、事によると王都じゅうに聞こえているかもしれない。

『なお英雄は、竜ドラゴンを手て懐なずけるほどの豪傑だが、穏やかな心の持ち主だから安心してくれ。彼は腹が減っていても、諸君を取って食べたりはしない』

　王がそう言うと、小さな笑いがちらほら聞こえてくる。

　そして一拍置いた後、次に聞こえてきたのは、朗々とした吟遊詩人の歌声だった。

　これも拡声ラウドヴオイスがかかっているようで、美しく通りの良いテノールの男声があたりに響きわたる。

　その吟遊詩人が歌う詩うたは、このような内容だった。




　これから語られるは、ある英雄の物語。

　叡えい智ちと魔術を修めたひとりの青年がゆく、偉大なる冒険の一幕。




　彼かの者、王の命を受け、恐ろしき竜の山に挑む。

　襲い来る数多あまたの魔物を打ち倒し、辿り着きしは山の頂。

　竜は現れる。

　竜の炎は大地を溶かし、空をも焼かんばかりだが、英雄の運命の加護を打ち破ることは叶かなわず。

　反撃の時。英雄が放つは幾重の氷の嵐。

　竜はたまらず、英雄の前に膝ひざをつく。

　竜は感服し、英雄に忠誠を誓った。




　英雄は竜の背に乗り、空を駆ける。

　次なる試練は、果てにある古代の遺跡。

　古いにしえの炎の魔剣を求め、英雄は遺跡に潜る。




　ところ変われば、王の軍勢。

　竜よりも恐るべき氷の魔王に、王国の勇者たちが挑みゆく。

　されども魔王、あまりにも強大。

　山を砕き、大地をも割る怪物を相手に、さしもの勇者たちも一進一退の大激戦。

　しかし勇者たちも人の子。

　永えい劫ごうにも及ぶ戦いの中、ひとり、またひとりと傷つき、倒れていく。

　対する魔王はまさに怪物。

　勇者たちの剣で傷を受けるたび、恐ろしくも奇妙な進化を遂げていく。

　もはやこれまで。勇者たちが決死の突撃を覚悟した、その時。

　英雄が現れた。




　竜の背に乗った英雄は、竜の炎で魔王を焼き、炎の魔剣で魔王を貫く。

　勝機到来。

　英雄と王国の勇者たちは力を合わせ、魔王を撃ち滅ぼした。




　かくて我らの平和は守られた。

　人知れず、ひっそりと。

　彼の英雄の名は、ウィリアム。

　齢よわいわずか十七にして、すでに英傑。

　魔術学院を首席で卒業するほどの才気を持ちながら、なおも我がを貫き冒険者となった剛毅なる者。

　彼の英雄の名は、ウィリアム。

　美しき仲間たちとともに、今日も気ままに冒険の旅。




　……さて。

　だいぶ脚色交じりの内容だったことはさておき、こういった詩曲が流れれば、聴衆も静かになろうというもの。

　詩が終わったときには、あたりはしんと静まりかえっていた。

　そこに、国王アンドリューが再び声をあげる。

『ではいよいよ、英雄ウィリアムとその仲間たちの登場だ！　皆の者、盛大な拍手で迎えてくれ！』

　それに合わせ、俺たちは前もって聞いていた段取りに合わせて、バルコニーへと進み出た。

　俺が前に立ち、サツキ、ミィ、シリルがその後ろに並び立つといった構図だ。

　なお吟遊詩人の詩もそうだが、こう俺一人を強調することに関しては、少々いかがなものかと思うところはある。

　当然のことだが、決して俺一人で事を為なしているわけではない。

　だがそれをアンドリュー王に伝えると、「こういうのは分かりやすい方がいい。それにお前の仲間たちは賛成してくれたぞ」という話だったので、俺はそれ以上追及しても生産性がないだろうと判断した。

　俺たちがバルコニーへと出ていくと、アンドリュー王が横手に退く。

　それまで王がいた場所に立てば、俺は眼下に、城の中庭に集まったたくさんの人々を見ることとなる。

　数百人──ともすれば千人近くいるかもしれない。ひとところにこれだけの人々が集まっているのを見ると、圧巻の一言だ。

　俺たちの登壇と同時に、おおおっ、というざわめきが人々の間からあがった。

　吟遊詩人の詩などによる演出に加え、ドレス姿の三人の美少女を背後に連れているのだ。俺自身がどうあれ、後ご光こう効果は抜群だろう。

　横手に回ったアンドリュー王が、その手で俺たちを指し示す。

『あらためて紹介しよう。英雄ウィリアムと、その仲間であるサツキ、ミィ、シリルだ。実は後ろの美女たちも、いずれ劣らぬ英傑揃いだ。例えばこのサツキは、我が娘アイリーンや近衛騎士にも匹敵する凄すご腕うでの剣士だぞ。俺も肩を並べて戦ったが、その実力は間違いなく本物だった』

　聴衆から再び、感嘆の声があがる。

　ちらと後ろを見れば、ドレス姿のサツキが照れくさそうにしていた。

　ついで王は、話の矛先を俺へと戻す。

『そして、そんな彼女らが慕い、信頼を寄せているのがこのウィリアムという男だ。その実力は推して知るべし。氷の魔王との戦いでは、火球フアイアボールの呪文を同時に多数発動するという恐るべき秘術を見せた。それがいかに異常なことであるかは、うちの宮廷魔術師どもに語らせるとキリがないのだが、それはここでは省くとしよう。──さて、俺の退屈な話はここまでにして、主役の声を聞こうか』

　使用人がやってきて、俺に魔術師の杖つえが渡される。

　俺はそれを掲げ呪文を詠唱、自分に拡声ラウドヴオイスを行使した。

　自分でちょっとした魔法を使ってみせるのも、一つのパフォーマンスということだ。

　拡声ラウドヴオイスが効力を発揮したのを確認し、俺は声をあげる。

　話す内容は決めてある。

　俺のこれまでの経緯と、今の想おもいだ。

『──俺は子供の頃から冒険者に、そして英雄に憧あこがれていた。幾多の冒険物語を読み漁あさり、冒険者になるため脇目も振らずに魔術を学んできた』

　しんと静まりかえった場に、拡声ラウドヴオイスで拡大された俺の声だけが響き渡る。

　俺はなおも黙々と、自分の心の内を語っていった。

『その因果なのか、冒険者になるという目的は果たした。良い仲間にも恵まれ、果てはこうして英雄扱いもしてもらっている。

　だがそれをもって俺は夢を果たせたのかと問えば、俺にはいまだ分からない。道半ばとも思えるし、旅は始まったばかりだとも思う。何かになりたいという願望は、ひょっとすると永遠に果たされないのかもしれない。

　それでも、確信をもって言えることがある。それは、俺のこれまで通ってきた道のすべてが、経験してきたことの一つ一つが、今の俺を支える財産になっているということ。綺き麗れい事ごとのように聞こえるかもしれないが、本心だ。

　そして俺の通ってきた道は、たくさんの幸運と、多くの思いやりある人々の手で支えられてきたことは疑いない。俺は今、以前の俺が思っていた以上に、自分が身勝手な人間だったのだと思い知っている。

　だからせめてここで、感謝をしたい。これまで俺が生きてきた道を、善意と献身で舗装してくれた仲間たち、友人たち、先生たち──そして、両親に。

　このような場で話すことではなかったかもしれない。俺のように恵まれた境遇にない者は、俺の言葉に欺ぎ瞞まんを感じ憎悪の感情を覚えるかもしれない。だが俺は、身勝手な人間の一人として、身勝手に言わせてもらった。気分を害してしまった者たちには、すまない』

　俺はそう連綿と言葉をつづった後に、その場で一度頭を下げ、それから顔をあげた。

　やがてちらほらと拍手が鳴りはじめ、それは徐々に大きくなっていく。

　最後には、会場全体が大きな拍手に包まれていた。

　マジョリティが好む言葉であることは分かっていたし、こうした支持がマイノリティを圧迫するものであることも知っているから、少し微妙な気分ではある。

　やはりこのような場で話すべきことではなかったかもしれないが、しかし、やってしまったものは仕方がない。自分の行動に責任を持つしかないだろう。

　式典はそれから、いくらかの流れを踏んで終了となった。

　俺はバルコニーから立ち去り際、父ジェームズの前を通る。

　ジェームズは相変わらずの仏頂面だった。

　だがそれは、俺も大差がないのだろう。

　俺はジェームズに言う。

「親父、色々と話したいことがある。今晩家に行きたいんだが、予定は大丈夫か？」

「そうか。問題ない、今夜は家にいる。フェリシアにも伝えておこう」

「ああ、頼む」

　自分が勘当すると言ったことを忘れたのか、俺が一度だけ敷居をまたぐことを認めてほしいと言ったことを覚えていたのか。

　いずれにせよジェームズは、あっさりと承諾した。

　今回の一件の報酬で、俺の貯蓄が目標額であった金貨七百枚分を突破する。

　さて──





　　　　＊＊＊






　その夜。

　俺は宿で夕食をとると、頃合いを見計らって実家へと向かった。

　王都でも上流階級の家が立ち並ぶ高級住宅街。

　そこの一角に、特に目立つこともなくたたずむのが、俺の生まれ育った家だ。

　こんな高級住宅街で特に目立ちもしないということは、すなわち、それなりに立派な邸宅であることを意味する。

　清潔感のある石造りの二階建てで、ゆったりとした広さ。門構えも堂々としており、裏手にはちょっとした庭もある。

　闇やみ夜よに魔法の街灯が灯ともる下、俺は家の前に立ち、その姿を見上げる。

「勘当か……出ていったときには、特になんとも思わなかったが」

　もうこの家は俺の帰る家ではないのだなと思うと、今更になって郷愁のような想いが胸に去来する。

　家を出たときは前と未来しか見ていなかったが、今の俺には立ち止まって振り返るだけの落ち着きが生まれているように思える。それが成長なのか、あるいはひたむきさの劣化なのかは分からないが。

　だが俺は今日、感傷に浸るためにここに来たわけではない。

　俺の懐には大金貨七十枚──すなわち金貨七百枚分を入れた小袋があった。

　それは都市に住む平均的な市民の年収の二年分ほどに相当する大金であり、俺が魔術学院で就学していた四年分の学費と、勤労可能年齢である十五歳を過ぎても両親に養ってもらっていた二年分の生活費との合計に相当する額でもある。

　俺はひとつ深呼吸をしてから、家の戸をノックした。

　すると家の中から、「はぁい、ちょっと待ってね」という女性の声が聞こえてくる。

　聞き間違えようもない。俺の母親、フェリシアの声だ。

　しばらくして家の戸が開いた。

　家の灯あかりを背に、フェリシアが姿をあらわす。

「いらっしゃいウィリアム、待っていたわ」

　大人の穏やかさと、子供の無邪気さとを同時に宿したような笑顔。

　歳は今年で三十五だったかと思うが、その実年齢よりはだいぶ若く見える。

　栗くり色いろの長い髪を背で束ねており、瞳ひとみの色も特に目立たない褐色。

　しかし息子の俺が言うのもなんだが、かなりの美人だと思う。

　フェリシアは俺の姿を下から上まで見て、首をかしげる。

「んー、ウィリアム、少し背が大きくなった？」

「いや、そんなことはないと思うが……。そもそも家を出てから、まだ三ヶ月もたっていないだろうに」

　あまりにも色々なことがあったから、もっと長い年月が過ぎているように錯覚するのだが、実際には俺が家を出て冒険者を始めてから、まだそれほど月日はたっていない。

　俺の返事を受けて、フェリシアはやんわりとした微笑ほほえみを見せる。

「ふふっ、そうね。さ、どうぞ、入って」

「……いいのか？」

「いいのかって、あなた何をしにきたのよ。話をしにくるって聞いたけど、まさかここで立ち話でもするつもりだったの？」

「……まあ」

　最悪、そのつもりだった。勘当されて家の敷居をまたぐなと言われたのだから、その可能性も考慮していたのだが。

　その俺の返答を聞いて、フェリシアはため息をつく。

「そういうところは相変わらずね。いいから入って。中で話をしましょう」

「……分かった。お邪魔します」

「はい、どうぞ。お邪魔されます」

　フェリシアについて家の中に入っていくと、リビングでジェームズが待っていた。

　テーブルについて、食後のティータイムという様子だ。

「よく来た、ウィリアム。まあ、座れ」

　そう言ってくる。

　俺は言われるままに席についた。

　家を出る以前には、俺の指定席だった場所だ。

　フェリシアが俺の分のお茶も淹いれ、茶菓子も出してくれる。それからフェリシア自身も席についた。

　ジェームズとフェリシアが隣の席に座り、その対面に俺という構図。

　家族とも、他人とも言いづらい微妙な距離感を覚える。

　だが話をしにきたのだから、黙っているわけにもいかない。

　俺は意を決し、口を開こうとして──

　しかしその前に、相手方が動いた。

「ほら、あなた」

「……ああ、分かっている」

　フェリシアが肘ひじでジェームズの脇を小突くと、ジェームズはこほんと咳せき払ばらいをする。

　なんだ……？

　俺が疑問に思っていると、ジェームズが俺の方へと視線を向け、こう言ってきた。

「……ウィリアム。私はお前と、お前の仲間たちに謝っておかなければならないことがある。あのとき──最初にお前の仲間たちと王城で会ったとき、『低俗』などという言葉をかけて、すまなかった。あれは私が悪かった。私は冒険者という職業に対する偏見と、初対面の彼女らの態度だけを見て、ろくでもない手合いだと決めつけてしまった。申し訳ない」

　ジェームズはそう言って、俺に向かって頭を下げてきた。

　俺は驚いていた。

　父親が俺に頭を下げることなど、想像もしていなかった。

　俺はジェームズが言う「あのとき」のことを思い出す。

　アイリーンに歓迎されて、王城で豪華なディナーを堪たん能のうした後のこと。帰りの廊下でジェームズとサツキがぶつかったのだ。

　ほろ酔いもあって陽気に、しかし初対面にしては礼儀の足りない様子で挨あい拶さつをしたサツキたちを冷たい目で見下して、ジェームズは言った。

『ウィリアム、お前にはもはや期待はしていないが、一応忠告はしておく。付き合う人間は選べ。低俗な者と付き合っていると、己の質も落ちるぞ』

　その言葉を聞いた俺は頭に血がのぼり、ジェームズを殴りつけた。

　サツキたちを言葉で踏みにじったのが、許せなかったのだ。

　だが──

「親父おやじ……」

　今、俺の目の前で頭を下げているのは、ひとりの人間で。

　俺と同じで、サツキやミィやシリルやアイリーンと同じで、正しいこともすれば間違えることもする人間なのだと、俺はこのとき初めて気付いた。

　不思議なものだと思った。

　俺は父親だけは──このジェームズ・グレンフォードだけは、人として常に正しく、間違えることのあってはならない存在だと思い込んでいた。

　俺はどこか心の奥底で、この男のことを常に見上げていたのだ。

　そして、だから俺はこの男にだけは反発していたのだと、このとき唐突に思い至った。

　フラッシュバックするように、サツキたち三人と初めてこの王都に来たときの会話を思い出す。

『まあ、俺の父親が魔術師メイジとして極めて優秀な能力を持っていることは認めるがな。それが直ちに人間として優れていることを示すわけではない。言うほど大した人間ではないぞ、あの男は。……何だ。俺は何か、おかしなことを言ったか？』

『いやぁ……ウィルが誰だれかを悪く言うのって、初めて聞いた気がすんだけど』

『ですです』

『そうよね。私もびっくりしたわ』

『……いや、気のせいか、たまたま口に出していなかっただけだろう。例えば──』

『うぅん、それはそうなのだけど……何て言うのかしらね、私し怨えんみたいとでも言えばいいのかしら。ウィリアムらしくない気がするのよね』

　……なるほど。

　彼女らのほうが、俺のことがよく見えていたということか。

　俺の心は、何か憑つき物ものが落ちたかのように軽く、晴れ晴れしい気持ちになっていた。

　そして、ふと前を見ると──

　母親のフェリシアが、何かを言いたげに俺の方を見て、それからジェームズのほうを仕草だけで示してみせていた。

　……そうだな。

　なるほど、これは彼女が描いたシナリオなのか。まったく母は強しだ。

　俺はジェームズに向かって言う。

「俺の方こそ、あのときは殴ったりしてすまなかった、親父。あれは俺の未熟だった。すまない」

「いや、未熟と言うなら私もだ。いくつになっても学ぶことが尽きない。──そういえばウィリアム、火球フアイアボールを多数同時に発動したあれは、いったいどういう技術だ？　古今東西の魔術文献にはだいたい触れているつもりだが、あのような秘術に関する言及は見たことがない」

「ああ、あれはな、とある冒険者たちが古代遺跡から発掘した巻物スクロールに記述されていた内容なんだが……親父は俺の魔術学院の卒業論文を読んだことはあったか？」

「ああ、魔術のアレンジ全般に関する、斬ざん新しんだが筋の悪くない理論提唱だったと──そうか、あの理論からの派生か！」

「……さすがだな。これだけで気付くのか」

「いやだが、細部に関しては気の遠くなるような──」

　このとき俺は親父と、久しぶりに会話を弾ませた。

　その俺と親父の様子を、俺の母にしてジェームズの妻であるフェリシアは、嬉うれしそうににこにこしながら眺めているのだった。
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　俺とジェームズとの魔術談義がひと段落する。

　すると次には、フェリシアから近況報告を求められた。

　新生活はどうか、仲間とはうまくやれているか、などなどだ。

　母親というのは、我が子の近況を知りたがるものらしい。

　俺は求められるままに答えていったのだが──

　その途中、仲間との関係について、少々つまびらかに喋しやべりすぎたようだ。

「仲間たちとうまくやれているかというと……関係はまず良好だと思うが、良好すぎて逆に問題だとでもいえばいいのか……」

　俺がそう、率直に思っているところを述べると、

「え、なになに、どういうこと？　お母さんはその話、とっても興味があります！　たしか冒険者仲間は、同い年ぐらいの女の子たちだっていう話よね？」

　フェリシアが瞳をきらきらと輝かせて、テーブルに身を乗り出し食いついてきたのだ。

　思い出した。この人はかなりのゴシップ好きだ。

　……さて、どう答えたものか。

　俺はちらと父親のほうを見る。

　目の前にいるこの男は、倫理観の塊のような人間だ。

　とはいえ、噓うそをついて取り繕っても仕方がない。白状するよりほかにないか。

　俺は素直に、俺が置かれている状況を二人に話すことにした。

「いつも一緒に冒険をしている仲間は三人。侍サムライのサツキ、神官ホーリーオーダーのシリル、猫耳族ミヤールの盗賊シーフであるミィ、なのだが……どういうわけかこの三人全員から、俺は好かれてしまった……らしい」

　自分で言っていて、もちろん、とても恥ずかしかった。

　お前は真顔で何を言っているのだ、と自分で突っ込みを入れたい気分だ。

　だが噓で塗り固めるのを避けようとすると、こう言うよりほかにない。

　俺の白状を聞いたジェームズが、そのしかめっ面をピクリと動かす。

　一方のフェリシアは、目を真ん丸にして驚きの表情を見せていた。

「あれま。それって仲間としての好感とかではなくて、男女のそういう関係として……よね？」

「ああ。そのように明言されてしまったし、普段の態度を見ても疑う余地はないと思う」

「あらあらまあまあ、あらまあまあ、それは大変。石橋を叩たたいて壊すぐらい奥手なウィリアムがそう言うんだから、間違いはないんでしょうし。……確かアイリーンちゃんとも、また仲良くしはじめているのよね？」

「うっ……そ、そうだな」

「これはびっくり。我が子がいつの間にか、モテまくりの国の王子様になっていたわ」

　フェリシアは昔から俺とアイリーンとの男女関係を勘ぐっていたうちの一人なのだが、実際それが正解になってしまった以上は、ぐうの音も出ない。

　一方のジェームズ。

　こちらはいつものしかめっ面で、俺に向かって口を開く。

「それでウィリアム、お前はどうなんだ。そのうちの誰かに好意を寄せているのか？」

　興味本位のフェリシアと違い、あくまでも倫理を問おうという様子のジェームズ。

　俺としては苦しい立場だが、ここまできて口先だけで誤魔化すわけにもいかない。

　俺はひとつ咳払いをして、答える。

「いや……全員だ」

「「……は？」」

　両親の呆あつ気けにとられた顔。

　対する俺はと言えば、間違いなく顔が真っ赤にゆで上がっていることだろう。

　だが、ここまで来て引き返すことなどできない。

　正直に自分の気持ちを述べる。

「俺はきっと、全員のことを好きなんだ。その……アイリーンも含めて」

「「…………」」

　さすがに二人とも黙った。

　それはそうだろう。三ヶ月足らず見ていなかった自分の息子が、久しぶりに家に帰ってきたなり四よん股またをかけているなどと言いだしたら、俺だって絶句する。

　複数人から「好かれる」というだけなら、倫理に大きく反することはないだろう。

　だが俺自身が複数人を好きだということになれば、話は別だ。

　これはフェリシアからも、愛想を尽かされるだろうな。

　それも俺自身の不徳の致すところだから仕方ないのか。

　そう思っていたのだが──

「私が聞きたいのは一つだけよ、ウィリアム」

　しばらくの沈黙の後。

　フェリシアはテーブルの上で手を組むと、先ほどまでとは違う真剣な表情を見せ、まっすぐな瞳で俺を見つめて、こう言ってきた。

「それは、あなたの胸の内にある正義には、反していないのね？」

「…………」

　俺はすぐには答えられなかった。難しい問い。

　そんな俺をさし置いて、フェリシアはさらに続ける。

「ウィリアム。私はあなたのことを、不器用だけど人の心の痛みが分かる優しい子だって信じてる。だからあなたが自分の胸に聞いて、その子たちへの裏切りがないと思えるなら──ほかの誰が批難しても、私があなたを応援する。……どう？」

　有無を言わさぬ力強い物言いだった。

　俺の母親、フェリシアは、ただふわふわとしただけの人ではない。

　普段はほんわかとしていて柔らかだが、芯しんの部分にはジェームズとはまた違った種類の強さと信念を持った人だ。

　俺はどちらかというと、この人の影響を強く受けて育ったのだと思う。

　俺は考える。

　サツキやミィやシリルやアイリーンへの裏切りが、ないのかどうか。

　考えた結果──皆無とは言えない、と思った。

　特に一つ、やらなければならないことを、やり残している。

「……俺は彼女らに伝えなければならないことを、まだ伝えていない」

「そう。じゃあ、それはちゃんと伝えないとね」

「ああ」

「ん、よし。それじゃあお母さんはあなたの味方です。私の方からは以上。あとはあなた、どうぞ」

　そう言ってフェリシアは、話をジェームズへと振った。

　ジェームズはわずかに苦笑し、口を開く。

「私は男女間の付き合い事の機微には疎い。明確に人倫に悖もとるならば諫いさめるべきかとも思うが、事は複雑をきわめるようだ。細かい事情もよく知らない私が、どうこう口を挟むようなものでもないだろう。──それに、そもそも私はウィリアムには勘当を言い渡した身だ。親として口出しをできる立場にもないな」

　このとき、フェリシアがちらとジェームズの顔を見たが、何か口を挟んだりはしなかった。

　ジェームズはさらに続ける。

「それはそうと、今日は何か話すべきことがあって来たのだったろう、ウィリアム。こちらばかりが話してしまい、本題を聞いていなかったな。聞こう」

「……ああ、そうだったな」

　そうだった。

　今日はなにも、家族団だん欒らんの世間話をしに来たわけではない。

　そもそも俺には、家族団欒を楽しむ権利などない。

　俺は親の意を無視し、我を通したために親子の縁を切られた身だ。

　その決断に今も後悔はないが、自分がしたことの結果は受け入れなければならない。

　そして──けじめだ。

　俺は自分なりのけじめをつけるために、今日ここに来たのだ。

　俺は懐から、大金貨が詰まった小袋を取り出して、テーブルの上に置く。

　そして、目の前の両親に向かって言った。
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「俺が冒険者を始めてから、自分で稼いだ金だ。金貨七百枚分の額が入っている。魔術学院に通わせてくれたこと、十五歳の成人を過ぎた後もなお養ってくれたこと、何より、ここまで育ててくれたこと、とても感謝しています。──ありがとうございました」

　俺はそう言って、二人に向かって頭を下げた。

　家を出て、冒険者を始めたばかりの頃は、このような感謝の言葉とともにこの金を渡すつもりなどなかった。

　借りがあるのは嫌だったから、こちらからも三み下くだり半はんを突きつけるぐらいのつもりで借りを返そうというのが、当時の俺の考えだったように思う。

　俺は父親のことが──ジェームズのことが嫌いだった。

　そしてジェームズも、俺のあり方を否定していた。

　俺とジェームズが不仲になった原因が何であったのか、今となってはよく思い出せない。

　俺が魔術学院を卒業したら冒険者になると宣言し、その俺の考えをジェームズが全否定したことが一番の原因だったのかもしれないが、それだけとも思えない。

　もっと根本的に、両者の意見や考え方がぶつかったのだと考えるほうが、より本質に近いのだと思う。

　ジェームズは、人の能力の高低と、社会への貢献を重要視する。

　才ある者はその才能を世界のために使わなければならない、というのが彼の持論だ。

　ゆえに、修養をせず己の才を開花させない怠惰な態度も、彼にとっては悪となる。

　一方、俺が冒険者になりたいというのは、あくまでも俺の我欲だ。

　俺は放ほう蕩とう者もので、享楽主義者で、社会への貢献よりも自分のことを優先する。

　だから俺とジェームズとは決定的に意見衝突し、相あい容いれなかった。

　ゆえに、決別した。

　だが──

『でも私ね、あなたのお父さんの考えも分かるの』

　そうシリルが語ったのは、エルフと共同戦線を張りオークと戦っていたあのときだ。

　朝日が木漏れ日となって落ちる森の中で、彼女が伝えてきたのはジェームズの考え方への共感だった。

　人の価値は能力の高低だけで決まるものではない、人はただそこにいるだけでかけがえのないものだ──そう主張した俺に対し、彼女はこうも言った。

『悪いけど、ウィリアムが言っているそれって、私には中身のない空虚な綺麗事に聞こえてしまうの』

『……無能を肯定することに正義はあるのかって、そう考えてしまうのよ』

　俺は心理的に近い位置にいるシリルの口からそれを聞くことによって、少し考えることもあった。

　人は、ただそこにあるだけで存在価値があるのか。

　それとも、社会の役に立たない放蕩者や無能者は、蔑さげすまれ否定されるべき存在なのか。

　俺は前者の立場をとる自分の考えを、今も間違いだとは思わない。

　だが後者の意見にも一理はあると思うし──それより何より、思うことがある。

　それはつまり──その意見の違いは、親子が決別し、絶縁をしなければならないほど致命的なものなのか、ということ。

　そもそも、世の中のすべての人の考えが、同一の色に染まることなどありえない。

　もしも世のすべての人の価値観や正義が一色に染まるようなことがあれば、それはとてもおぞましいことだと思う。

　異なる価値観、異なる正義の存在しない、統一的価値観の世界──そんなものは、人の生きる社会ではない。

　そう考えたとき、思うことがある。

　果たして俺とジェームズは、意見を完全に同じくしなければ、親子でいられないのか。

　互いに異なる主義主張を持ち合わせたまま、どうにか折り合えないものなのか。

　もちろん、程度によっては異なる考えの持ち主を受けいれられないことはありうるだろう。

　例えば──俺はいまだにあの自分の判断が正しかったのか、確たる自信はないのだが──あの死霊術師アリスのように、罪のない村人たちの命を奪ってでも自分の目標や魔術の発展を達成しようという考えの者と、平和的に共存することは不可能だと思える。

　あるいは、ロックワーム退治のときに出会ったグレン。

　あのような輩やからと隣人として友好的な関係を築けと言われれば、そんなものは真っ平ごめんだと言うほかはない。旅の空の下で出会い、すぐに離別する間柄だからこそ、どうにか俺は彼の存在を許容できたのだ。

　だが、俺とジェームズとの食い違いは、それほどまでに致命的なものだろうか。

　どちらか一方の意見が、非常識きわまりないということもない。常識の範はん疇ちゆうでの意見の食い違い。その程度の差異。

　無論、決別がジェームズの意志である以上、それを非難するつもりもない。

　だが、俺の方から三下り半を突きつける意志は、今の俺にはなくなっていた。

　今日、両親を前にして話をして、俺はあらためて、彼らからの愛情を感じていた。

　フェリシアのそれはもちろんのこと。

　ジェームズからだって、彼なりの不器用な愛情を、今の俺は感じることができていた。

　俺はこの二人の子だ。

　俺が幼い頃から、この二人にずっと育ててきてもらったのだ。

　捨てられることもなく。虐待されることもなく。

　温かい家で、満足に食事も食べさせてもらえて。

　ときには厳しく、ときには優しく育ててもらった。

　その子供時代があるから、今の俺がいる。

　俺は俺なりに、冒険者になるために努力をしてきたつもりだが、その前提には両親の愛と無償の奉仕があった。

「当たり前の生活」という当たり前の愛を、俺は当たり前に受け取っていたのだ。

　ちなみに、なぜ俺がこんな風に考えるようになったかといえば、俺が仲間たちとの関係を真剣に考え、「その先の未来」を想像し始めたからではあるのだが……まあ、それはさておき。

　いずれにせよ俺は、この目の前の二人の子であることに、今は誇りを持てるから──

　だからこの金貨七百枚分の金銭は、決別の証あかしでなく、恩義と感謝の気持ちの象徴。

　たとえ相手の意志がどうあろうと、それが俺の今の考えだ。

　──と、俺がそのように考えていた時間は、ひょっとすると、ごく短かったのかもしれない。

　俺の口上のあとにはいくばくかの沈黙があり。

　その次に口を開いたのは、フェリシアだった。

「あなた。私は言いませんからね。あなたの口から言ってください」

　それはジェームズに向けた、少し突き放したような言い方だった。

　一方のジェームズは、苦笑。

「分かっている。──ウィリアム、これを受け取る前に、もう一つ、お前に伝えておきたいことがある」

「……もう一つ？」

「ああ。受け入れるかどうかはお前次第だが」

　そのジェームズの横では、「そういう余計なことは言わなくていいのに」と、フェリシアが子供のように口を尖とがらせていた。

　俺はある期待をわずかに胸に抱きつつも、その先の言葉を待った。

　そして、ジェームズは言う。

「ウィリアム、私はお前を勘当すると言ったが、それも取り下げたい。すまなかった」

　ジェームズは今日二度目、再び頭を下げた。

　俺は、返す言葉をすぐには思いつけなかった。

　ジェームズが続ける。

「お前が出ていってから、フェリシアに散々言われた。ウィリアムはあなたの操り人形じゃない、どちらの意見が正しいかはともかく、もうあの子は大人です、本人の自主性を尊重しなくてどうするの、いつまで縛るつもりなの、とな。

　……正直に言って、私はそれでも消化できずにいたが、今日の式典でのお前の演説を聞いて、ようやくだ。ようやくこの言葉を言えるようになった。今は自分の頭の固さに呆あきれているよ」

　そう言ったジェームズは、バツが悪いという様子で俺から視線を外していた。

　……ああ、もう。

　本当にそっくりだ、この人は。

　本当に、俺とよく似ている。

　いや、俺が似たのか、この人に。

「だが、これは私の勝手な物言いだ。お前が許せないというのであれば、それで構わない。ただ私の今の意志がそうであることは、伝えておこうと思ってな」

　そこまでジェームズが言ったところで──

　ついに、フェリシアが立ち上がった。

　ガタッと椅い子すを倒す勢いで、我慢できないというように。

「あぁあああ、もうっ！　だからそういう余計なことは言わなくていいの！　──ウィリアム！」

　キッと、据わった目で俺を睨にらみつけてくるフェリシア。

「お、おう」

「勘当取り消し。いいわね？」

「お、おう」

「あなた、手を出して」

「あ、ああ」

「ウィリアムも」

「お、おう」

「はい、握手！　──仲直り！」

　ぎゅっと、俺とジェームズの手を握らせて。

　フェリシアが、そう宣言した。

　その強引な様子に、俺とジェームズとが顔を見合わせて、互いに噴き出してしまった。

　……本当に、フェリシアこの人には敵かなわない。

　まったくもって、母は強しだ。

　──その後、両親といくらかの談話をしたのち、俺は実家をあとにした。

　なお、俺が両親に渡そうとした金貨は、受け取りを拒否された。

　それは私たちがあなたに与えたものだし、現状お金にも困っていないから返してもらう必要はない。それよりも、その金は今後必要になるだろうから、大事にとっておけ──という話だった。

　俺は実家からの去り際、振り返ってその邸宅をあらためて見る。

　……これだけの甲斐性を、俺は持つことができるだろうか。そんなことを考えた。

　そして俺は、夜道を歩き、サツキとミィとシリルが待つ宿へと帰還する。

　──今、俺の中の「優先順位」が、少しだけ変わりつつあるのを感じていた。
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　宿への帰り道。

　魔法の街灯が灯る夜道を歩いていると、その途中、思いがけない人物に出会った。

「や、ウィル。ご両親とのお話は済んだ？」

「……アイリーン。なぜ君がこんなところに」

　夜の星の下、道端で俺を待ち受けていたのは、あろうことかこの国の王女だった。

　護衛もつけずに不用心──というのは、この国でも有数の凄腕剣士である彼女に限っては適切でないのかもしれないが。

　だとしても、こんな夜中だ。年頃の女子が夜道で一人佇たたずんでいるなど、何を考えているのか。

　俺の往いく手の先に現れたアイリーンは、道の真ん中に立って、にっこりと俺に微笑みかけてくる。

「ウィルが今夜、ご両親に話をしにいくって聞いてたからさ。結果が気になっちゃって、お城を抜け出してきたんだ」

「……相変わらず自由だなキミは。一国の王女のフットワークとはとても思えん」

「それって誉め言葉？」

「いいや、今回は苦言だ」

「ちぇっ。まあいいや」

　俺がアイリーンの横を通り過ぎると、彼女も俺のあとについてくる。

　二人きりの夜道。子供の頃を思い出す。

　ただあのときは、前を歩いていたのはいつもアイリーンだった。

　今は──俺の背後から、アイリーンが聞いてくる。

「ご両親との話、どうだった？」

「まあ、どうというのか。望みうる最高の結果になったとは思うが」

「ホント？　良かった。じゃあジェームズさんとも仲直りした？」

「仲直り、と言われると子供の喧けん嘩かのような響きで釈然としないが……そうだな、壊れていた関係は、あるべき形に修復されたと思う」

「そう。それは本当に良かった」

　仲直り──そういえば、母親のフェリシアも同じ言葉を使っていたなと思い出す。

　彼女らから見れば、そういう話だったのかもしれない。

　それからしばらく、俺とアイリーンは無言で夜道を歩いた。

　宿まではそう遠くはなく、アイリーンは結局、宿までずっとついてくることになった。

　宿の前に着いたあたりで、アイリーンが再び声をかけてくる。

「ねぇ、ウィル。……僕も、一緒についていっていいかな？」

「ついてくるというのは、宿の中までか？」

「あー、えっと……まあ、とりあえずそういうこと」

「……？　別に構わないが」

　微妙に歯切れの悪い返事に疑問を持ちつつも、俺は宿の扉をくぐる。

　アイリーンがそのあとをついてきた。

　扉をくぐると、そこは賑にぎやかな大衆酒場だ。

　この宿もご多分に漏れず、一階と二階とで酒場兼宿屋という構造である。

　酒場では、あちこちのテーブルでどんちゃん騒ぎが起こっていて、その繁盛ぶりをうかがわせた。

「あ、ウィル、お帰り～！　姫さんも、こっちこっち！」

　酒場の端、テーブルの一つから、ほんのり赤ら顔のサツキが手を上げて俺たちを呼んでくる。

　そのテーブルには、当然ながらミィとシリルもいて、一緒に飲んでいた。

　しかしアイリーンが一緒にいることに驚いていないようだが……。あらかじめ話を通してあったのだろうか。

　俺は幼おさな馴な染じみの王女とともに、彼女らのいるテーブルへ向かう。

　四人掛けの丸テーブルに、シリルが近くから椅子を一つ持ってきて、五人が座れる席を作った。

「お、英雄様のご帰還だぜ！」

「って、隣にいるの、アイリーン様──姫様じゃねぇか？」

「おいおい、どういうことだよ」

　酒場のあちこちからどよどよと声が上がり、同時に酒場中の視線が俺たちに注目する。

　やがて俺とアイリーンがサツキたちのいる席につけば、俺たちのテーブルは酒場中の好奇の視線の的となった。

　英雄という肩書きに加え、男一人が美少女四人に囲まれ、さらにその中にはこの国の王女までいるときている。注目されないというほうがおかしい。

　つまり必然といえば必然なのだが──正直に言って、居心地が悪い。

「どう、ウィリアム？　誰もが知る英雄になった気分は」

　シリルがくすくすと笑いながら、俺をからかってくる。

　彼女もいい感じに酔っているようで、頰ほおに少し赤みがさしていた。

「……いや、これは違うだろう。俺の実力というより、パフォーマンスの賜たま物ものだ」

「分からないわよ。世に知られている大英雄たちだって、案外こうやって祭り上げられたのかも」

「まあ……それは、ありうるが」

　俺が憧れている英雄像は、そういうのではない──そんな子供じみた想いが胸のうちから出てくるが、これは俺の幼稚さかもしれない。

「まあまあ、英雄とかどうでもいいじゃん。ウィルはウィルだし」

「ですです。それよりウィリアムたちが来たから、また飲みなおすですよ」

　サツキとミィがそう言って、ウェイトレスに酒とつまみを追加で注文する。

　今回のクエストでも大きな収入があったからか、ちょっとした大盤振る舞いだ。

　……しかし、この雰囲気では。

　サツキたちに伝えようと思っていたことが、どうにも言い出しづらい。

　またの機会にするか、などとも思うが、それをやるとどこまでもずるずると言い出せなくなる未来が容易に想像できる。

　──はぁ。

　雰囲気がどうとか、甘えていてはダメだな。

　今この機を逃したら、俺は言うべきことを言えない男になってしまう。

　俺は覚悟を決めた。ひとつ、深呼吸をする。

「サツキ、ミィ、シリル──キミたちに伝えておきたいことがある」

　俺が真ま面じ目めな声色でそう言うと、三人の少女は「ん？」と首をかしげた。

　場の空気は不適切だ。ムードもへったくれもあったものではない。

　女性はムードというものをとても大切にするものだと聞く。そう考えると、やはりまたの機会にするべきなのかもしれないと迷う。

　だが──ままよ。

　俺は迷いを断ち切り、三人の冒険者仲間に向かって言った。

「サツキ、ミィ、シリル。俺は──キミたちのことが好きだ。愛している。だから──今後とも、よろしく頼む」

　俺がそう言うと、三人はピシッと固まった。コカトリスの視線で石化でもされたのかというように。

　俺の隣では、アイリーンが「あっちゃあ……」と言いながら、額に手を当てていた。

　そして、少しの後──

「「「──ええええええええええっ!?」」」

　三人の少女の叫び声が、酒場中に響きわたったのだった。




　──後に俺は彼女らから「三人まとめてのプロポーズとかありえなくね？」とか「いくらなんでもあんな酒場で。しかも人前で」とか「でもウィリアムだからしょうがないです」とか散々に、それこそ一生なじられることになるのだが。

　それもまた、俺の──

　いや、俺たちの物語のひとつなのだと思えば、悪くはないのかもしれないと、そう感じた。




　魔術学院を首席で卒業した俺が冒険者を始めるのは、そんなにおかしいだろうか──

　そんな風に考えていた当時の俺に、今の俺の考えを伝えるとするならば、こうだ。

　おかしいと言われようが構うものか。好きにやれ。

　なぜならこれは──

　俺が道を決めて、俺が歩む、俺の人生ものがたりなのだから。














　──あの日、宿の前で彼女が綴つづった言葉。

　その真意を知ることになったのは、あれから数日がたったあとのことだった。




　俺が酒場で仲間たちに告白をしたあの日から、しばらくの時がたった。

　俺たちはというと、いまだに冒険者を続けている。

　お互いの関係性に多少の変化が生まれ、俺の中の優先順位が少し変わったとしても、すぐさま生き方を変えるということにはならない。

　ただ一点、大きく変わったことがあったとすれば、それは俺たちのパーティに一人、新たにＦランクの冒険者が加わったことだろうか。

　そして今日、俺たちは王都の冒険者ギルドで一件のクエストを受けて、港湾都市アクティムトへと足を延ばしていた。

　アクティムトではここ最近、半魚人サハギンによる漁船や交易船への被害が頻発しており、その解決を図ってほしいというのがクエストの内容だった。

　被害の規模が大きいため、合同クエスト──複数のパーティが同時受託する類たぐいのクエストであったわけだが──

　ほかのパーティの調査が難航している中、俺たちは水中呼吸ウオーターブリージングの呪じゆ文もんなどを駆使して海中探索を敢行、事件の真相に近いところまでたどり着いていた。

　その途中、人魚マーメイドたちが棲すむ海中都市にも立ち寄って、人魚マーメイド族と半魚人サハギン族との対立も嚙かんできて、あれよあれよと大事件に足を突っ込むことになって──

　最終的には、海かい邪じや神しんクラードスを現世に降臨させようとする半魚人サハギン族との戦いだ。

　海中ながら空気のある不思議な古代遺跡を、半魚人サハギンたちを蹴け散ちらしながら進んだ俺たちは、その最奥の広間で一族のボスと戦うことになった。

　ボスは自滅覚悟で、その身に海邪神クラードスの一部を不完全ながら降臨させていて、俺の多重呪文行使マルチプルキヤストを乗せた雷撃ライトニングボルト連打でも撃破しきれず持久戦に突入。

　それでも、俺とシリルのサポートを受けたサツキとミィの猛攻により、もう一歩でボスを倒せそうという状況で──ボスが笑った。

「ふははははっ、愚かな人間どもよ！　儂わしが囮おとりであることにも気付かぬとはな！　別室で儀式をしている、人魚マーメイドの巫み女こへの降臨こそが本命よ！　巫女は我が半魚人サハギン族最強の戦士、ザッハギルシュが警護をしている──陸上での動きが鈍い人魚マーメイド族では、束になってもザッハギルシュは倒せんぞ！　我々の勝ちだ！　海邪神クラードス様の現界だ！」

　俺たちが半魚人サハギン族のボスを担当し、人魚マーメイド族の戦士たちが攫さらわれた人魚マーメイドの巫女の救出を担当するという手はずだったのだが、どうやらそこまでは敵に読まれていたようだ。

　だがそれも、あくまでも「そこまでは」だ。

「──その半魚人サハギン族最強の戦士っていうのは、こいつのことかな？」

　そのとき、俺たちがボスと戦っていた広間の入り口に、一人の少女が現れた。

　それは先日俺たちのパーティに新たに加わった、Ｆランクの冒険者だった。

　俺たちはパーティメンバーのうち、彼女一人だけを人魚マーメイド族たちのサポートに回していたのだが、どうやらその戦力配分が綺き麗れいに嵌はまったようだ。

　少女はその手に、一体の重武装した半魚人サハギンの戦士をぶら下げていた。

　もっともその半魚人サハギン、全身が滅多切りでけちょんけちょんにされていて、もはや戦士らしい態は残っていなかったが……。

　それを見た半魚人サハギン族のボスが、あんぐりと口を開ける。

「ば、バカな……ザッハギルシュが……！」

「部族最強っていうだけあって、まあまあ強かったよ。オークロードと同じぐらいかな？　人魚マーメイドの巫女さんに下げ衆すいことしようとしてたみたいだから、僕もちょーっとカチンときて、少し力が入っちゃったけどね」

　少女はそう言って、半魚人サハギン族最強の戦士だったものを地面に放ほうり投なげる。

　ちなみに、当たり前のように片手で持って片手で放り投げているが、件くだんの半魚人サハギンは巨漢というほどの体格で、武装の重量も加味すれば相当の重さのはずであり、そんなことは当然ながら並みの人間にできることではない。

　相変わらずの怪力──命気オーラの力だ。

「お、姫さん。そっちは片付いたか」

「うん。ボスのほうはもうちょっとかかりそう？　苦戦してるんなら加勢するけど」

「はっ、いらねぇよ。こっちももう──トドメだ！」

　サツキが族長のもとに駆け込み、ボスの攻撃を優雅に掻かい潜くぐると、刀を一いつ閃せん、それからもう一閃、さらに一閃。

　その流れるような三連撃がトドメとなった。

「ぐわあああああっ！　バカな！　バカなあああああああっ！　我ら一族の悲願が、人間の冒険者如ごときにいいいいいっ！」

　半魚人サハギン族のボスだったものも崩れ落ち、戦闘終了だ。

　サツキとミィが戻ってくると、俺のもとに四人の仲間たちが揃そろって、皆で思い思いにハイタッチをする。

　サツキ、ミィ、シリル──それに、新入りのＦランク冒険者こと、アイリーンだ。

　どうもアイリーンは、騎士の仕事を休職し、王女の立場もとりあえず放り投げて冒険者を始め、俺たちに合流したということらしく。

　最初は正気を疑ったが、あのアンドリュー王の娘なのだと考えれば、さもありなんかと納得した。

「いやー、冒険者の仕事もなかなか大変だね。ウィルたちはいつもこんなことしてるの？」

「まあ、程度の差こそあれ、だいたいこんなものだな」

「でもなんだか、ミィたちは毎回、ランクに見合わない仕事をしている気がします」

「どこかの誰だれかさんが、英雄の宿命でも背負っているんじゃないかしらね？」

「だな。でも別にいいんじゃね？　勝てるし。報酬もうまいし」

　そんな会話をしながら、俺たちは遺跡をあとにする。

　俺たちが正式に五人パーティになって初めての冒険は、そうして終了した。




　──さて、次の冒険はどんなだろうか。

　俺たちの冒険は、まだまだ続いていく。

　真の英雄に至るまでの道のりは、ずっと遠くまで伸びていて──
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